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天
橋
立
寒
中
て
ん
こ
ろ
舟
競
争

丹
後
に
春
を
呼
ぶ
「
天
橋
立
寒
中
て
ん
こ
ろ

舟
競
争
」
が
二
月
二
十
四
日
、
京
都
府
宮
津
市

文
珠
の
智
恩
寺
海
岸
で
行
わ
れ
た
。

と
の
レ
ー
ス
、
ア
サ
リ
や
ジ
ャ
コ
漁
な
ど
に

地
元
の
漁
師
が
使
っ
て
い
る
小
舟
二
隻
を
横
に

つ
な
ぎ
合
わ
せ
一
チ
ー
ム
十
人
の
と
ぎ
手
が
乗

っ
て
沖
合
い
の
目
標
ブ
イ
を
折
り
返
す
六
百
討

で
タ
イ
ム
を
競
う
。
男
性
は
赤
ふ
ん
ど
し
姿
、

女
性
は
は
っ
ぴ
芯
ど
カ
ラ
フ
ル
芯
コ
ス
チ
ユ
|

傘松公園股のぞきム
。
時
折
交
じ
る
小
雨
を
も
の
と
も
せ
す
に
力

強
い
か
い
さ
ば
き
を
披
露
し
た
。

「
と
の
時
期
は
雪
が
多
く
、
観
光
客
が
閑
散
だ

っ
た
」
(
小
田
彰
彦
天
橋
立
観
光
協
会
副
会

長
)
か
ら
始
め
た
競
争
も
今
年
で
十
九
回
を
数

え
、
男
性
二
十
、
女
性
三
チ
ー
ム
が
参
加
。
温

泉
も
出
た
と
と
で
町
お
こ
し
に
も
貢
献
し
て
い

る
と
い
う
。
当
日
は
他
の
日
本
三
景
の
ま
ち
、

宮
城
県
松
島
町
、
広
島
県
宮
島
町
か
ら
も
関
係

者
が
出
席
、
大
会
に
花
を
添
え
た
0

・
文
H
や
芯
ぎ
.
力
メ
ラ
H
小
形
又
男







堀
川
和
洋
兵庫県姫路市長

巻
頭
エ
ッ
セ
ー

少
子
・
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
し
て
い
る
今
日
、
す
べ
て
の
市
民
が
、
と
も

に
支
え
あ
い
、
住
み
慣
れ
た
地
域
や
家
庭
で
、
健
や
か
に
、
ま
た
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
は
、
市
政
推
進
に
あ
た

っ
て
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
地
域
社
会
を
つ
く
る
際
、
ソ
フ
ト
面
と
ハ

l
ド
面
の
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
福
祉
施
策
の
展
開
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
面
で
は
、
介
護
保
険
制
度
の
場
合
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す

る
た
め
、
第
三
者
に
よ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
評
価
体
制
を
確
立
す
る
ほ
か
、
各

種
の
広
報
媒
体
を
通
し
て
、
介
護
保
険
に
関
す
る
き
め
細
か
な
情
報
提
供
に
努

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
利
用
者
が
適
切
で
良
質
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
、

利
用
で
き
る
よ
う
に
、
民
間
の
事
業
主
体
が
行
う
施
設
整
備
を
促
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
ハ
ー
ド
面
に
お
け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
の
整
備
を
同
時
に

一
層

進
め
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

さ
ら
に
、
少
子
化
や
核
家
族
化
の
進
行
、
保
育
ニ

l
ズ
の
多
様
化
な
ど
、
児

童
・
生
徒
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
子
育
て
を
社
会

全
体
で
支
援
し
、
安
心
し
て
子
供
を
産
み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
若
い
お
母
さ
ん
方
と
意
見
交
換
を
重
ね
る
中
で
出
て
き
た
ア
イ

デ
ア
と
し
て
、
仕
事
を
持
つ
お
母
さ
ん
の
早
朝
や
夕
刻
の
保
育
ニ

l
ズ
に
対
応

し
て
、
延
長
保
育
や
休
日
保
育
の
促
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

今
後
、
育
児
と
就
労
の
両
立
を
支
援
し
、
若
い
夫
婦
が
安
心
し
て
子
育
て
が
で

巻頭エッセー

目
指
し
て

き
る
環
境
づ
く
り
や
二
層
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ー

ド
面
で
は
、
昨
年
か
ら
、
市
の
中
心
部
の

J
R
姫
路
駅
に
ほ
ど
近
い
便
利
な
場

所
に
、
若
い
家
族
世
帯
な
ど
中
堅
所
得
者
層
が
入
居
で
き
る
公
共
賃
貸
住
宅
の

建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、

一
口
に
子
育
て
支
援
策
と
い
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

施
策
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
て
い
く
、
ポ
リ
シ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
考
え
方
が
非

常
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
支
援
や
若
い
夫
婦
の
子
育
て
支
援
を
中
心
に
、

幅
広
い
世
代
の
市
民
が
「
健
康
づ
く
り
」
・
「
交
流
」
の
拠
点
と
し
て
利
用
で

き
る
施
設
と
し
て
、
「
姫
路
市
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
」
が
本
年
四
月
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
に
生
き
が
い
活
動
の
場
を
提
供
し
、

健
康
の
維
持
・
増
進
を
支
援
す
る
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
子
育
て
支
援

機
能
と
し
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
子
育
て
に
関
す
る
相
談
・
情

報
提
供
機
能
な
ど
を
備
え
て
い
る
ほ
か
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
場
と
な
る
温

水
プ

l
ル
な
ど
を
整
備
し
た
複
合
施
設
で
す
。
多
世
代
が

一
つ
の
施
設
に
集
う

こ
と
に
よ
る
、
世
代
聞
の
新
た
な
交
流
や
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
出
、
相

互
扶
助
の
精
神
の
醸
成
な
ど
、
副
次
的
な
効
果
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
ソ
フ
ト
・
ハ

l
ド
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
組
み
合
わ
せ
た
施
設
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
市
民
が
、
と
も
に
支
え
あ
い
、
住
み
慣
れ
た
地
域

や
家
庭
で
、
生
涯
に
わ
た
り
安
全
で
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

地
域
社
会
の
形
成
に
、
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
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地
域
づ
く
り
関
連
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
、
顕
著

な
功
績
の
あ
っ
た
地
方
公
共
団
体
や
地
域
づ
く
り
団
体

を
た
た
え
る
平
成
十
三
年
度
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表

彰
が
決
ま
り
、

一
月
十
六
日
に
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

昭
和
五
十
八
年
度
の
創
設
以
来
こ
れ
ま
で
自
治
大
臣

表
彰
と
し
て
実
施
し
て
き
た
が
、
今
回
か
ら
中
央
省
庁

再
編
に
伴
い
、
総
務
大
臣
表
彰
に
名
称
を
改
め
た
。

表
彰
さ
れ
た
の
は
「
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」
が

十
団
体
、
「
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
が
九
団
体
、

「
世
界
に
聞
か
れ
た
ま
ち
」
八
団
体
、
「
地
域
づ
く
り
団

体
」
が
十
団
体
、
「
優
良
情
報
化
団
体
」
六
団
体
の
計

五
部
門
・
四
十
三
団
体
。
今
回
か
ら
「
個
性
的
で
活
力

の
あ
る
広
域
行
政
圏
」
部
門
を
廃
止
し
た
が
、
全
体
の

表
彰
団
体
数
は
前
年
度
と
同
じ
。
部
門
ご
と
の
表
彰
の

趣
旨
や
概
要
は
次
の
と
お
り
。

ー
一住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

住
民
の
積
極
的
な
参
加
を
得
な
が
ら
、
地
域
の
特
性

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
先
進
的
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
市
町
村
を
表
彰
す
る
。

緑
化
推
進
運
動
で
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
、
資
源
リ

サ
イ
ク
ル
な
ど
の
環
境
保
全
、
地
場
産
品
の
開
発
と
い

っ
た
産
業
お
こ
し
、
さ
ら
に
文
化
活
動
を
通
じ
た
地
域

切協づくり2002年4月号⑨4

お
こ
し
を
行
っ
て
い
る
市
や
町
が
選
ば
れ
た
。

2
一活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

地
域
の
自
立
を
目
指
し
、
人
づ
く
り
や
地
域
の
経
済

再
生
に
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
創
意
工
夫
あ
ふ
れ
る

取
り
組
み
を
行
い
、
ま
ち
を
活
性
化
さ
せ
た
市
町
村
を

表
彰
す
る
。

〈人“つ
く
り
部
門
〉

地
域
住
民
と
有
識
者
、
行
政
側
が
地
域
づ
く
り

・
産

業
お
こ
し
に
つ
い
て
意
見
交
換
の
場
を
つ
く
っ
て
い
る

と
こ
ろ
、

U
タ
l
ン・

J
タ
l
ン・

I
タ
l
ン
な
ど
地

方
へ
の
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し

た
り
、
同
好
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
人
的

交
流
を
進
め
地
域
を
支
え
る
人
づ
く
り
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
市
や
町
が
選
ば
れ
た
。

〈
産
業
経
済
部
門
〉

ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
、
六
次
産
業
創
出
な
ど
地
域
ぐ
る

み
の
経
済
活
性
化
な
ど
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
独
創
的
な
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
が
選
ば
れ
た
。

3
一世
界
に
聞
か
れ
た
ま
ち

地
域
の
国
際
化
に
お
い
て
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
市
町
村
と
民
間
団
体
を
表
彰
す
る
。



〈
地
方
公
共
団
体
部
門
〉

国
際
交
流
、
国
際
交
流
施
策
、
外
国
人
の
暮
ら
し
ゃ

す
い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
住
民
と

一
体
と
な
っ
て
地
域

レ
ベ
ル
で
の
国
際
化
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
町

村
が
対
象
。

遭
難
し
た
軍
艦
の
乗
組
員
救
助
が
縁
で
ト
ル
コ
と
交

流
を
深
め
て
い
る
町
、
大
使
館
や
居
住
す
る
多
く
の
外

国
人
に
き
め
細
か
な
施
策
を
展
開
し
て
い
る
東
京
・
特

別
区
な
ど
が
選
ば
れ
た
。

〈
民
間
国
際
交
流
団
体
部
門
〉

地
域
レ
ベ
ル
で
の
国
際
化
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
民
間
の
非
営
利
団
体
が
対
象
。

ボ
リ
ビ
ア
に
保
育
士
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
青
年
海
外

協
力
隊

O
B
が
、
現
地
に
保
育
園
を
つ
く
っ
て
未
就
学

児
童
を
支
援
し
た
り
、
乱
伐
で
森
林
が
絶
滅
し
た
タ
イ

の
町
に
中
学
生
を
派
遣
し
て
地
元
の
人
と
植
林
、
環
境

教
育
を
実
施
し
て
い
る
団
体
な
ど
が
選
ば
れ
た
。

鹿児島県大口市

地域づく り総務大臣表彰

4
瓦
域
づ
く
り
団
体

個
性
豊
か
な
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
、
地

域
の
発
展
に
寄
与
し
た
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
団
体

を
表
彰
す
る
。

年
々
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
方
言
を
逆
手
に

と
っ
て
全
国
大
会
を
聞
い
た
り
、
古
い
町
並
み
の
保
存

に
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
珍
蝶
発
見
を
機
に
チ
ョ

ウ
の
島
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
な
ど
が

選
ば
れ
た
。

三
一
優
良
情
報
化
団
体

情
報
通
信
処
理
技
術
の
革
新
を
背
景
に
、
情
報
化
の

推
進
に
積
極
的
、
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
方
公

共
団
体
を
表
彰
す
る
。

w
e
bを
活
用
し
た
行
政
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
た
り
、
学
校
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
接
続
す
る
教

和歌山県串本町

育
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
た
市
や
町
が
選
ば
れ

た
。... ‘‘，
 
東
京
都
千
代
田
区
の
都
道
府
県
会
館
で
行
わ
れ
た
表

彰
式
に
は
、
受
賞
団
体
の
市
町
村
長
や
地
域
づ
く
り
団

体
の
代
表
が
出
席
、
片
山
虎
之
助
総
務
大
臣
が
各
団
体

の
功
績
を
た
た
え
た
あ
と
、
代
表
者

一
人
ひ
と
り
に
表

彰
状
を
手
渡
し
た
。

続
い
て
各
部
門
ご
と
に
代
表
団
体
が
表
彰
理
由
と
な

っ
た
取
り
組
み
状
況
や
苦
労
話
、
今
後
の
抱
負
を
語
っ

た
。
最
後
に
審
査
に
当
た
っ
た
「
新
ふ
る
さ
と
づ
く
り

懇
談
会
」
の
伊
藤
善
市
座
長
が
講
評
を
述
べ
た
。
式
典

に
は
総
務
省
関
連
団
体
や
ト
ル
コ
大
使
館
の
代
表
な
ど

が
来
賓
と
し
て
参
列
し
た
。

終
了
後
、
片
山
大
臣
ら
総
務
省
幹
部
、
受
賞
者
ら
を

交
じ
え
て
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
が
催
さ
れ
、
歓
談
の
輪
が
広

が
っ
た
。

祝賀パーティー風景

5⑨1由戚づくり2002倒月号

受賞43団体一覧
.住民参加のまちづくり一一一一10団体

山形県南陽市福島県矢吹町岐阜県大野町

兵庫県神崎町奈良県吉野町広島県大朝町

高知市福岡県福間町大分県蒲江町

宮崎県延岡市

・活力のあるまちづくり 9団体

〈人づくり部門)

群馬県太田市京都府井手町

〈産業経済部門〉

前橋市長野県楢川村福井県大野市

島根県柿木村広島県美土里町沖縄県具志川市

・世界に開かれたまち一一一8団体

〈地方公共団体部門〉

北海道壮瞥町東京都港区

〈民間国際交流団体部門〉

北海道滝川市・イリマニの会

北海道壮瞥町・昭和新山国際雪合戦実行委員会

栃木県足利市・足利市国際交流協会

愛媛県小田町・ OOAの木協会

宮崎市・宮崎国際ボランティアセンター

・地域づくり団体一一一一10団体

山形県三川町・三JII卜ピア創造委員会
群馬尉奉名町・榛名まちづくりネット

東京都練馬区・小竹の森音楽祭実行委員会

岐阜県福岡町・福岡町夢倶楽部

奈良県橿原市・今井町町並み保存会

大阪府岸和田市・岸和田のまちづくりを考える会

島根県漸崎町・ふるさと畑迫

広島市・可部カラスの会

愛媛県関前村・蝶をそだてる島の会

大分県別府市・別府八湯竹瓦倶楽部

.優良情報化団体一一一6団体

北海道深川市前橋市

大阪府豊能地区市長町長連絡会議

兵庫県西宮市奈良県川西町岡山県旭町



民
参
加
の
ま
ち
H

つ
く
り

民
話
「
鶴
の
恩
返
し
」
で

全
国
語
り
の
祭
り
開
催

南
陽
市
は
、

人
口
約
三
万
六

千
五
百
人
、
農

業
と
赤
湯
温
泉

に
代
表
さ
れ
る

観
光
を
基
幹
産

業
と
し
た
山
形

県
南
部
の
置
賜

語

り

部

の

館

地

域

に

位

置

す

る
。
江
戸
時
代
は
上
杉
米
沢
藩
に
属
し
、

市
内
の
至
る
と
こ
ろ
に
歴
史
資
源
が
あ

り
、
漆
山
地
区
に
は
、
古
く
か
ら
語
り
継

が
れ
て
い
る
民
話
や
伝
説
が
数
多
く
あ

句。
。そ
の

一
つ
に
「
鶴
の
恩
返
し
」
の
民
話

が
あ
り
、
語
り
部
も
多
く
い
た
こ
と
か
ら
、

民
話
と
い
う
民
俗
文
化
を
活
か
し
た
ま
ち

南陽市長

荒井幸昭

づ
く
り
の
機
運
が
高
ま

っ
て
い
た
。

一小
学
生
の
語
り
部
も

漆
山
地
区
に
は
明
治
初
期
の
養
蚕
で
栄

え
た
名
残
か
ら
繭
蔵
が
点
在
し
て
お
り
、

市
で
は
平
成
二
年
か
ら
四
年
度
に
か
け

て
、
こ
の
蔵
を
活
用
し
て
「
夕
鶴
の
里
整

備
事
業
」
を
実
施
し
た
。
「
夕
鶴
の
里
」

は
、
民
話
口
演
施
設
「
語
り
部
の
館
」
と

民
話
民
俗
博
物
館
「
夕
鶴
の
里
資
料
館
」

の
二
つ
か
ら
成

っ
て
い
る
。

こ
の
整
備
に
対
応
し
、
語
り
部
に
よ
る

「
民
話
会
ゆ
、
つ
づ
る
」
が
同
三
年
三
月
に

発
足
、
地
区
内
に
あ
る
珍
蔵
寺
な
ど
で
民

話
口
演
の
練
習
を
重
ね
て
き
た
。
研
究
者

に
よ
る
民
話
集
な
ど
は
あ
っ
た
も
の
の
、

本
来
民
話
は
親
か
ら
子
へ
、
そ
し
て
孫
へ

と
口
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
い
っ
て
も
人
前
で
話

す
た
め
に
だ
い
ぶ
苦
労
が
あ
っ
た
ろ
う
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

民
話
・
繭
蔵
と
い
う
地
域
資
源
、
住
民

の
ま
ち
づ
く
り
活
動
、
環
境
づ
く
り
に
あ

民
話
ま
つ
り

た
る
行
政
が
三
位

一
体
と
な
り
、
同
五
年

四
月
か
ら
語
り
部
の
館
で
定
期
的
な
口
演

を
始
め
た
。
十
二
年
度
末
ま
で
の
口
演
回

数
は
実
に
三
千
八
百
回
を
超
え
た
。

全
国
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
埼
玉

県
に
続
き
六
年
十
月
「
第
二
回
全
国
語
り

の
祭
り
」
、
十

一
年
六
月
「
北
日
本
語
り

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
。
市
民
を
対

象
に
民
話
ま
つ
り
や
絵
馬
展
を
聞
い
て
い

る
が
、
語
り
部
が
高
齢
化
し
て
い
る
こ
と

や
市
内
の
子
供
た
ち
へ
の
民
話
普
及
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
市
内
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
や

個
人
が
協
賛
し
、
七
年
六
月
「
夕
鶴
の
里

友
の
会
」
が
発
足
し
た
。

語
り
部
養
成
講
座
を
は
じ
め
語
り
発
表

会
の
開
催
な
ど
、
今
後
の
民
話
伝
承
に
大

き
く
寄
与
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待

し
て
い
る
。
現
在
は
小
学
生
の
語
り
部
も

誕
生
し
た
。

一国
民
文
化
祭
の
成
功
の
た
め
に

平
成
十
五
年
に
、
山
形
県
で
第
十
八
回

国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で

の
実
績
が
評
価
さ
れ
、
本
市
で
は
語
り
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
行
わ
れ
る
。
現
在
実
行
委
員
会
を
組

織
し
準
備
を
進
め
て
い
る
が
、
基
本
と
な

る
の
は
や
は
り
住
民
で
あ
る
。
ま
ち
づ
く

り
の
主
役
で
あ
る
住
民
の
手
に
よ
り
、
こ

の
国
民
文
化
祭
を
活
気
あ
ふ
れ
る
大
会
に

盛
り
上
げ
た
い
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
た

び
の
受
賞
は
、
語
り
に
携
わ
る
人
は
も
ち

ろ
ん
、
南
陽
市
民
み
ん
な
の
励
み
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。

地
域
を
見
、
発
見
し
、
伝
え
て
い
く
、

こ
の
こ
と
が
郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
て
、

若
者
の
定
住
を
促
進
し
、
そ
し
て
地
域
を

活
力
あ
る
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う

と
確
信
し
て
い
る
。

「
安
全
で
安
心
な
う
る
お
い
の
あ
る
ま

ち

・
南
陽
」
の
実
現
に
向
け
て
今
後
と
も

住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
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町
の
計
画
策
定
に
ワ
ー

ク
シ
ョ
方
式
導
入

矢
吹
町
は
、
福
島
県
の
南
部
に
位
置
し
、

町
の
面
積
六

0
・
三
七
平
方
J
の
う
ち
農

用
地
が
半
分
以
上
を
占
め
る
農
業
を
基
幹

産
業
と
す
る
人
口
一
万
九
千
人
の
町
で
あ

る
。源

義
家
が
前
九
年
の
役
(
一
O
六
二
年
)

で
奥
州
下
向
の
帰
途
、
弓
矢
の
矢
柄
で
屋

根
を
ふ
い
て
、
八
幡
神
社
を
造
営
し
た
と

い
う
伝
説
が
あ
り
、
こ
の
地
を
「
矢
茸
」

と
称
し
た
こ
と
が
町
名
の
由
来
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

一地
域
づ
く
り
支
援
事
業
の
創
設

平
成
八
年
に
策
定
し
た
第
四
次
矢
吹
町

総
合
振
興
計
画
で
は
「
住
民
参
加
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
大
き
な
柱
の

一
つ
に
掲
げ
、

各
行
政
計
画
を
つ
く
る
に
あ
た
っ
て
住
民

地域づくり総務大臣表彰

矢吹町長

幕田耕郎

参
加
の
審
議
会
を
設
置
し
た
。
よ
り
多
く

の
町
民
参
加
に
よ
る
計
画
づ
く
り
と
新
た

な
施
策
の
展
開
を
図
る
た
め
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
方
式
を
取
り
入
れ
、
九
年
度
か
ら

「
地
域
づ
く
り
活
動
育
成
支
援
事
業
」
を

創
設
し
、
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
の
設
立
、

「
ど
う
す
っ
ぺ
羽
鳥
水
路
」
第
一
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

運
営
の
支
援
を
実
施
し
て
き
た
。

同
支
援
事
業
を
始
め
て
か
ら
毎
年
二
、

三
の
グ
ル
ー
プ
が
支
援
を
受
け
自
己
研
さ

ん
の
た
め
の
研
修
活
動
、
住
民
と

一
体
と

な
っ
た
地
域
づ
く
り
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
は
、
い
ず
れ
も
多

く
の
住
民
の
参
加
を
募
り
、
意
見
を
採
り

入
れ
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
団
体

構
成
員
ば
か
り
で
な
く
、
多
く
の
町
民
が

自
ら
ま
ち
づ
く
り
へ
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
認
識
が
深
ま
り
、
大
き
な
成

果
を
挙
げ
て
い
る
。

中
で
も
古
く
か
ら
活
動
を
開
始
し
、
多

く
の
場
面
で
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を

実
践
し
て
き
た
の
が
平
成
三
年
に
発
足
し

た
「
み
ら
い
倶
楽
部
」
で
あ
る
。
同
倶
楽
部

の
発
足
の
き
っ
か
け
は
地
域
に
住
む
建
築

士
が
、
職
業
と
し
て
い
る
建
築
を
通
し
て

の
す
て
き
な
ま
ち
づ
く
り
に
少
し
で
も
か

か
わ

っ
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
だ

っ

た
。し

か
し
、
建
物
と
い
う
と
く
に
個
人
的

所
有
物
と
し
て
の
色
が
強
い
現
状
で
は
、

い
き
な
り
変
え
て
い
く
こ
と
は
難
し
く
、

身
近
で
だ
れ
も
が
共
有
す
る
環
境
か
ら
取

り
組
む
こ
と
か
ら
活
動
を
開
始
し
た
。

一み
ら
い
倶
楽
部
の
活
動

こ
れ
ま
で
の
主
な
活
動
は
、
七
年
度
に
、

町
立
善
郷
小
学
校
周
囲
の
水
路
の
改
修
に

つ
い
て
の
提
案
の
作
成
。
八
年
度
は
、

J

R
矢
吹
駅
前
通
り
ま
ち
な
み
デ
ザ
イ
ン
推

進
会
議
へ
の
参
加
と
報
告
書
の
作
成
。
十

一
年
度
に
は
、
初
め
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
手
法
を
取
り
入
れ
、
地
域
住
民
の
意
見

を
踏
ま
え
た
た
め
池
「
小
池
の
み
ら
い
の

姿
」
を
提
案
。
十
二
、
十
三
年
度
に
は
継

続
事
業
と
し
て
町
内
を
走
る
羽
鳥
幹
線
水

路
の
暗
き
ょ
化
に
伴
う
そ
の
上
部
(
水
路

敷
)
の
利
用
方
法
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

ま
と
め
た
。

「小
池
の
み
ら
い
の
姿
」
は
、
初
め
て
意
見

集
約
か
ら
模
型
ま
で
参
加
者
が
作
成
し
提

案
す
る
と
い
う
形
が
と
ら
れ
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
十
三
年
度
か
ら
三
年
間
か
け
、

ほ
ぼ
そ
の
意
見
に
沿
っ
た
形
で
改
修
事
業

に
着
手
し
た
。
こ
の
整
備
事
業
は
、
新
し

い
住
民
参
加
型
の
プ
ラ
ン
と
い
う
こ
と
で

農
水
省
の
モ
デ
ル
事
業
と
な
り
、
着
工
前

か
ら
そ
の
注
目
を
浴
び
、
全
国
の
都
道
府

県
か
ら
視
察
者
が
訪
れ
て
い
る
。

み
ら
い
倶
楽
部
は
今
後
も
こ
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
手
法
を
基
本
的
取
り
組
み
の
形

と
し
て
い
き
た
い
と
意
欲
を
示
し
て
い
る
。

町
と
し
て
も
、
聞
か
れ
た
行
政
運
営
を

目
指
し
て
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
も
の

を
継
続
さ
せ
る
と
と
も
に
新
た
な
方
策
に

つ
い
て
検
討
し
、
地
方
の
時
代
を
リ
ー
ド

す
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
住
民
総
参
加

の
も
と
、
強
く
進
め
て
い
き
た
い
。
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バ
ラ
を
ま
ち
"
つ
く
り
の

シ
ン
ボ
ル
に

一苗
の
生
産
量
は
日
本
一

大
野
町
は
濃
尾
平
野
の
西
北
端
に
位
置

し
、
北
は
越
美
山
地
を
背
に
、
東
は
根
尾

川
、
西
は
揖
斐
川
に
挟
ま
れ
た
三
角
州
に

開
け
た
町
で
、
肥
よ
く
な
土
地
と
豊
富
な

水
を
活
か
し
て
農
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
る
。
町
の
主
要
作
物
は
米
、
カ
キ
、
パ
ラ

の
苗
な
ど
で
、
と
く
に
パ
ラ
苗
の
生
産
量

は
日
本

一
を
誇
る
。
中
で
も
生
産
農
家
の

河
本
パ
ラ
園
で
は
大
規
模
な
温
室
で
パ
ラ

苗
を
生
産
す
る
と
と
も
に
品
種
改
良
に
も

力
を
入
れ
て
お
り
、

ロ
ー
ト
レ
イ
ゼ
や
ソ

レ
イ
ユ
と
い
っ
た
パ
ラ
が
配
合
に
よ
り
誕

生
し
た
。
こ
の
よ
う
に
全
国
的
に
も
有
名

な
大
野
町
の
パ
ラ
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か

そ
う
と
考
え
、
取
り
組
み
を
続
け
て
き
た
。

大野町長

杉山茂

ま
ず
平
成

九
年
に
は
パ

ラ
を
町
の
花

に
指
定
し
、

パ
ラ
作
り
、

住
民
交
流
の

拠
点
と
し
て

パ
ラ
公
園
を

完

成

さ

せ

た
。
百
種
類

二
千
本
の
バ

ラ
が
植
え
ら

れ
、
波
紋
状
の
花
壇
や
つ
る
パ
ラ
の
ト
ン

ネ
ル
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
公
園
で
は
毎
年
五
月
に
パ
ラ
ま
つ
り
が

行
わ
れ
、
期
間
中
に
は
約
二
万
人
が
来
場

す
る
な
ど
、
大
野
町
の
代
表
的
な
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

十

一
年
に
は
花
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
都
市
で
構
成
す
る

「フ
ラ
ワ
ー
都
市
交
流
連
絡
協
議
会
」
に
加

盟
。
同
協
議
会
へ
の
参
加
を
通
じ
て
住
民

が
パ
ラ
に
誇
り
を
持
ち
パ
ラ
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
機
運
が

一一
層
高
ま
っ
た
。

こ
う
し
た
行
政
の
動
き
に
呼
応
し
て
、

住
民
団
体
で
も
パ
ラ
に
関
す
る
活
動
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
パ
ラ

苗
の
生
産
農
家
で
組
織
す
る
花
き
生
産
組

合
は
、
パ
ラ
苗
の
生
産

・
出
荷
や
品
種
改

良
、
パ
ラ
の

P
R
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

ま
た
、
大
野
町
の
パ
ラ

P
R
を
目
的
に
、

農
業
婦
人
ク
ラ
ブ
の
有
志
で
設
立
さ
れ
た

ば
ら
工
房
で
は
、
パ
ラ
苗
の
生
産
に
は
使

わ
れ
な
い
花
を
有
効
に
活
用
し
、
ポ
プ
リ

な
ど
の
作
品
を
作
製
・
販
売
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
子
供
や
イ
ベ
ン
ト
の
来
場
者
を

対
象
に
リ
l
ス
や
ポ
プ
リ
作
り
の
講
習
も

行
っ
て
い
る
。
パ
ラ
の
愛
好
家
で
構
成
す

る
パ
ラ
趣
味
の
会
で
は
、
自
宅
で
の
パ
ラ

栽
培
に
必
要
な
技
術
や
知
識
を
学
ん
で
も

ら
お
う
と
年
に
数
回
の
講
習
会
を
実
施
し

て
い
る
。

前
述
の
パ
ラ
ま
つ
り
は
、
行
政
と
住
民

活
動
団
体
が
お
互
い
に
協
力
し
合

っ
て
開

催
。
運
営
は
行
政
が
行
う
が
、
各
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
に
は
い
く
つ
か
の
住
民
団
体
が

参
加
し
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。

ば
ら
工
房
は
講
習
に
力
を
入
れ
、
子
供
を

対
象
に
リ
l
ス
や
ウ
エ
ル
カ
ム
ボ
l
ド
を

使
っ
て
ポ
プ
リ
作
り
を
教
え
、
十
三
年
の

ま
つ
り
で
は
用
意
し
た
材
料
を
す
べ
て
使

い
切
っ
た
。
パ
ラ
趣
味
の
会
は
パ
ラ
栽
培

の
無
料
相
談
や
新
規
会
員
の
募
集
を
、
花

き
生
産
組
合
は
パ
ラ
苗
の
販
売
を
行
っ

た
。
こ
の
期
間
中
に
は
パ
ラ
公
園
に
植
え

ら
れ
た
パ
ラ
も
見
ご
ろ
と
な
り
、
美
し
い

パ
ラ
を
見
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
楽
し
め
る
。

一フ
ラ

7都
市
総
会

こ
の
五
月
に
は
フ
ラ
ワ
ー
都
市
交
流
協

議
会
の
総
会
が
大
野
町
で
開
催
さ
れ
る
。

こ
の
総
会
を
機
会
に
大
野
町
の
パ
ラ
を
全

国
に
向
け
て

P
R
し
よ
う
と
、
現
在

一
万

本
の
花
で
総
会
の
会
場
を
飾
り
つ
け
る
準

備
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
。
今
回
大
野
町

の
活
動
に
つ
い
て
表
彰
を
い
た
だ
い
た
こ

と
を
励
み
に
、
今
後
も
行
政
と
町
民
が
協

力
し
、
パ
ラ
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
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花
で
こ
こ
ろ
豊
か
な

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

一定
着
し
た
花
の
ま
ち

兵
庫
県
南
部
か
ら
播
但
連
絡
自
動
車
道

線
道
路
へ

。
こ
こ
か
ら

一キロ
あ
ま
り
、
道

路
路
肩
に
途
切
れ
る
こ
と
な
く
季
節
の
花

が
咲
い
て
い
る
。
越
知
川
に
架
か
る
橋
を

渡
る
と
歩
道
に

を
走
り
神
崎
南
で
降
り
る
と
左
手
山
麓
に

十
五
か
二
千
八
百
本
に
及
ぶ
桜
の
青
空
博

物
館
「
桜
華
閏
」
が
広
が
り
神
崎
町
の
幹

地域づくり総務大臣表彰

神崎町長

足立理秋

け
プ
ラ
ン
タ
l
の

つ臥
花
が
五
百

M
ほ

伽
ど
ず
ら
り
。
中

川
央
公
民
館
ま
で

A
Z
 
恥
ま
っ
す
ぐ
伸
び

枯
る
町
道
の
路
肩

暗

に

も

花

、

花

。

ム↓
町
の
い
た
る
と

乃
こ
ろ
で
、
の
ど

軒
か
な
農
村
の
風

景
に
花
や
木
が
彩
り
を
添
え
て
い
る
の
が

神
崎
町
で
あ
る
。

神
崎
町
は
兵
庫
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位

置
し
、
総
面
積
は

一
O
五

・
一
平
方
J
。

町
の
九
割
が
山
林
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

ス
ギ

・
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
。
平
成
元
年
、

全
世
帯
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
「
人
工
林
が
多
く
暗
い
感
じ
が
す
る
」

と
い
っ
た
意
見
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
町

で
は
「
花
い
っ
ぱ
い
の
町
を
つ
く
ろ
う
」

と
い
う
目
標
を
総
合
計
画
に
掲
げ
、
翌
二

年
こ
の
事
業
を
開
始
し
た
。

町
の
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
る
花
は
、
地

域
の
自
治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
多
く
の

方
々
の
手
で

一
株

一
株
、
延
べ
数
万
本
も

の
花
や
木
が
植
え
ら
れ
、
町
の
景
観
は
も

ち
ろ
ん
、
作
業
を
通
じ
て
地
域
へ
の
愛
着

や
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま

れ
た
。
今
や
、
「
神
崎
町
H

花
の
ま
ち
」

の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
る
。

一文
化
活
動
に
も
助
成

町
で
は
こ
う
し
た
地
域
住
民
が
取
り
組

む
緑
化
、
花
木
の
植
栽
に
補
助
金
を
出
す

な
ど
、
「
こ
こ
ろ
豊
か
な
地
域
づ
く
り
活

動
事
業
」
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
平
成
十
年
か
ら
は
文
化
活
動
、
伝
統

芸
能
の
継
承
な
ど
住
民
が
自
主
的
、
主
体

的
に
行
う
活
動
に
も
助
成
し
て
い
る
。
最

近
で
は
有
志
住
民
の
会
が
次
々
と
生
ま

れ
、
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

中
で
も
「
す
て
き
な
音
楽
を
聞
く
会
」
が

年
二
、
三
回
開
催
す
る
コ
ン
サ
ー
ト

ρ

ふ

だ
ん
着
で
聞
く
ク
ラ
シ
ッ
ク
H

は
大
変
好

評
で
、
姫
路
や
神
戸
か
ら
も
来
場
す
る
。

会
場
は
毎
回
、
季
節
の
花
や
野
草
、
竹
な

ど
を
使
っ
て
凝
っ
た
飾
り
つ
け
が
さ
れ

る
。
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
な
ど
の
一

流
奏
者
も
出
演
す
る
。
こ
れ
ら
は
ボ
ラ
ン

地
元
小
学
生
の
学
校
施
設
へ
の
花
の
植
え
つ
け

テ
ィ
ア
の
手
で
運
営
さ
れ
る
。

ま
た
、
昨
年
末
に
は
消
防
団
の

O
B
を

中
心
と
す
る
「
福
本
お
役
に
立
ち
隊
」
が
、

地
元
の
神
社
周
辺
を

一
万
数
千
個
の
電
球

で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
年
越
し
イ
ベ
ン
ト

H

福
本
ル
ミ
ナ
リ
エ
H

を
開
催
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
に
か
か
わ
る
人
た
ち
が

い
つ
も
生
き
生
き
と
動
い
て
い
る
姿
が
と

て
も
印
象
的
だ
。

地
域
を
よ
く
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ

こ
に
住
む
人
び
と
が
主
体
と
な
っ
て
、
自

分
や
周
囲
の
人
た
ち
の
心
に
も
花
を
咲
か

せ
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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行
政
と
住
民
の
協
働
で

ま
ち
"
つ
く
り
を
推
進

「
さ
く
ら
」
。
そ
の
名
の
響
き
を
耳
に
す

る
と
、
心
が
浮
き
立
つ
。
四
月
に
は
、
淡

紅
色
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
山
や
谷
を
覆
い
彩

り
、
「
吉
野
山
」
は
、
花
見
の
人
び
と
で

あ
ふ
れ
、

一
年
中
で

一
番
の
に
ぎ
わ
い
を

も
た
ら
す
。

吉
野
町
は
奈
良
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位

置
、
北
に
奈
良
盆
地
、
南
に
日
本

一
の
降

雨
量
を
誇
る
大
台
ケ
原
を
控
え
る
紀
ノ
川

の
中
流
域
に
あ
る
。
面
積
は
約
百
平
方
キロ

で
そ
の
約
八
割
を
山
林
が
占
め
る
人
口
約

一
万

一
千
人
、
深
い
緑
と
清
流
に
恵
ま
れ

た
自
然
豊
か
な
中
山
間
の
町
で
あ
る
。
後

醍
醐
天
皇
が
南
朝
を
置
い
た
地
、
ま
た

「
日
本

一
の
桜
の
名
所
」
と
し
て
、
さ
ら

に
良
質
の
吉
野
杉
・
吉
野
櫓
の
産
地
と
し

て
全
国
に
知
ら
れ
て
い
る
。

吉野町長

福井良盟

本
町
は
、
豊
か
な
自
然
と
長
い
歴
史
を

持
ち
、
こ
れ
を
基
盤
と
す
る
観
光
と
林
業

を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
。
し
か
し
、
昭

和
五
十
年
代
後
半
ご
ろ
か
ら
、
木
材
産
業

の
低
迷
、
都
市
へ
の
人
口
流
出
な
ど
に
よ

る
過
疎
化
が
進
み
、
地
域
活
力
も
低
下
が

心
配
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
「
魅
力

的
で
活
力
が
あ
り
、
住
み
や
す
い
町
・
吉

野
町
」
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
た
め
に
は
、

住
民
の
新
鮮
な
ア
イ
デ
ア
と
ア
ク
テ
ィ
ブ

な
力
を
結
集
し
た
、
行
政
と
住
民
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
必
要
性
が
生
じ
て
い
た
。

一「
ま
ち
つ
く
り
会
議
」
の
発
足

平
成
九
年
、
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
の
第

一
歩
と
し
て
、
町
民

約
百
人
を
公
募
し
、
「
吉
野
憂
茶
羅
ま
ち

づ
く
り
会
議
」
を
発
足
さ
せ
た
。
会
員
は

青
年
団
や
商
工
会
、
各
種
ま
ち
づ
く
り
の

会
に
も
参
加
し
て
い
る
人
が
多
い
。
同
会

議
は
、
住
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の

夢
を
語
り
合
い
、
町
の
将
来
に
向
け
て
具

出提書吾一口提俗供第鍵揖A一品ノ色、づちtAV 
羅茶憂野士ロ

体
的
な
提
案
を
行
、
つ
場
で
あ
り
、
地
域
や

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
知
識
や
経
験
を
学

び
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
的
な
人
材

を
育
て
る
場
で
も
あ
る
。
行
政
に
と
っ
て

も
住
民
と
協
働
し
て
進
め
る
ま
ち
づ
く
り

の
学
習
の
場
と
し
て
、
ま
た
そ
の
た
め
に

必
要
な
制
度
な
ど
の
整
備
を
検
討
す
る
機

会
と
し
て
も
大
変
意
義
深
い
。

同
会
議
は
現
在
第
三
期
目
、
こ
ん
な
町

に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
い
う
吉
野
の
将
来

像
に
つ
い
て
、
「
歴
史
を
学
び
観
光
に
活

か
す
」
「
お
い
し
い
吉
野
発
見
(
健
康

・

食
生
活
・
手
作
り
料
理
)
」
「
吉
野
の
産
業

に
つ
い
て
(
サ
イ
ク
ル
性
の
あ
る
産
業
構

造
を
考
え
る
)
」
「
自
然
環
境
問
題
」
「
台

所
か
ら
ゴ
ミ
を
考
え
る
」
「
地
域
か
ら
始

ま
る
福
祉
」
「
活
き
活
き
人
材
再
発
見
」

と
い
う
七
つ
の
テ
l
マ
に
分
か
れ
、
毎
月

一
回
の
分
科
会
で
熱
い
議
論
が
繰
り
広
げ

ら
れ
て
い
る
。

会
員
全
員
に
よ
る
全
体
会
議
、
全
体
会

• 

視
察
研
修
を
年

一
回
開
催
し
て
い
る
。
会

員
有
志
が
広
報
部
を
結
成
し
、
町
の
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
を
使

っ
た
ま
ち
づ
く
り
団
体

の
活
動
紹
介
も
行
っ
て
い
る
。

会
員
の
二
年
間
の
活
動
の
成
果
は
、
提

言
(
書
)
に
ま
と
め
ら
れ
、
町
に
提
出
さ
れ

る
。
町
で
は
こ
の
提
言
の
内
容
を
も
と
に
、

行
政
施
策
へ
の
反
映
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

町
職
員
は
、
各
分
科
会
に
推
進
チ
l
ム

と
し
て
参
加
し
、
会
議
の
運
営
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
か
た
わ
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
学
習
と
住
民
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
に
努
め
、
行
政
と
住
民
の
協
働
体
制
の

構
築
に
努
め
て
い
る
。

本
会
議
は
住
民
の
創
意
工
夫
・
行
動
の

自
由
性
を
損
な
わ
な
い
た
め
、
見
る
・
考

え
る
・
計
画
す
る
ま
で
の
過
程
を
行
う
場

と
し
て
、
町
が
支
援
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

実
際
の
行
動
は
、
行
政
が
か
か
わ
る
こ
と

な
く
、
別
の
住
民
だ
け
の
ま
ち
づ
く
り
団

体
を
設
立
し
て
、
行
動
を
行
う
。

本
町
で
は
今
、
既
存
の
ま
ち
づ
く
り
団

体
と
行
政
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
築
か
れ
る

と
と
も
に
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
団
体
が

次
々
と
発
足
し
、
行
動
を
始
め
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
本
会
議
を
ス
テ
ッ
プ
に
し

て
、
ま
ち
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
的
な
人
材

が
育
ち
、
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
が
ま
す
ま
す
進
む
こ
と
を
期
待
し
て

や
ま
な
い
。
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道
路
と
川
を
き
れ
い
に

す
る
運
動
を
展
開

大
朝
町
は
、
広
島
県
の
北
西
部
に
位
置

し
、
自
然
豊
か
な
中
国
山
地
の
懐
に
抱
か

れ
、
中
国
太
郎
の
名
で
親
し
ま
れ
る
江
の

川
の
源
流
に
あ
る
農
業
を
中
心
と
し
た
人

口
約
三
千
六
百
人
の
小
さ
な
町
で
あ
る
。

全
国
的
な
知
名
度
は
高
く
な
い
が
、
平
成

九
年

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
で
、
毛
利
元
就

の
妻
「
美
伊
」
生
誕
の
地
と
し
て
紹
介
さ

れ
た
。

一住
民
総
出
で
環
境
保
全
に
貢
献

住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
先
駆

け
は
、
古
く
は
昭
和
三
十
年
代
の
前
半
か

あ

い

ろ

ら
続
け
ら
れ
て
い
る
「
愛
路
月
間
」
と
名

づ
け
ら
れ
た
道
路
や
川
を
き
れ
い
に
す
る

運
動
だ
。
町
と
の
活
動
計
画
に
基
づ
き
、

町
内
四
十
五
行
政
区
で
毎
年
七
月
か
ら
八

地域づくり総務大臣表彰

大朝町長

梅田雅文

月
に
か
け
て
自
主
的
に
作
業
活
動
を
し
て

い
る
。
そ
の
内
容
は
、
地
域
の
道
路
お
よ

び
河
川
の
草
刈
り

・
清
掃
作
業
な
ど
、
住

民
総
出
で
環
境
保
全
に
貢
献
し
て
い
る
。

近
年
、
過
疎
化
に
伴
う
少
子
高
齢
化
な

ど
で
、
多
く
の
悩
み
や
問
題
が
生
じ
て
き

た
。
こ
れ
ら
の
問
題
も
長
年
地
域
に
根
付

い
た
地
道
な
活
動
の
効
果
に
よ
り
、
地
域

に
暮
ら
す
自
分
た
ち
が
解
決
し
よ
う
と
い

う
機
運
が
高
ま
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
住
民
組
織
な
ど
が
次
々
と
結
成
さ

れ
、
特
色
の
あ
る
独
自
の
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。

一
方
、
平
成
十
二
年
三
月
に

「
河
川
美

化
条
例
」
を
制
定
し
た
の
を
は
じ
め
、
翌

十
三
年
六
月
に
は
「
ま
ち
づ
く
り
支
援
事

業
補
助
金
」
、
「
特
産
品
研
究
開
発
事
業
補

助
金
」
制
度
を
創
設
す
る
な
ど
、
町
行
政

と
し
て
も
そ
の
支
援
体
制
づ
く
り
に
力
を

注
い
で
い
る
。

代
表
的
な
ま
ち
づ
く
り
団
体
の
活
動
を

紹
介
す
る
と
、
天
然
記
念
物
の
「
大
あ
べ
ま

き
」
の
名
に
ち
な
ん
だ
「
大
塚
あ
べ
ま
き
会
」

は
、
町
内
で
最
大
の
会
員
数
を
誇
り
、
数

多
く
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
と
く
に
、
過

疎
化
に
歯
止
め
を
掛
け
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
「
元
気
に
な
る
講
演
会
」
や
地
元
考
案

の
N
E
Wス
ポ
ー
ツ
「
ラ
イ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
(
田

ん
ぼ
の
中
の
)
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」

な
ど
に
、
町
内
外
か
ら
数
多
く
の
人
が
参

加
し
て
い
る
。
ま
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
と

し
て
転
作
田
に
作
付
け
し
た
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
を

あ
さ
」
を
メ

1
ン
テ

l
マ
に
、
空
き
農
地
を

利
用
し
て
「
資
源
循
環
型
リ
サ
イ
ク
ル
の
ま

ち
づ
く
り
(
菜
の
花
の
作
付
け
↓
菜
種
油
の

採
取
↓
学
校
給
食
へ
の
利
用
↓
廃
食
油
の

回
収
↓
リ
サ
イ
ク
ル
燃
料
精
製
プ
ラ
ン
ト

↓
廃
食
油
リ
サ
イ
ク
ル
燃
料
の
精
製
↓
デ
ィ

ー
ゼ
ル
車
へ
の
使
用
こ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

小
さ
な
町
で
の
地
道
な
ま
ち
づ
く
り
活

動
が
、
総
務
大
臣
表
彰
と
い
う
大
き
な
評

:lftl ./父

そー慶一盛よ
ま 寅 量旦
ち 3由 品モ
? (/) と史
A EJ Lイ
で、 サ ヱT
モ イ 枠 Z
4ク 貢え
三 Jレ つ」

てを

事露三塁
L iヒ 」

極目人て
的持「、
に tLf十
展 ---， 百一二
開菜 ・ 年
しの ?f九
て花予?月
し、 コニ ?町言!l'
モ手己さ宣
「ロがさ
蘇ジ循れ

れ F環た
ト当 N
」社 p
を会 O
積を法
お
お

廃食油リサイクル燃料で走るスクールパス。
てんぷらのような匂いか.する排気ガスは、黒煙も少ない

価
を
い
た
だ
き
、
誠
に
光
栄
に
思
う
と
同

時
に
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
努
力
な
し
で

は
成
し
得
な
か
っ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
将
来
、
町
民
の

み
な
さ
ん
に
は
「
住
み
続
け
た
い
町
」
、

町
外
の
方
か
ら
は
「
住
ん
で
み
た
い
町
」

と
思
わ
れ
る
「
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
、
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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I市[軒
シ民l17
ツと
フ符
を故
里の
'百J芯
しl
て卜
ナ

一コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画
の
策
定

高
知
市
は
、
平
成
三
年
か
ら
、
地
域
住

民
な
ら
で
は
の
知
恵
や
力
を
ま
ち
づ
く
り

に
活
か
そ
う
と
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画
」

の
策
定
・
推
進
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画
が
市
総
合

計
画
を
相
互
補
完
す
る
も
の
と
位
置
づ
け

た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。
二
十
三
の
行

政
区
で
は
な
く
、
お
お
む
ね
小
学
校
を
単

位
と
す
る
三
十
五
地
区
を
基
本
に
、
市
民

と
行
政
の
協
働
作
業
で
策
定
し
た
地
域
の

視
点
で
の
「
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
と
い
え

る
も
の
だ
。

取
り
組
み
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
計
画
策
定
の
前
段
の
作
業
と
し

て
、
行
政
側
か
ら
と
ら
え
た
地
域
ご
と
の

高知市長

松尾徹人

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
や
、
現
況
・
課
題
・

整
備
方
針
・
事
業
計
画
な
ど
を
明
ら
か
に

し
た
地
区
整
備
計
画
を
策
定
し
、
計
画
策

定
時
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
し
た
。

各
地
区
の
計
画
策
定
市
民
会
議
は
六
年

か
ら
順
次
結
成
さ
れ
、
そ
の
参
加
呼
び
掛

け
は
、
町
内
会
連
合
会
の
協
力
で
募
集
チ

ラ
シ
を
全
戸
配
布
し
た
ほ
か
、
広
報
紙
や

マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
公
募
を
実
施
し
、
応
募

し
た
市
民
全
員
に
参
加
し
て
い
た
だ
い

た
。
そ
の
数
は
二
十
五
地
区
で
千
人
を
超

え
る
企
業
、
学
校
、
青
年
会
議
所
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
世
代
や
立
場
の
人
が
、

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
計
画
の
策
定
に
参
加
し
て
い
る
。

市
職
員
の
協
力
も
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
係
長
以
下
の
全
職
員
に
公
募
を
行

い
、
百
六
人
の
職
員
が
「
ま
ち
づ
く
り
パ

ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て
計
画
策
定
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
加
わ

っ
た
。

こ
う
し
て
各
地
区
で

一
年
か
ら
二
年
を

か
け
て
策
定
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画

案
は
、
住
民
か
ら
市
長
に
提
出
さ
れ
た
。

計
画
案
策
定
作
業
を
通
し
て
、
市
民
と
ま

ち
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
参
加
し
た

職
員
が
、
お
互
い
の
役
割
を
踏
ま
え
た

「
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」

が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
再
認
識
し
、
大

き
な
成
果
で
あ
っ
た
と
思
う
。

一推
進
市
民
会
議
の
結
成

そ
の
後
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画
が
で
き

た
地
区
の
中
で
、
自
分
た
ち
の
つ
く
っ
た

計
画
を
自
分
た
ち
で
実
現
し
て
い
こ
う
と

い
う
機
運
が
生
ま
れ
、
策
定
市
民
会
議
を

母
体
と
し
た
推
進
市
民
会
議
が
結
成
さ
れ

た
。
自
然
体
験
ひ
ろ
ば
づ
く
り
や
花
い
っ

ぱ
い
運
動
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ

く
り
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
、
現
在
十
九

の
地
区
に
推
進
市
民
会
議
が
つ
く
ら
れ
、

活
動
し
て
い
る
。

高
知
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の

職
員
が
こ
れ
ら
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支

援
し
て
い
る
が
、
昨
年
度
か
ら
「
市
民
と

行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く

り
条
例
(
仮
称
)
」
の
策
定
に
取
り
か
か
り
、

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
シ
ス
テ

地区防災の取り組み (大津地区)

ム
づ
く
り
や
自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動

に
対
す
る
支
援
策
を
検
討
し
て
い
る
。

現
在
、
市
民
参
加
の
委
員
会
で
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
手
法
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、

条
例
案
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
が
、
市
民

参
加
か
ら
市
民
と
の
協
働
へ
の
仕
組
み
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ヲ心
。

ハイキンクコースづくり (;朝江地区)
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@
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

福
岡
県
福
間
町

四
次
総
合
計
画
策
定
に

町
民
も
参
画

「
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
を
自
分
た
ち
の

手
で
も
っ
と
住
み
よ
い
ま
ち
に
し
て
い
こ

う
」
。
公
募
住
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
会

議
メ
ン
バ
ー
か
ら
聞
か
れ
る
共
通
の
力
強

い
言
葉
で
あ
る
。

福
間
町
は
、
福
岡
市
の
北
東
約
二
十
キロ

に
位
置
し
、
山
あ
り
川
あ
り
海
あ
り
の
豊

か
な
自
然
環
境
に
加
え
、
交
通
の
便
も
よ

い
こ
と
か
ら
、
昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら

人
口
が
急
増
し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ

も
ほ
ぼ

一
段
落
し
、
最
近
で
は
、
ハ
ー
ド

整
備
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
よ
り
も
ソ
フ
ト

面
を
重
視
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
望
む
声
が

強
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
環
境
、
福
祉
、

教
育
、
子
育
て
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、

自
ら
ま
ち
づ
く
り
に

一
役
買
お
う
と
す
る

住
民
が
増
え
て
き
て
い
る
。

地域づくり総務大臣表彰

福間町長

池浦順文

一住
民
の
提
雷
、
千
件
超
す

こ
の
よ
う
な
住
民
意
識
は
、
平
成
十
、

十

一
年
度
の
総
合
計
画
策
定
作
業
の
中
で

鮮
明
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
住

民
の
声
を
計
画
に
活
か
そ
う
と
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
っ
た
が
、
地
域
別
町
政

懇
談
会
、
ま
ち
づ
く
り
講
座
・
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
、
ま
ち
づ
く
り
子
ど
も
会
議
・
ま

ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
通
じ

て
、
実
に
延
べ
千
百
四
十
七
人
の
住
民
か

ら
約
二
千
件
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
具
体
的

な
提
案
や
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

そ
し
て
、
そ
の
集
大
成
と
し
て
「
め
ざ

め
る
町
。
福
問
。

1
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
か
ら

リ
ビ
ン
グ
タ
ウ
ン
へ

1
」
と
い
う
住
民
、

事
業
者
、
行
政
の
共
通
の
目
標
像
を
持
つ

「
第
四
次
福
間
町
総
合
計
画
」
を
策
定
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

一塁
つ
く
り
会
議

こ
の
よ
う
に
多
く
の
住
民
の
参
画
に
よ

っ
て
で
き
た
総
合
計
画
は
、
そ
の
実
行
段

階
で
も
住
民
の
自
主
的
な
活
動
が
目
立
っ

て
き
て
い
る
。

ス
タ
ー
ト
年
で
あ
る
十
二
年
度
に
は
、

公
募
住
民
三
十
五
人
に
よ
る
「
ま
ち
づ
く

り
会
議
」
が
発
足
し
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
を
テ
l
マ
に
七
回
会
合
を
聞
き
、

学
習
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

ま
ち
の
点

検
、
提
案
発
表
会
な
ど
精
力
的
に
活
動
を

展
開
し
た
。

行
っ
て
お
り
、
十
六
年
度
を
目
標
に
「
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
「
緑
の
基
本

計
画
」
を
策
定
す
る
方
針
。

ま
た
、
こ
の
ま
ち
づ
く
り
会
議
の
ほ
か

に
も
、
自
主
的
な
住
民
の
ま
ち
づ
く
り
学

習
ク
ラ
ブ
や
地
域
に
お
け
る
福
祉
活
動
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
点
訳
・
音
訳
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
公
共
エ
リ
ア
環

境
づ
く
り
事
業
(
ア
ダ
ブ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
)

こ
う
し
て
完
成
し
た

「
福
間
町

ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
計
画
」
は
、

「
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
l

法
に
基
づ
く
市
町
村
基

本
構
想
」
の
全
国
第

一

号
と
し
て
認
め
て
い
た

だ
き
、
計
画
策
定
に
か

か
わ
っ
た
住
民
に
満
足

感
を
味
わ
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
た
。
そ
し

て
、
住
民
手
づ
く
り
の

計
画
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
た
ち
が
率
先
し

て
実
行
し
よ
う
と
す
る
、
よ
り
積
極
的
な

ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
姿
勢
が
顕
著
に
な

っ
て
き
た
。

「
ま
ち
づ
く
り
会
議
」
は
、
そ
の
後
メ
ン

バ
ー
同
士
に
よ
る
紹
介
や
勧
誘
に
よ
っ
て

六
十
七
人
に
増
え
た
。
現
在
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
に
向

け
た
「
ま
ち
づ
く
り
構
想
図
」
づ
く
り
を

実
施
グ
ル

ー
プ
な
ど
の
積
極
的
、
継
続
的

な
活
動
で
、
町
全
体
に
住
民
参
画
の
輪
が

広
が
っ
て
き
て
い
る
。
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今
回
の
表
彰
は
、
こ
う
し
た
住
民
の
自

主
的
で
活
発
な
活
動
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
住
民
と
と
も
に
こ
れ
を
喜
び
た

い
。
ま
た
、
こ
れ
を
機
に
今
後
ま
す
ま
す

「
住
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
輪
を
広

げ
て
い
き
た
い
。



花
い
っ
ぱ
い
運
動
と

ま
ち
"
つ
く
り
業
を
展
開

蒲
江
町
は
、
大
分
県
の
最
南
端
に
あ
り
、

東
は
豊
後
水
道
、
日
向
灘
を
望
み
、
面
積

は
九

一
・
八
平
方
キロ

で
平
坦
部
が
少
な

く
、
海
岸
線
は
典
型
的
な
リ
ア
ス
式
。

人
口
は
、
約
九
千
二
百
人
で
、
産
業
は

農
林
水
産
業
が
中
心
。
中
で
も
恵
ま
れ
た

自
然
環
境
を
活
か
し
た
魚
類
養
殖
な
ど
の

水
産
業
が
盛
ん
で
あ
る
。
近
年
は
観
光
産

業
も
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

一心
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
町

蒲
江
町
は
、
重
点
施
策
の

一
つ
と
し
て

平
成
七
年
度
か
ら
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
花
に
よ

る
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
、
環
境
づ
く
り
に

加
え
、
花
づ
く
り
を
通
し
て
、
ふ
る
さ
と

の
大
切
さ
や
自
然
へ
の
思
い
や
り
な
ど
の

蒲江町長

尾形長一

心
の
豊
か
さ
が
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
な
が
ら
、
地
域
づ
く
り
の
原
点
で

あ
る
「
人
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
る
。

現
在
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
は
三
十
四

団
体
約
千
六
百
人
が
参
加
、
町
内
の
道
路

沿
線
、
公
固
な
ど
に
四
季
折
々
の
花
を
植

え
て
い
る
。
小
中
学
校
も
全
校
が
課
外
活

動
で
花
の
植
栽
か
ら
沿
道
の
植
え
込
み
を

行
っ
て
い
る
。
海
辺
に
は
、
ハ
マ
ユ
ウ
、

ハ
マ
ナ
デ
シ
コ
、
グ
ン
パ
イ
ヒ
ル
ガ
オ
な

ど
海
の
町
に
ふ
さ
わ
し
い
砂
浜
で
も
育
つ

植
物
の
保
護
増
殖
活
動
も
行

っ
て
い
る
。

花
い

っ
ぱ
い
運
動
は
当
初
、
行
政
主
導

で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
今
で
は
苗
を
採
取

し
て
、
育
苗
を
手
が
け
る
団
体
も
増
え
、

他
団
体
と
の
交
流
も
進
め
る
な
ど
、
花
づ

く
り
の
輪
が
広
が

っ
て
い
る
。

ま
た
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
啓
発
、
奨

励
な
ど
の
た
め
、
「
蒲
江
町
花
い

っ
ぱ
い

運
動
推
進
連
絡
協
議
会
」
と
連
携
し
な
が

ら
①
出
生
、
結
婚
を
祝
し
記
念
樹
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
②
成
人
者
に
観
葉
植
物
の
贈
呈
③

ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
で
の
花
苗
の
無
料

配
布
④
花
壇
の
設
置
⑤
先
進
地
事
例
視
察

研
修
ー
と
い
っ
た
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動
連
絡
推
進
協
議
会

は
、
花
づ
く
り
団
体
の
代
表
者
で
構
成
し
、

役
員
を
置
か
ず
に
平
等
な
立
場
で
活
動
し

て
い
る
。

一ど
げ
え
か
せ
ん
会
の
活
動

一
方
、
平
成
六
年
度
か
ら
、
地
域
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
蒲
江

町
「
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
を
実
施
し
て
い

る
。
こ
の
事
業
で
は
小
学
校
区
を
単
位
と

し
た
十
二
地
区
に
、
そ
れ
ぞ
れ
区
長
を
中

心
と
し
た
地
域
づ
く
り
委
員
会
を
設
立

し
、
そ
の
委
員
会
を
対
象
に
助
成
、
支
援

を
行

っ
て
い
る
。
助
成
対
象
は
、
と
く
に

制
限
を
設
け
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特

性
を
活
か
し
た
各
種
事
業
が
展
開
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
、
こ
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
は
、
地

域
づ
く
り
や
そ
の
地
域
の
活
性
化
・
自

立
・
振
興
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
。

と
く
に
、
町
内
丸
市
尾
地
区
の
住
民
団

体
「
ど
げ
え
か
せ
ん
会
」
は
七
年
度
か
ら

「
マ
リ
ン
シ
ア
タ
ー
泊
ま
る
い
ち
び
」
を

実
施
し
て
い
る
。

蒲
江
町
は
も
と
よ
り
、
近
隣
市
町
村
に

映
画
館
が
な
い
た
め
、
毎
年
夏
、
丸
市
尾

地
区
の
ふ
る
さ
と
海
岸
に
ス
ク
リ
ー
ン
を

設
け
て
の
、
上
映
が
メ

l
ン
イ
ベ
ン
ト
。

今
や
旧
盆
期
間
、
地
域
の

一
大
イ
ベ
ン
ト

と
な
っ
て
い
る
。
同
会
の
発
足
は
七
年
で
、

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
地
域
住
民
が

一
体

と
な
っ
て
運
営
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

に
も
貢
献
し
て
い
る
。

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
も
「
ま
ち
づ
く
り

事
業
」
も
基
本
的
に
は
「
地
域
づ
く
り
・

-
E
る
い
ち
び

r
j
J
/
シ
ア
タ
ー

n
t

:
ー
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人
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
お
り
、
こ
う
し

た
事
業
を
今
後
も
継
続
・
継
承
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
現
在
、
と
か
く
薄

れ
が
ち
な
親
と
子
、
人
と
人
と
の
触
れ
合

い
な
ど
人
間
の
原
点
を
取
り
戻
す
運
動
と

し
て
、
必
ず
そ
の
成
果
が
得
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。



@
民
参
加
の
ま
ち
"つ
く
り

宮
崎
県
延
岡
市

自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
創
ろ
う

宮
崎
県
北
部
に
位
置
す
る
人
口
約
十
二

万
五
千
人
の
延
岡
市
は
、
古
く
は
譜
代
大

名
内
藤
家
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
、
近
代

に
な
っ
て
か
ら
は
東
九
州
で
も
有
数
の
工

業
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
ま
た
、

「
水
の
郷
百
選
」
に
も
選
定
さ
れ
て
い
る
。

一地
域
資
源
を
活
用

本
市
は
、
都
市
像
と
し
て
、
「
共
に
輝

き
創
る
交
流
拠
点
都
市
|
の
べ
お
か
|
」

を
掲
げ
、
市
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
積
極

的
な
参
加
や
、
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
代
表
的
な
も
の
が
、
内
藤
家
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
天
下

一
の
称
号
を
持
つ
能
面

を
使
っ
て
舞
う
「
の
べ
お
か
天
下

一
薪

能」
。
若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
千
人
以
上

地域づくり総務大臣表彰

延岡市長

棲井哲雄

の
市
民
が
「
延
岡
城
祉
薪
能
実
行
委
員
会
」

を
組
織
、
会
場
設
営
か
ら
運
営
ま
で
の

一

切
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
い
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
交

流
を
通
じ
た
ア
ス
リ
ー
ト
タ
ウ
ン
づ
く
り

推
進
の
た
め
、
陸
上
長
距
離
記
録
会
「
ゴ

ー
ル
デ
ン
ゲ
l
ム
ズ
・
イ
ン
・
の
べ
お

か
」
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
は
旭
化
成

陸
上
競
技
部
を
は
じ
め
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や

行
政
が
実
行
委
員
会
を
つ
く
っ
て
企
画
・

運
営
に
あ
た
り
大
会
当
日
は
、

「
延
岡
ア

ス
リ
ー
ト
タ
ウ
ン
サ
ボ
l
タ
l
ズ
」
な
ど

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
会
場
や
駐
車
場

な
ど
の
整
備
を
行
い
大
会
を
側
面
か
ら
支

援
し
て
い
る
。
手
づ
く
り
の
記
録
会
が
市

民
の
力
に
よ
り
、
国
内
最
大
級
の
ト
ラ
ッ

ク
レ

l
ス
へ
と
成
長
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

市
民
の
自
主
運
営
で
昭
和
六
十

一
年
か
ら

開
催
し
て
い
る
演
奏
会
「
の
べ
お
か
第
九
」

は
、
師
走
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
市
民

に
す
っ
か
り
定
着
し
、
平
成
十
二
年
に
は
、

二
百
五
十
人
が
米
国
メ
ド
フ
ォ
ー
ド
市
で

姉
妹
都
市
提
携
二
十
周
年
記
念
公
演
も
行

っ
た
。

ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
、
市
民
が
主
体
と
な

っ
て
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
企
画
か

ら
運
営
ま
で
を
行
い
市
も
こ
れ
ら
の
イ
ベ

ン
ト
を
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
、

年
々
内
容
も
充
実
し
て
き
て
い
る
。

一大
学
を
活
か
し
た
取
り
組
み

ま
た
、
平
成
十

一
年
四
月
に
開
学
し
た

「
九
州
保
健
福

祉
大
学
」
の
教

授

陣

を

講

師

に
、
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
専

門
性
の
高
い
講

座
「
の
べ
お
か

市
民
大
学
院
」

を
開
設
し
た
。

こ
う
し
た
中
、

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て

、.
、，
。

iv
・4q

世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
市

民
や
ま
ち
づ
く
り
団
体
、

N
P
O
な
ど
団

体
や
個
人
が
自
ら
主
体
と
な
っ
て
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
そ
の
原
点
は
市
民
の
情
熱
と
「
ふ
る

さ
と
延
岡
」
へ
の
強
い
愛
着
と
誇
り
で
あ

る
。
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で

二
十

昨
年
、
本
市
で

は
初
め
て
、
日

本
地
域
福
祉
学
会
な
ど
五
つ
の
全
国
規
模

の
学
会
が
聞
か
れ
た
。
開
催
に
当
た
っ
て

は
、
民
間
団
体
「
大
学
お
う
え
ん
協
議
会
」

が
歓
迎
看
板
や
駅
前
案
内
所
を
設
置
し

た
。
同
時
に
本
市
の
伝
統
「
お
せ
っ
た
い

の
心
」
で
参
加
者
を
も
て
な
し
好
評
だ
っ

た
。
ま
た
、
学
生
が
モ
ニ
タ
ー
と
な
り
、

商
庖
街
づ
く
り
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
ア

イ
デ
ア
を
提
案
す
る
な
ど
、
大
学
を
活
か

創
る
」
と
い
う
熱
い
心
で
「

一
度
は
訪
ね

て
み
た
い
、
住
ん
で
み
た
い
」
と
言
わ
れ

る
延
岡
を
市
民
と
行
政
が
と
も
に
考
え
、

と
も
に
汗
を
流
し
な
が
ら
、

一
体
と
な
っ

て
築
い
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で

あ
る
。
今
後
と
も
、
こ
う
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、
延
岡
の
特
色
を
全
国
に
情
報

発
信
し
な
が
ら
、
「
全
国
に
誇
れ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
き
お
い
。

(上)コ ルデンゲームズ ・インのべおか
(下)大学おうえん協議会の活動
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mv力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
〈人
つ
く
り
部
門
〉

芸
術
学
校
で
児
童
・

生
徒
の
健
全
育
成
図
る

太
田
市
は
、
関
東
平
野
の
北
西
、
群
馬

県
の
南
東
部
に
位
置
し
、
東
日
本
最
大
と

い
わ
れ
る
天
神
山
古
墳
を
有
し
、
建
武
の

中
興
の
立
て
役
者
と
し
て
著
名
な
新
田
義

貞
公
ゆ
か
り
の
土
地
で
あ
る
。
人
口
は
、

十
五
万
人
で
増
加
傾
向
に
あ
り
、
中
核
都

市
と
し
て
成
長
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
の

基
幹
を
支
え
る
の
は
自
動
車
産
業
で
あ

り
、
近
年
で
は
流
通
団
地
な
ど
の
整
備
も

進
み
、
北
関
東
有
数
の
工
業
お
よ
び
流
通

の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

そ
う
し
た
産
業
基
盤
を
確
立
さ
せ
る

一

方
で
、
都
市
像
と
し
て
「
品
格
の
あ
る
生

活
文
化
都
市
」
を
総
合
計
画
に
掲
げ
、
芸

術
文
化
活
動
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
そ
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

の
が
「
お
お
た
芸
術
学
校
」
で
あ
る
。

太田市長

清水聖義

一在
籍
者
は
2
7
0人

太
田
市
が
平
成
八
年
に
設
立
し
た
お
お

た
芸
術
学
校
は
、
小
中
学
生
を
対
象
に
本

科
(
基
礎
コ

l
ス
)
と
し
て
、
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
、
合
唱
、
演
劇
の
三
科
が
あ
る
。
そ

の
本
科
と
は
別
に
高
校
生
ま
で
対
象
を
広

げ
、
本
格
的
な
芸
術
活
動
を
目
指
す
学
校

付
属
団
体
と
し
て
、
付
属
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、

付
属
合
唱
団
、
付
属
劇
団
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
三
科、

三
付
属
団
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ

指
導
面
な
ど
で
連
携
し
、
技
量
に
応
じ
た

選
択
肢
と
し
て
用
意
さ
れ
て
い
る
。

本
科
は
市
内
在
住
者
で
あ
れ
ば
だ
れ
で

も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
付
属
団
体

は
市
内
外
の
在
住
を
問
わ
ず
オ
ー
デ
ィ
シ

ョ
ン
に
よ
っ
て
選
考
し
て
い
る
。

本
科
の
授
業
料
は
無
料
で
、
バ
イ
オ
リ

ン
な
ど
の
弦
楽
器
や
管
楽
器
、
打
楽
器
な

ど
も
無
償
で
貸
与
さ
れ
る
。
指
導
は
各
分

野
の
専
門
家
が
あ
た
り
、
子
供
た
ち
が
意

欲
を
持
っ
て
学
べ
る
授
業
が
展
開
さ
れ
て

い
る
。
現
在
、
本
科
に
は
百
六
十
八
人
、

付
属
は
百
三
人
の
児
童

・
生
徒
が
在
籍
し

て
い
る
。

ま
た
、
市
教
育
委
員
会
か
ら
の
委
託
事

業
と
し
て
、
市
内
小
中
学
校
す
べ
て
に
、

プ
ロ
の
演
奏
家
に
よ
る
生
の
音
楽
を
出
前

す
る
「
ふ
れ
あ
い
音
楽
鑑
賞
会
」
を
企
画

実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
県
と
市
の
負
担
金

で
「
ぐ
ん
ま
ア
マ
チ
ュ
ア
オ

l
ケ
ス
ト

-
フ
・
サ
マ

l
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
十
二
年

度
ま
で
に
五
年
間
実
施
し
て
い
る
。
な
お
、

当
施
設
を
利
用
し
た
支
援
事
業
と
し
て
、

市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
市
内
中
学
校
の
合

同
吹
奏
楽
部
の
育
成
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一保
護
者
柔
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動

こ
う
し
た

一
連
の
事
業
の
結
果
、
児

童
・
生
徒
へ
の
芸
術
文
化
活
動
を
通
し
た

健
全
育
成
は
着
実

に
図
ら
れ
、
子
供

た
ち
の
心
の
成
長

と
各
分
野
の
技
量

向
上
は
目
覚
ま
し

い
も
の
が
あ
る
。

ま
た
、
各
設
置

教
科
・
団
体
の
枠

を
越
え
た
交
流
も

自
然
に
発
生
し
、

技
術
の
高
い
生

徒
・
団
員
が
、
自

主
的
に
指
導
補
助

に
加
わ
る
な
ど
理
想
的
な
人
間
関
係
の
循

環
も
生
ま
れ
て
い
る
。
子
供
た
ち
の
活
動

に
促
さ
れ
、
保
護
者
も
自
主
的
に
保
護
者

会
を
立
ち
上
げ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
し
て
芸
術
学
校
の
運
営
を
支
え
る
動
き

も
活
発
化
し
て
き
で
い
る
。

今
後
の
拡
充
計
画
と
し
て
、

一
般
を
対

象
と
し
た
弦
楽
器
製
作
科
・
吹
奏
楽
団
の

設
立
、
さ
ら
に
将
来
的
に
は
子
供
か
ら
大

人
ま
で
の
総
合
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
設

立
を
目
指
し
、
学
科
の
新
設
な
ど
を
積
極

的
に
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

芸
術
学
校
の
成
功
と
将
来
性
を
見
込
み
、

十
二
年
度
に
「
ス
ポ
ー
ツ
学
校
」
、
十
三

年
度
に
は
「
I
T
学
校
」
を
そ
れ
ぞ
れ
設

立
し
、
多
方
面
か
ら
市
民
の
活
動
を
支
援

し
て
い
る
。
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
フ
制
度
導
入

井
手
町
は
京
都
府
の
南
部
に
位
置
し
、

京
都
市
か
ら
約

一
時
間
、
け
い
は
ん
な
学

研
都
市
ま
で
約
十
五
分
の
地
に
あ
る
。
豊

か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
春
に
は
玉
川

堤
の
桜
、
初
夏
に
は
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
も
飛

び
交
う
ほ
か
京
都
と
奈
良
を
結
ぶ
山
背
古

道
な
ど
歴
史
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
る
魅
力

あ
ふ
れ
る
町
だ
。

一立
命
館
大
生
の
提
言

井
手
町
で
は
、
人
口
が
過
去
二
十
年
間

九
千
数
百
人
前
後
で
横
ば
い
だ
っ
た
が
、

現
在
は
九
千
人
を
割
り
込
み
、
町
は
活
性

化
の
手
立
て
を
模
索
し
て
い
た
。
一

方、

立
命
館
大
学
政
策
科
学
部
で
は
地
方
自
治

体
を
研
究
テ

l
マ
に
持
つ
学
生
が
多
い
。

こ
う
し
た
こ
と
を
背
景
に
町
は
立
命
館

地域づくり総務大臣表彰

井手町長

汐見明男

職
員
に
よ
る
政
策
提
案
が
活
発
・
ス
ム
ー

ズ
に
な
さ
れ
る
「
場
」
を
目
指
す
。
町
職

員
に
業
務
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
問
題

・
課
題
を
抽
出
し
、

職
員
同
士
の
情
報
共
有
と
町
内
外
へ
の
情

報
の
公
開
な
ど
を
検
討
し
な
が
ら
政
策
提

案
シ
ス
テ
ム
を
設
計
し
て
い
く
。
②
は
町

大
学
と
提
携
し
、
平
成
九
年
度
か
ら
大
学
が
十
年
お
き
に
策
定
す
る
「
総
合
計
画
」

生
が
地
域
に
入
り
込
ん
で
将
来
の
ま
ち
づ
に
つ
い
て
評
価
を
行
う
も
の
で
、
計
画
の

く
り
構
想
や
行
政
組
織
の
活
性
化
な
ど
に
過
程
を
評
価

・
調
査
し
、
分
析
に
基
づ
い

取
り
組
む
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
イ
ン
タ
ー
ン
て
次
期
計
画
(
十
三
年
三
月
策
定
)
に
有

シ
ッ
プ
制
度
」
を
導
入
し
、
政
策
科
学
部
益
な
情
報
を
提
供
す
る
。
②
に
関
し
て
は
、

井
手
町
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ツ
プ
の
ヒ
ア
リ
ン
ク
風
景
十
三
年
度
「
井

手
町
第
三
次
総

合
計
画
」
作
成

に
か
か
わ
る
高

校
生
以
上
す
べ

て
の
住
民
を
対

象
に
行
っ
た
ア

学
生
の
貴
重
な
提
言
を
得
て
い
る
。
そ
の

内
容
は
、

①
政
策
提
案
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
イ
ン
タ
ー
ン
②
総
合
計
画
評
価
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
イ
ン
タ
ー
ン
|
の
二
つ
に
分
か

れ、

①
は
行
政
組
織
の
活
性
化
を
促
し
、

ン
ケ
l
ト
の
作

成
・
分
析
を
行

な
い
、
そ
の
結

果
を
参
考
に
し

て

策

定

さ

れ

た
。
こ
れ
ら
の

研
究
成
果
や
結
果
な
ど
は
ホ
l
ム
ベ

l
ジ

上
で
公
開
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

一
方
的
に
な

り
が
ち
で
あ
っ
た
行
政
に
、
住
民
の
意
見

や
学
生
の
新
た
な
視
点
が
提
案
さ
れ
、
大

き
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

さ
ら
に
十
三
年
度
か
ら
は
同
大
文
学
部

と
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
開
始
し
、
文

化
・
歴
史
・
地
理
学
な
ど
の
調
査
研
究
を

基
に
し
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
企
画
提
案
も

行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

一ま
ち
“つ
く
り
協
議
会

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
住
民
と

行
政
が
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
こ

と
か
ら
十
二
年
度
に
八
つ
の
ま
ち
づ
く
り

団
体
に
よ
っ
て
「
井
手
町
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。

豊
か
な
地
域
資
源
や
先
人
が
築
い
て
き

た
歴
史
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
づ
く
り
団
体
が

一
堂
に
会
し
て

協
議
を
す
る
こ
と
で
連
帯
感
が
生
ま
れ
、

取
り
組
む
べ
き
課
題
を
共
通
の
認
識
と
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

活
動
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
京
都
府

立
大
学
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
勉
強
会

を
実
施
し
、
協
議
会
独
自
の
ま
ち
づ
く
り

マ
ッ
プ
や
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
ア
ク
シ
ヨ

ン
プ
ラ
ン
を
ま
と
め
、
昨
年
三
月
の
協
議

会
に
よ
る
「
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

で
は
、
活
動
拠
点
整
備
な
ど
の
提
言
が
な

さ
れ
た
。
そ
の
提
言
に
基
づ
い
て
十
四
年

度
に
は
「
井
手
町
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」

が
建
設
さ
れ
る
予
定
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
方
式
で
基
本
設
計
を
つ
く
り
上
げ
た
。
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芸
術
文
化
の
交
流
で

地
域
を
変
え
よ
う

一市
民
団
体
か
ら
の
提
言

大
口
市
は
鹿
児
島
県
の
最
北
部
に
位
置

し
、
熊
本
・
宮
崎
県
に
接
し
た
県
内
で
二

番
目
の
広
さ
を
誇
る
ま
ち
で
あ
る
。
古
く

か
ら
米
ど
こ
ろ
と
し
て
名
を
は
せ
、
農
業

を
基
盤
産
業
と
し
て
経
済
活
動
が
営
ま
れ

て
い
る
。

「
大
口
市
芸
術
文
化
交
流
事
業
」
は
平
成

九
年
度
に
始
ま
っ
た
。
そ
の
き
っ
か
け
を

つ
く
っ
た
の
が
、
作
家
村
構
想
市
民
研
究

会
(
竹
之
内
直
記
会
長
H
当
時
・
版
画
家
)

で
あ
っ
た
。

こ
の
研
究
会
が
市
に
提
案
し
た
構
想
は

「
新
進
気
鋭
の
作
家
を
招
き
滞
在
型
創
作

活
動
通
じ
て
市
の
活
性
化
を
図
ろ
う
」
と

す
る
も
の
で
、
交
流
人
口
を
増
や
そ
う
と

大口市長

隈元新

す
る
市
の
方
針
に
も
合
致
し
た
た
め
提
案

さ
れ
、
翌
年
度
か
ら
早
速
ス
タ
ー
ト
し
た
。

公
募
に
よ
る
交
流
員
募
集
は
毎
年
全
国

か
ら
数
人
の
応
募
が
あ
る
。
滞
在
期
間
は

当
初
六
カ
月
だ
っ
た
が
今
は

一
年
。
定
員

は

一
人
で
、
こ
れ
ま
で
彫
刻
家
、
版
画
家
、

日
本
画
家
と
若
手
の
芸
術
家
を
招
致
し
現

在
の
交
流
員
で
六
代
目
。

交
流
員
の
活
動
拠
点
は
全
世
界
に
広
が

っ
た
オ
ギ
ャ

l
献
金
創
設
者
、
故
遠
矢
普

栄
氏
の
医
院
跡
を
利
活
用
し
た
ア
ト
リ
エ

で
あ
る
。

こ
う
し
て
芸
術
文
化
交
流
事
業
が
始
ま

っ
た
が
、
最
初
か
ら
す
べ
て
が
う
ま
く
い

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
芸
術
と
い
う
と
田

舎
の
人
に
は
近
寄
り
が
た
い
と
か
、
と
つ

つ
き
に
く
い
と
か
今
ま
で
の
生
活
習
慣
の

中
に
は
ほ
と
ん
ど
な
い
分
野
の
話
で
あ

る
。
そ
し
て

一
番
や
っ
か
い
な
の
が
人
を

受
け
入
れ
る
の
に
時
間
が
か
か
る
と
い
う

こ
と
。
よ
そ
か
ら
来
た
人
と
い
う
観
念
が

強
く
地
元
崇
高
意
識
が
過
剰
す
ぎ
る
の

だ
。
こ
う
し
た
市
民
性
の
中
で
交
流
員
は

文
化
交
流

・
平
成
十
二
年
度
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

m
た
ん
ぽ
n

ワ
ラ
ノ
コ
ヱ
・
ヒ
卜
ノ
キ
モ
チ
u

自
ら
感
じ
た
大
口
市
の
地
域
資
源
を
題
材

に
創
作
活
動
を
続
け
た
。
時
に
は
市
の
担

当
者
と
意
見
の
衝
突
も
交
え
な
が
ら
。

一感
動
す
る
心

地
元
を

一
番
知
ら
な
い
の
が
地
元
の
人

間
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
あ
ま
り
に
も
近
く

に
あ
る
も
の
、
慣
れ
親
し
ん
だ
景
色
は
頭

で
描
け
て
も
書
や
絵
に
す
ぐ
に
描
け
な

い
。
漫
然
と
過
ご
し
て
い
る
そ
の
中
に
、

よ
そ
に
は
な
い
独
自
の
資
源
や
宝
物
が
眠

っ
て
い
る
こ
と
を
彼
ら
は
創
作
活
動
を
通

し
て
教
え
て
く
れ
た
。

ヒ
ノ
キ
や
ス
ギ
、

ク
ス
ノ
キ
と
い
っ
た

木
材
で
大
口
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
。
土

や
粘
土
、
モ
ミ
ガ
ラ
・
ワ
ラ
・
田
の
神
さ

あ
(
石
像
)
な
ど
地
域
に
根
付
い
た
文
化

や
産
業
と
芸
術
を
見
事
に
調
和
さ
せ
た
作

品
を
田
ん
ぼ
や
川
と
い
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス

を
使
い
、
市
民
と
と
も
に
つ
く
り
あ
げ
て

い
っ
た
。

こ
の
交
流
事
業
を
契
機
に
、
市
商
工
会

青
年
部
や
市
民
グ
ル
ー
プ
の
意
識
が
変
わ

り
始
め
た
。
行
政
任
せ
で
な
く
自
分
た
ち

の
手
で
事
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
す
る
感
覚

が
芽
生
え
だ
し
た
。
「
ア
イ
ス
カ

l
ピ
ン

グ
泊
大
口
」
「
轟
公
園
川
祭
り
」
「
武
者
行

列
」
「
商
庖
街
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
「
オ
リ
ジ

ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
製
作
」
と
市
民
団
体
が

企
画
運
営
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
始
ま
っ
た
。

創
作
活
動
や
指
導
を
通
じ
て
地
域
住
民

や
子
供
た
ち
と
触
れ
合
い
な
が
ら
地
域
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
く
作
家
村
構
想
は
、

人
び
と
が
と
も
に
交
流
し
苦
労
を
分
か
ち

合
い

一
つ
の
も
の
を
築
き
上
げ
る
喜
び
・

感
動
を
共
有
で
き
る
こ
と
が
い
か
に
大
切

か
、
真
似
る
こ
と
に
と
ら
わ
れ
地
方
が
忘

れ
か
け
て
い
た
も
の
が
何
な
の
か
を
再
認

識
さ
せ
て
く
れ
た
。

大
口
市
も
過
疎
化
に
悩
ん
で
い
る
町
で

あ
る
が
、
こ
の
事
業
な
ど
を
媒
介
に
常
に

高
い
理
想
を
追
い
続
け
、
確
た
る
コ
ン
セ

プ
ト
を
持
っ
た
人
材
、
そ
し
て
、
自
立
し

う
る
地
域
を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
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力
の
あ
る
ま
ち
“つ
く
り
〈
産
業
経
済
部
門
〉

コ市
ム街
ネ地
ツE
ト換
で

前
橋
市
は
、
群
馬
県
の
ほ
ぼ
中
央
、
東

京
か
ら
北
西
へ
約
百
キ
ロ
に
位
置
し
、
上
毛

三
山
の

一
つ
赤
城
山
を
背
に
し
た
人
口
二

十
八
万
の
県
庁
所
在
都
市
で
あ
る
。
市
の

中
央
部
に
は
利
根
川
が
、
街
中
に
は
美
し

い
緑
道
を
備
え
た
水
量
豊
か
な
広
瀬
川
が

流
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近
代
詩
の
巨
星
、

萩
原
朔
太
郎
を
は
じ
め
、
多
く
の
詩
人
を

輩
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
水
と
緑
と
詩

の
ま
ち
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て

い
る
。

明
治
、
大
正
、
昭
和
初
期
に
か
け
て
は

製
糸
業
、
昭
和
三
十
年
代
に
は
電
機
、
自

動
車
部
品
な
ど
の
工
場
進
出
に
よ
り
発
展

し
た
。
こ
れ
ら
を
背
景
に
本
市
の
中
心
市

街
地
は
商
業
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
機
能

が
集
積
し
、
文
化
、
伝
統
を
は
ぐ
く
ん
で

前橋市長

萩原弥惣治

地域づくり総務大臣表彰

き
た
が
、
近
年
は
全
国
の
地
方
都
市
と
同

様
に
車
社
会
の
進
展
、
消
費
者
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
で
求
心
力
が
低

下
し
て
い
る
。

一メ
ン
バ
ー

o
o人
超
す

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、

中
心
商
庖
街
協
同
組
合
や
市
民
団
体
と
連

携
し
な
が
ら
活
性
化
の
具
体
的
施
策
を
推

進
す
る
組
織
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
結

果
、
平
成
十
二
年
四
月
に
「
前
橋
中
心
市

街
地
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
(
略

称
一
コ
ム
ネ
ッ
ト

Q
)
が
発
足
し
た
。

コ
ム
ネ
ッ
ト

Q
は
、
市
が
行
っ
て
い
る

中
心
市
街
地
再
活
性
化
施
策
と
共
通
す
る

部
分
が
多
い
こ
と
か
ら
、
行
政
サ
イ
ド
と

し
て
も
こ
う
し
た
活
動
に
対
し
、
補
助
金

を
出
す
な
ど
支
援
し
て
い
る
。

コ
ム
ネ
ッ
ト

Q
は
、
ホ
ー
ム
ベ

l
ジ
な

ど
に
よ
り
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
ゃ

事
業
内
容
を
公
開
し
、
市
民
活
動
団
体
と

の
情
報
交
換
を
し
た
り
新
メ
ン
バ
ー
の
募

集
を
行
っ
て
お
り
、
発
足
時
の
二
十
数
人

が
現
在
で
は
商
庖
主
、
学
者
、
文
化
人
、

学
生
、

一
般
市
民
な
ど
多
彩
な
顔
ぶ
れ
が

集
ま
り
、
百
人
を
超
え
る
ほ
ど
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
輪
を
広
げ
て
い
る
。
硬
直
化
し
つ

つ
あ
る
商
店
街
組
織
の
意
識
改
革
に
貢
献

し
、
既
存
の
枠
を
超
え
た
市
民
団
体
と
商

庖
街
と
の
相
互
連
携
と
い
う
効
果
を
も
た

A

り
1
v
hん
。

「
お
は
よ
う
だ
ん
べ
え
踊
り
」

教
室
や
「
遊
び
の
庭
楽
市
・
楽
座
」

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
の
ほ
か
、
情
報

発
信
事
業
や
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
取
り
組

み
、
市
民
主
体
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

と
く
に
、
だ
ん
べ
え
踊
り
教
室
は
上
毛

電
鉄
と
連
携
し
近
隣
の
町
村
か
ら
も
参
加

者
が
あ
る
。
こ
の
踊
り
は
、
平
成
七
年
に

「
独
自
の
イ
ベ
ン
ト
を
」
と
の
声
を
受
け

て
誕
生
。
前
橋
音
頭
を
サ
ン
パ
風
に
ア
レ

ン
ジ
し
た
曲
に
合
わ
せ
銀
杏
の
形
の
鳴
子

を
手
に
踊
る
も
の
で
、
昨
年
の
前
橋
ま
つ

り
で
は
約
九
千
人
が
踊
り
に
酔
い
し
れ

ま
た
、

た
。一

T
M
O
の
推
進
力

情
報
化
で
は
、
ホ
!
ム
ベ

l
ジ
に
よ
る

街
中
情
報
や
個
庖
情
報
の
提
供
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
情
報
の
発
信
に
よ
り
、
空
き

庖
舗
の
増
加
を
抑
え
る
な
ど
の
成
果
を
上

げ
て
い
る
。

情
報
誌

『
コ
ム
ネ
ッ
ト

Q

同

V
2
M
m
w
印
』

を
発
刊
し
、
街
中
情
報
の
提
供
や
問
題
提

起
を
行
う
な
ど
、
「
ま
ち
」
に
つ
い
て
考

え
る
き
っ
か
け
も
つ
く
っ
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
面
で
は
、
訪
れ
る
人
の

だ
れ
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
り
、
街
中
情
報

や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
入
手
で
き
る

「
コ
ム
ネ
ッ
ト

Q
サ
ロ
ン
」
を
運
営
し
、

中
心
街
で
は
数
少
な
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

遜
ぴ
の
蔭
1
楽
市
・
楽
市
偉

i

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、

手
づ
く
り
で
憩
い
の
広
場
を
整
備
し
、
子

供
た
ち
ゃ
お
年
寄
り
が
交
流
で
き
る
場
と

し
て
、
多
く
の
人
び
と
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
市
民
主
体
の
活
動
で
街
は

活
気
づ
き
、
市
民
ニ

l
ズ
に
即
し
た
商
庖

街
活
動
の
展
開
や

T
M
O事
業
の
推
進
力

と
し
て
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
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漆
器
と
宿
場
の
町
並
み

が
息
づ
く
文
化
の
村

一地
場
産
業
活
性
化
が
課
題

楢
川
村
は
、
日
本
橋
と
京
都
を

結
ぶ
中
山
道
の
街
道
筋
に
あ
り
六

十
七
宿
の
ち
ょ
う
ど
ま
ん
中
に
位

置
し
、
奈
良
井
宿
と
伝
統
工
芸
品

木
曽
漆
器
を
有
す
る

H

伝
統
と
文

化
の
村
u

で
あ
る
。
人
口
は
、
昭

和
二
十
五
年
の
約
五
千
六
百
人
を

ピ

l
ク
に
年
々
減
少
、
現
在
は
三

千
五
百
人
弱
。

木
曽
漆
器
は
、
長
野
県
を
代
表

す
る
国
指
定
の
伝
統
工
芸
品
で
六

百
年
の
歴
史
を
誇
る
。
一

時
期
は

村
の
人
口
の
三
分
の

一
が
何
ら
か

の
か
た
ち
で
漆
器
製
造
に
た
ず
さ

わ

っ
て
い
た
。
最
盛
期
の
半
数
以

下
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
現
在
で
も
、
五
百

人
以
上
が
同
産
業
に
従
事
し
て
い
る
。
村

の
過
疎
化
は
、
不
況
に
よ
る
漆
器
産
業
の

衰
退
が
そ
の
ま
ま
表
れ
た
か
た
ち
と
な
っ

て
お
り
、
地
場
産
業
の
再
活
性
化
が
村
の

最
大
課
題
の

一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
木
曽
地
域
地
場
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
「
木
曽
く
ら
し
の
工
芸
館
」

は
、
平
成
六
年
に
地
域
の
期
待
を
担

っ
て

つ
く
ら
れ
た
。
①
新
商
品
の
開
発
②
需

要

・
販
路
の
開
拓
③
人
材
・
後
継
者
の
育

成
④
情
報
の
受
発
信
|

の
四
本
柱
を
テ
ー

マ
に
木
工
芸
品
や
、
地
酒
、
漬
物
、
漆
器

産
業
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
て
き
た
。

主
な
も
の
は
、

①
一

九
九
八
年
長
野
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
漆
入
賞
メ
ダ
ル
の
製
作

②
漆
製
給
食
食
器
の
開
発
③
漆
文
化
財
保

存
事
業
。

一製
造
業
見
直
し
の
原
点

こ
れ
ら
事
業
の
地
域
に
与
え
た
効
果
は

大
き
い
。
自
分
の
作
っ
た
メ
ダ
ル
が
メ
デ

ィ
ア
で
世
界
に
報
道
さ
れ
そ
の
名
を
は
せ

た
こ
と
で
製
造
者
、
産
地
の
後
継
者
と
し

て
こ
の
仕
事
に
携
わ
っ
た
こ
と
に
対
す
る

自
信
が
生
ま
れ
た
。
文
化
財
修
復
事
業
に

か
か
わ
る
伝
統
工
芸
士
ク
ラ
ス
の
熟
練
職

人
は
、
本
物
の
塗
り
物
や
、
祭
り
を
彩
る

山
車
な
ど
地
域
の
誇
り
、
宝
物
と
な

っ
て

い
る
漆
の
仕
事
に
直
接
触
れ
る
こ
と
で
自

ら
の
仕
事
が
数
百
年
の
単
位
で
残
っ
て
い

く
と
い
う
誇
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
木
曽
漆
器
の
伝
承
と
後
継
者
の
育

成
を
図
る
た
め
、
平
成
元
年
か
ら
弟
子
入

り
奨
励
金
制
度
を
設
け
た
。
十
三
年
間
で

計
三
十
六
人
が
活
用
し
た
。

こ
う
し
た
企
画
は
、
地
場
産
セ
ン
タ
ー

が
企
画
開
発
お
よ
び
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機

能
、
地
元
の
漆
器
工
業
協
同
組
合
が
生
産

者
の
手
配
と
生
産
管
理
を
受
け
持
つ
と
い

う
産
地
の
中
で
の
役
割
分
担
を
担
い
な
が

ら

一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
し
て
お

り
、
今
後
の
産
地
戦
略
の
基
本
づ
く
り
と

な
っ
て
い
る
。

小
さ
な
取
る
に
足
ら
な
い
地
場
産
業
の

産
地
だ
が
、
木
曽
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
の
試
み
は
、
日
本
の
製
造
業
の
原

点
を
見
直
す
提
言
を
行
っ
て
い
る
と
自
負

し
て
お
り
、
広
く
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
き
た
い
。

くらしの工芸館
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全
国
の
大
野
さ
ん
の
協

力
得
て
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
。
フ

福
井
県
の
東
部
に
位
置
す
る
人
口
約
四

万
人
の
大
野
市
は
、
千
討
を
超
え
る
山
々

に
閉
ま
れ
、
清
ら
か
な
水
と
緑
豊
か
な
自

然
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
四
百
年
以

上
の
歴
史
を
持
つ
城
下
町
で
、
市
街
地
は

戦
国
時
代
か
ら
の
町
割
り
が
色
濃
く
残

り
、
碁
盤
の
目
の
よ
う
な
通
り
や
古
い
町

並
み
な
ど
か
ら
「
北
陸
の
小
京
都
」
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

一市
民
の
声
が
き
っ
か
け

平
成
に
入
っ
て
か
ら
、
当
市
で
は
、
市

街
地
を
中
心
に
歴
史
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
整
備
が
始
ま
っ
た
。
朝
市
が
立
つ

七
開
通
り
や
各
宗
派
の
寺
院
が
並
ぶ
寺
町

通
り
な
ど
を
石
畳
道
路
に
整
備
し
、
観
光

客
向
け
の
無
料
休
憩
所
を
周
り
の
町
並
み

地域づくり総務大臣表彰

大野市長

天谷光治

屋野大成平凡宜施点拠光観AH
 

わ
uvちま

に
合
わ
せ
て
建
て
る
な
ど
し
て
、
城
下
町

の
風
格
を
向
上
さ
せ
回
遊
性
の
高
い
「
ま

ち
な
か
観
光
」
を
推
進
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
七
年
に
市
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
方
策
を
市
長
へ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
と
し
て
市
民
か
ら
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
「
市
と
同
じ
姓
を
持
つ
全
国
の
大
野

さ
ん
を
大
野
市
に
招
待
し
市
民
と
の
交
流

を
図
っ
て
は
」
と
い
う
提
案
が
出
さ
れ
た
。

こ
の
提
案
と
、
百
五
十
年
前
の
幕
末
期
、

大
野
藩
が
菓
大
な
借
金
を
返
済
す
る
た
め

に
藩
直
営
の
特
産
品
チ
ェ
ー
ン
庖
「
大
野

屋
」
を
全
国
に
展
開
し
た
史
実
を
ミ
ッ
ク

ス
さ
せ
、
現
代
版
の
大
野
屋
と
し
て
平
成

大
野
屋
事
業
が
始
ま
っ
た
。

平
成
大
野
屋
事
業
の
根
幹
は
、
当
市
と

同
じ
名
前
を
持
つ
全
国
の
「
大
野
さ
ん
」

を
「
支
庖
主
」
と
し
て
委
嘱
し
、
情
報
の

受
発
信
や
市
民
と
の
交
流
を
実
施
す
る
こ

と
で
あ
る
。
八
年
か
ら
全
国
に
向
け
、
支

店
主
募
集
を
実
施
し
、
十
三
年
十
二
月
現

在
の
支
庖
主
は
五
十
四
人
。
支
庖
主
に
は
、

当
市
の
宣
伝
だ
け
で
な
く
、
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
や
出
向
宣
伝
の
協
力
、
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
交
流
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

通
し
て
、
当
市
を
理
解
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

事
務
局
は
、
平
成
大
野
屋
本
庖
と
し
て

大
野
市
に
置
き
、
企
画
や
運
営
は
、
ま
ち

づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
市
民
十

一
人
を

「
番
頭
」
に
委
嘱
し
て
行
っ
て
い
る
。
番

頭
は
、
毎
月
寄
り
合
い
を
聞
き
、
支
庖
主

の
提
案
な
ど
を
参
考
に
事
業
内
容
を
検
討

し
て
い
る
。
こ
の
事
業
で
市
民
も
支
庖
主

か
ら
刺
激
を
受
け
、
大
野
市
の
優
れ
た
資

源
や
魅
力
を
再
発
見
し
、
誇
り
を
持
っ
て

ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
こ
う
と
す
る
意
識

高
揚
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

一平
成
大
野
屋
の
設
立

十

年
に
は
、
行
政
主
導
で
実
施
し
て

き
た
本
事
業
か
ら
新
た
に
経
済
活
動
を
展

閉
す
る
た
め
、
市
民
参
加
型
の
地
域
お
こ

し
会
社
と
し
て
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
に
よ

る
株
式
会
社
「
平
成
大
野
屋
」
を
設
立
し

た
。
資
本
金
三
千
万
円
を
大
野
市
と
市
民

が
ほ
ぼ
折
半
で
出
資
し
、
昭
和
初
期
の
建

物
を
当
市
が
改
修
整
備
し
た
ま
ち
な
か
観

光
拠
点
施
設
「
平
成
大
野
屋
」
で
、
飲
食

や
特
産
品
販
売
、
観
光
案
内
な
ど
を
経
営

し
て
い
る
。

で
、
こ
こ
を
核
と
し
て
、

の
交
流
や
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た

大
野
市
の

P
R
、
多
く
の
市
民
が
参
画
し

た
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
て
い
る
。

今
後
は
、
さ
ら
に
全
国
の
支
庖
主
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、
側
平
成
大
野
屋
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
、
幅
広
い
継
続
的
な

交
流
活
動
を
確
立
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
会
社
に
お
い
て
は
、
市
民
の

庖
と
の
共
存
共
栄
を
図
り
な
が
ら
、
空
洞

化
し
つ
つ
あ
る
市
街
地
の
活
性
化
を
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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好
評
な
棚
田
保
全
の
オ
ー

ナ
ー
、
ト
ラ
ス
ト
制
度

柿
木
村
は
島
根
県
の
最
西
南
端
に
位
置

し
、
人
口
約
千
九
百
人
。
総
面
積
百
三
十

七
平
方
J
の
う
ち
山
林
原
野
が
実
に
九

六
%
、
耕
地
は
わ
ず
か
二
%
に
す
ぎ
な
い
。

ま
た
、
明
治
二
十
二
年
の
市
制
町
村
制
以

来
、
百
十
余
年
に
わ
た
り

一
度
も
合
併
に

よ
る
行
政
区
域
の
変
更
は
な
く
、
わ
が
国

で

一
番
古
い
歴
史
を
も
っ
村
で
も
あ
る
。

本
村
は
、
「
健
康
と
有
機
農
業
の
里
」

を
村
づ
く
り
の
基
本
と
し
、
有
機
農
業
を

通
じ
て
都
市
と
の
交
流
を
産
業
振
興
の
柱

に
し
て
い
る
。
今
回
の
総
務
大
臣
表
彰
は
、

大
井
谷
地
区
の
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
や
住

た
す

民
組
織
「
助
け
は
ん
ど
う
の
会
」
(
は
ん

ど
う
は
水
が
め
の
方
言
)
に
よ
る
棚
田
保

全
の
取
り
組
み
が
、
産
業
振
興
に
つ
な
が

っ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

柿木村長

三浦秀史

一助
け
は
ん
ど
う
の
会

大
井
谷
地
区
の
棚
田
は
古
く
は
室
町
時

代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
つ
く
ら
れ
た

も
の
で
、
古
い
も
の
は
約
六
百
年
の
歴
史

が
あ
る
。
幾
度
の
積
み
な
お
し
ゃ
補
修
を

経
て
約
六
百
枚
の
棚
田
が
現
在
に
引
き
継

が
れ
て
い
る
。
地
区
は
戸
数
二
十

二
戸、

人
口
八
十
人
弱
で
、
こ
の
う
ち
十
八
戸
の

農
家
は
す
べ
て
が
兼
業
で
あ
る
。

棚
田
は
過
酷
な
農
作
業
が
強
い
ら
れ
る

こ
と
か
ら
担
い
手
も
不
足
し
、
農
家
の
高

齢
化
と
も
あ
い
ま

っ
て
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

て
い
た
。
平
成
八
年
以
降
、
精
力
的
に
地

区
座
談
会
を
開
催
し
、
ほ
場
整
備
の
導
入

も
含
め
棚
田
を
ど
う
し
て
い
く
か
論
議
を

重
ね
て
き
た
。
こ
う
し
た
中
、
十
年
二
月

に
本
村
で
開
催
さ
れ
た
棚
田
地
域
振
興
座

談
会

「棚
田
を
考
え
る
会
」
は
、
棚
田
最

観
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
有
機
農
業
で
つ
な
が

り
の
あ
る
都
市
消
費
者
な
ど
を
迎
え
、
棚

田
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
活

発
な
議
論
が
さ
れ
た
。

こ
の
考
え
る
会
を
き

っ
か
け
と
し
て
四

月
に
地
元
住
民
に
よ
る
「
助
け
は
ん
ど
う

の
会
」
が
結
成
さ
れ
、
棚
田
保
全
の
取
り

組
み
が

一
気
に
盛
り
上
が

っ
て
き
た
。
ま

た
、
地
元
住
民
、
村
、
県
か
ら
成
る
棚
田

地
域
振
興
検
討
会
も
発
足
し
、
棚
田
の
歴

史
的
検
証
、
都
市
交
流
、
棚
田
整
備
、
農

地
保
全
な
ど
多
面
的
な
検
討
を
行

っ
た
。

そ
の
結
果
、
同
十
年
九
月
に
は
、
「
第

一

回
大
井
谷
棚
固
ま
つ
り
」
を
開
催
、
清
流

太
鼓
、
石
見
神
楽
の
上
演
、
棚
田
米
味
く
ら

べ
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
を
行
い
、
都
市
住
民
に

対
し
棚
田
の
大
々
的
な

P
R
を
行

っ
た
。

そ
し
て
十

一
年
か
ら
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制

度
を
導
入
、
翌
十
二
年
に
は
ト
ラ
ス
ト
制

度
を
導
入
し
、
予
想
を
上
回
る
予
約
で
現

在
に
至
っ

て
い
る
。
さ
て
、
こ
こ
の
棚
田

オ
ー
ナ
ー
制
度
は
、
作
柄
に
よ
る
補
償
を

行
わ
ず
、
不
作
も
農
家
と
共
有
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
て
い
る
。
オ
ー
ナ
ー
は
中
国

棚田の除草作業

各
県
の
都
市
部
の
人
が
多
く
、
田
へ
の
愛

着
が
強
い
た
め
棚
田
を
訪
れ
る
回
数
も
多

い
。
そ
れ
だ
け
農
家
と
の
結
び
つ
き
も
強

い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
オ
ー
ナ
ー

へ
の
希
望
が
多
か
っ
た
た
め
、
抽
選
か
ら

外
れ
た
人
に
は
ト
ラ
ス
ト
制
度
に
登
録
を

切
り
替
え
て
も
ら
う
ほ
ど
の
人
気
だ
。

一大
き
な
成
果

棚
田
の
ブ
l
ム
と
も
重
な
り
、
大
井
谷

の
知
名
度
も
か
な
り
上
が

っ
た
。
棚
田
米

も
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
高
値
で
取
り
引
き
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
県
の
事
業
で
耕
作
道

や
用
水
路
、
耐
久
性
畦
畔
が
整
備
さ
れ
農

作
業
の
省
力
化
が
図
れ
た
。
そ
し
て
オ
ー

ナ
ー
だ
け
で
な
く
、
棚
田
に
引
か
れ
て
や

っ
て
来
る
多
く
の
人
た
ち
、
今
ま
で
考
え

ら
れ
な
か

っ
た
光
景
は
地
域
の
人
た
ち
を

大
き
く
変
え
た
。

棚
田
の
価
値
の
再
確
認
と
地
区
へ
の
誇

り、

宝
の
棚
田
を
い
つ
ま
で
も
保
存
し
て

い
こ
う
と
い
う
機
運
が
盛
り
上
が

っ
て
い

る
こ
と
が
な
ん
と
い
っ
て
も
大
き
な
成
果

で
あ
る
。

平
成
十
三
年
に
は
、
村
内
外
か
ら
の
棚

田
保
全
の
応
援
団
(
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
)
が
減

反
で
荒
れ

っ
ぱ
な
し
に
な

っ
て
い
た
遊
休

棚
田
の
復
旧
に
取
り
組
ん
だ
。
大
井
谷
は

柿
木
村
の
産
業
振
興
の
象
徴
と
し
て
、
今

後
も
輝
き
つ
づ
け
る
と
確
信
し
て
い
る
。
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伝
統
芸
能
「
神
楽
」
で

元
気
の
出
る
ま
ち
に

一時
襲
司
』
蹄
易
台
守
-
舌
世
ヒ
こ
買
賦

一帯
当

F
宵
n
H
3
4守

z'曹
f
s
，商

美
土
里
町
は
、
広
島
県
北
部
中
央
に
位

置
し
、
中
国
山
地
の
懐
深
く
抱
か
れ
た
島

根
県
境
の
町
で
、
人
口
約
三
千
五
百
人
。

総
面
積
百
二
十
三
平
方
J
の
う
ち
約
八

七
%
を
山
林
が
占
め
、
豊
か
な
自
然
を
背

景
に
し
た
農
業
が
主
要
産
業
の
町
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
観
光
客
を
呼
べ
る
よ
う
な
名

所
は
な
く
、
年
間
の
観
光
客
も
わ
ず
か

一

万
人
と
い
う
町
で
あ
っ
た
。
ま
た
人
口
の

流
出
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
少

子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
た
。
こ
の
た
め
、

伝
統
芸
能
で
あ
る
「
神
楽
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
町
内
外
と
の
交
流
を
拡
大
さ
せ
元

気
を
取
り
戻
し
て
い
こ
う
と
、
国
の
「
ふ

る
さ
と
創
生
事
業
」
を
き
っ
か
け
に
、
町

地域づくり総務大臣表彰

美土里町長

織田邦夫

民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
ま
ち
づ
く

り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
重
ね
、
町
と
し
て
は

い
ま
だ
か
つ
て
な
い
大
き
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

構
想
か
ら
十
年
、
地
域
の
特
色
を
活
か

し
た
新
規
産
業
の
開
拓
と
従
来
の
産
業
の

活
性
化
、
農
業
の
振
興
、
高
齢
者
の
福
祉

機
能
も
備
え
た
総
合
交
遊
施
設
「
神
楽
門

前
湯
治
村
」
が
平
成
十
年
に
オ
ー
プ
ン
し

た
。
同
湯
治
村
は
、
年
間
十
五
万
人
を
超

え
る
人
を
呼
び
込
み
、
現
在
で
は
観
光
の

一
大
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
年
問
、
売
上
高

は
四
億
円
に
上
り
、
四
十
人
の
新
規
雇
用

を
生
み
出
し
全
国
に
「
み
ど
り
豊
か
な
神

楽
の
ま
ち
」
と
し
て
の
知
名
度
を
高
め
た
。

一神
楽
轟
い
た
い
か
ら
町
に
残
る

町
内
に
十
三
団
体
あ
る
神
楽
団
は
四
月

か
ら
十

一
月
ま
で
の
毎
日
曜
日
と
祭
日

に
、
舞
台
の
あ
る
「
神
楽
ド
l
ム
」
で
公

演
、
年
間

一
万
八
千
五
百
人
も
の
見
物
客

を
集
め
て
い
る
。
神
楽
を
定
期
的
に
行
う

こ
と
で
、
伝
統
芸
能
の
伝
承

・
発
展
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
神
楽

が
人
を
呼
び
、
「
神
楽
を
舞
い
た

い
か
ら
町
に
残
る
」
と
い
う
若
者
も
現
れ
、

定
住
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
効
果
も

出
て
い
る
。

ま
た
、
毎
週
土
曜
日
に
か
む
く
ら
座

(百
二
十
人
収
容
劇
場
)
で
公
開
練
習
が

行
わ
れ
て
お
り
、
神
楽
の
鑑
賞
だ
け
で
な

く
衣
装
や
面
を
身
に
着
け
、
団
員
に
教
え

て
も
ら
い
神
楽
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
こ
と
は
、
町
民
と
都
市
部
の
住

民
と
の
直
接
交
流
の
場
に
な
っ
て
お
り
、

美
土
里
町
フ
ァ
ン
を
増
や
す
要
因
の

一
つ

に
な
っ
て
い
る
。

町
内
の
高
齢
者
に
も
い
ろ
い
ろ
な
面
で

参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
地
元
産
品
直

売
所
「
お
雌
子
市
場
」
で
は
、
百
人
を
超

え
る
会
員
が
消
費
者
と
直
接
取
り
引
き
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
農
業
収
入
の

確
保
と
生
き
が
い
を
生
ん
で
い
る
。
ま
た
、

村
内
の
田
舎
料
理
屋
も
こ
の
市
場
の
庖
頭

に
並
ん
で
い
る
新
鮮
な
地
元
野
菜
を
使

い
、
地
産
地
消
に
も
役
立
っ
て
い
る
。
体

験
ス
ペ
ー
ス
で
は
町
民
が
講
師
と
な
り
、

わ
ら

・
竹
・
木
工
細
工
・
神
楽
面
の
絵
付

け
な
ど
今
ま
で
習
得
し
て
き
た
技
術
を
観

光
客
に
伝
え
て
い
る
。
十
三
年
に
は
、
豆

腐
・
パ
ン
な
ど
の
製
造
販
売
も
始
ま
っ

た
。
原
料
は
町
内
の
転
作
田
で
で
き
た
大

豆
や
小
麦
を
使
っ
て
い
る
。

湯
治
村
の
入
込
客
を
確
保
し
て
い
く
た

め
に
は
、
施
設
の
定
期
的
な
リ

ニ
ュ
l
ア

ル
と
、
な
に
よ
り
町
民
の
よ
り

一
層
の
愛

着
を
持
っ
た
利
用
が
望
ま
れ
る
。
各
地
域

住
民
が
ま
と
ま

っ
て
、
そ
の
地
域
の
特
色

を
見
つ
け
交
流
の
場
を
つ
く
れ
た
ら
、
美

土
里
町
の
魅
力
が

一
層
深
ま
り
、
町
民
に

さ
ら
な
る
元
気
が
生
ま
れ
る
と
思
う
。

観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
神
楽
門
前
湯
治
村
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地
場
産
業
振
興
目
指
し

ふ
る
さ
と
商
い
市

具
志
川
市
は
沖
縄
本
島
の
中
部
、
勝
連

半
島
の
基
部
に
位
置
し
、
那
覇
市
の
北
東

お
よ
そ
二
十
五
キ
ロ

の
所
に
あ
る
。
面

積
は
コ
二

・
九
九

平
方
J
、
人
口
は

約
六
万
三
千
五
百

人
。
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昔
か
ら
サ
ト
ウ

キ
ビ
栽
培
が
盛
ん

だ
っ
た
が
、
近
年

は
亜
熱
帯
気
候
を

活
か
し
た
野
菜
、

花
き
園
芸
が
盛
ん

に
な
っ
て
き
て
い

る
。
市
の
南
部
で
は
中
城
湾
港
新
港
地
区

開
発
事
業
(
三
百
九
十
三
か
)
が
進
行
中

具志川市長

知念恒男
ふるさと商い市のオープンセレモニー

で
あ
る
。

一商
工
会
青
年
部
の
物
産
祭
り

具
志
川
市
商
工
会
は
、
地
場
産
業
の
振

興
を
目
指
し
て
「
ふ
る
さ
と
商
い
市
」
を

聞
い
て
い
る
。
こ
れ
は
具
志
川
の
特
産
品

の
み
な
ら
ず
市
内
の
商
工
業
、
農
業
、
漁

業
、
林
業
な
ど
の
産
物
(
商
品
)
を

一
堂

に
網
羅
し
、
展
示
・
販
売
商
談
会
な
ど
を

行
う
も
の
で
、
商
工
会
青
年
部
が
実
施
し

て
い
た
「
む
ら
お
こ
し
物
産
祭
」
の
後
継

イ
ベ
ン
ト
。
市
民
ゃ
、
近
隣
の
市
町
村
に

広
く
市
産
品
を

P
R
す
る
と
と
も
に
、
低

迷
す
る
消
費
の
拡
大
に
努
め
て
い
る
。

具
志
川
市
商
工
会
青
年
部
は
昭
和
六
十

三
年
八
月
二
十
七
日
、
米
軍
通
信
所
跡
地

の
区
画
整
理
振
興
商
業
地
で
あ
る
み
ど
り

町
で
「
第

一
回
む
ら
お
こ
し
物
産
ま
つ
り
」

を
開
催
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
地
域
内
に
ど

の
よ
う
な
特
産
品
が
あ
る
の
か
分
か
ら
な

い
状
態
で
、
予
算
も
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

青
年
部
員
が
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
す
る

広
告
を
集
め
、
そ
の
収
入
で
第
十
固
ま
で

祭
り
を
運
営
し
て
き
た
。

し
か
し
、
回
を
重
ね
る
た
び
に
規
模
が

拡
大
し
て
い
き
、
十
回
を
節
目
に
「
発
展

的
に
解
散
し
よ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

商
工
会
(
親
会
)
が
引
き
取
っ
た
。
こ
れ

を
機
に
特
産
品
だ
け
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た

同
ま
つ
り
を
「
市
内
で
つ
く
ら
れ
た
り
、

販
売
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
れ
ば
何
で
も

展
示
販
売
が
で
き
る
商
い
市
」
に
内
容
を

変
え
、
平
成
十

一
年
二
月
に
「
第

一
回
ふ

る
さ
と
商
い
市
」
に
名
称
も
変
更
し
開
催

し
た
。

第
一
回
む
ら
お
こ
し
物
産
ま
つ
り
を
き

っ
か
け
に
、
具
志
川
市
に
初
め
て
物
産
振

興
会
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果

で
あ
っ
た
。

一ふ
る
さ
と
シ
ョ
ッ
プ
目
指
す

そ
の
後
、
地
元
業
者
の
中
か
ら
黒
糖
、

薬
草
、
塩
な
ど
を
本
土
へ
販
路
拡
大
を
展

開
す
る
業
者
が
で
た
。
そ
し
て
行
政
と
郵

便
局
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
県
外
の
中
央

郵
便
局
に
お
い
て
具
志
川
市
独
自
の
物
産

展
を
開
催
し
て
い
る
。

電
源
セ
ン
タ
ー
が
主
催
し
て
千
葉
県
・

幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催
す
る
「
電
気
の
ふ
る

さ
と
じ
ま
ん
市
」
へ
も
毎
年
出
展
参
加
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
く
に
塩
(
命
の
塩
)

は
ミ
ネ
ラ
ル
含
有
量
が
多
く
、
ギ
ネ
ス
ブ

ツ
ク
に
載
せ
て
も
ら
え
る
ま
で
に
成
長

し
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
育
成
に
も
貢
献
し

て
い
る
。

今
後
も
こ
の
「
ふ
る
さ
と
商
い
市
」
を

継
続
し
て
い
き
、
将
来
は
商
工
会
な
ど
と

連
携
し
、
市
内
の
特
産
品
を
常
時
販
売
す

る
「
ふ
る
さ
と
シ
ョ
ッ
プ
」
の
開
設
に
努

め
た
い
。

ま
た
、
現
在
わ
が
国
の
最
南
端
で
つ
く

ら
れ
る
清
酒
(
禦
明
)
や
最
北
端
の
コ
ー

ヒ
ー
が
生
産
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
商
工
会
青
年
部
が
立
ち
上
げ
、

親
会
の
市
商
工
会
が
拡
大
発
展
さ
せ
た

「
ふ
る
さ
と
商
い
市
」
を
継
続
充
実
さ
せ

る
と
と
も
に
、
「
電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま

ん
市
」
な
ど
、
県
外
展
に
も
引
き
続
き
出

展
し
具
志
川
市
の
物
産
を

P
R
し
、
地
場

産
品
を
中
心
に
販
路
拡
大
を
推
進
し
、
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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⑪
界
に
聞
か
れ
た
ま
ち
〈
地
方
公
共
団
体
部
門
〉

東
京
都
港
区

筋
力
固
の

大
使
館
や
外
国

企
業
が
集
中

-
国
際
的
な
ま
ち
づ
く
り

港
区
に
は
幕
末
外
交
に
か
か
わ
る
史
跡

を
は
じ
め
多
く
の
文
化
財
が
あ
る
。
開
国

以
後
江
戸
の
公
民
館
が
す
べ
て
区
内
の
寺

院
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
現
在
六
十

五
カ
国
の
大
使
館
の
ほ
か
国
際
機
関
や
外

国
企
業
が
立
地
し
て
い
る
。
ま
た
、
外
国

人
登
録
者
数
は
約

一
万
六
千
人
と
人
口
の

一一

%
に
あ
た
り
、
他
に
類
例
の
な
い
国

際
的
な
生
活
文
化
を
形
成
し
て
い
る
。

国
際
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し

な
が
ら
六
本
木
・
虎
ノ
門
地
区
で
市
街
地

地域づくり総務大臣表彰

総
合
再
生
計
画
(
旧
地
区
更
新
基
本
計
画
)

を
策
定
、

事
業
に
着
手
し
て
い
る
。

・
・
区
政
に
外
国
人
の
意
見
反
映

区
民
と
外
国
人
と
の
国
際
交
流
を
促
進

す
る
た
め
、
国
際
交
流
協
会
へ
の
支
援
や

区
が
主
催
す
る
懇
談
会
、
審
議
会
へ
外
国

人
の
積
極
的
参
加
を
促
し
区
の
施
策
に
意

見
を
反
映
さ
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と

に
よ

っ
て
大
使
館
と
の
交
流
や
区
民
ま
つ

り
に
多
く
の
外
国
人
が
参
加
す
る
よ
う
に

な

っ
た
。

外
国
人
向
け
の
情
報
提
供
と
し
て
、
英

語
に
よ
る
広
報
誌
を
月

一
回
発
行
し
た

り
、
有
線
放
送
で
区
政
広
報
を
提
供
し
て

い
る
。

外国籍保育園児も参加しての餅っき大会

日
本
に
初
め
て
来
た
子
供
(
小
中
学
生
)

に
は
日
本
語
を
含
め
特
別
講
師
を
各
学
校

に
派
遣
し
て
い
る
。
保
育
園
入
国
に
当
た

っ
て
は
国
籍
を
問
わ
ず
受
け
付
け
、
保
護

者
面
談
で
は
通
訳
を
同
席
さ
せ
て
い
る
。

給
食
は
児
童
の
国
の
宗
教
に
配
慮
し
て
い

る
。
学
校
で
の
国
際
化
対
策
と
し
て
、

全

小
中
学
校
に
外
国
人
英
語
指
導
者
を
配

置
、
小
学
校
か
ら
の
英
語
教
育
の
充
実
を

図

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
事
業
は
地
域
に
根
差
し
、
地

域
産
業
、
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、

国
際
親
善
も
深
ま

っ
て
い
る
。

和
歌
山
県
串
本
町

官
民
一
体
で

ト
ル
コ
と

親
善
交
流

-
遭
難
船
救
助
が
縁

明
治
二
十
三
年
、
オ
ス
マ
ン

・
ト
ル
コ

か
ら
初
の
親
善
訪
日
使
節
団

一
行
を
乗
せ

た
軍
艦

「
エ
ル
ト
ゥ

l
ル
ル
号
」
が
明
治

天
皇
と
の
謁
見
を
終
え
て
帰
国
す
る
途

中
、
台
風
の
た
め
串
本
町
の
沖
合
で
沈
没
。

そ
の
際
、
串
本
町
民
が
身
の
危
険
を
顧
み

ず
献
身
的
な
救
助
活
動
を
行

っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
同
町
と
ト
ル
コ
聞
の

交
流
が
始
ま

っ
た
。

そ
の
後
、
串
本
町
と
ト
ル
コ
に
そ
れ
ぞ

れ
慰
霊
碑
が
建
て
ら
れ
、
五
年
ご
と
に
駐

日
ト
ル
コ
大
使
館
と
共
催
で
慰
霊
祭
を
行

ぃ
、
毎
回
、
ト
ル
コ
大
使
、
日
本

・
ト
ル

コ
両
国
に
関
連
す
る
団
体
が
参
加
し
て
い

る
。一

昨
年
の
「
日
ト
友
好
百
十
周
年
祭
」

に
は
わ
が
国
を
代
表
し
て
三
笠
宮
寛
仁
殿

下
が
参
列
さ
れ
る
な
ど
串
本
町
と
ト
ル
コ

の
友
好
関
係
は
、
政
府
レ
ベ
ル
で
の
友
好

関
係
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

こ
の
間
、
昭
和
三
十
九
年
に
同
国
ヤ
カ

ラ
ン
ト
町
、
同
五
十
年
に
は
メ
ル
シ
ン
市

と
姉
妹
提
携
を
結
ん
で
い
る
。

日卜友好110周年祭洋上追悼祭

-
・
自
前
で
民
族
舞
踊
団
結
成

最
近
は
文
化
面
で
も
交
流
を
深
め
て
い

る
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
昨
年
四
月
結

成
し
た
ト
ル
コ
民
族
舞
踊
因
。
五
十
人
を

超
す
団
員
が
在
京
ト
ル
コ
人
留
学
生
か
ら

手
ほ
ど
き
を
受
け
て
練
習
を
重
ね
、
七
月

に
行
わ
れ
た
串
本
祭
で
そ
の
腕
前
を
披

露
、
祭
り
に
花
を
添
え
た
。
団
員
は
由
中
本
町

民
だ
け
で
な
く
、
近
隣
市
町
村
の
住
民
も

メ
ン
バ
ー
に
加
わ

っ
て
い
る
。
在
京
ト
ル

コ
人
留
学
生
を
指
南
役
に
招
い
た
の
は
、

町
内
に
ト
ル
コ
民
族
舞
踊
の
で
き
る
人
が

い
な
か

っ
た
た
め
。
舞
踊
団
は
町
内
外
で

の
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
計
画
中
。

同
町
に
は
大
使
館
、

軍
、
姉
妹
都
市
の

関
係
者
だ
け
で
な
く
、
大
学
総
長
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
が
来
日
す
れ
ば
串
本
を

訪
れ
る
。
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北
海
道
壮
瞥
町
/
昭
和
新
山
雪
合
戦
実
行
委
員
会

(
昭
和
六
=

雪
合
戦
を

ス
ポ
ー
ツ
化
、

国
際
交
流
も

-
海
外
か
う
三
チ

l
ム
参
加

昭
和
新
山
の
ふ
も
と
、
壮
瞥
町
は
年
間

二
百
五
十
万
人
も
の
観
光
客
が
訪
れ
る
北

海
道
で
も
有
数
の
地
だ
が
、
そ
の
大
半
が

春
か
ら
秋
に
集
中
し
て
お
り
、
冬
期
間
は

閑
散
と
し
て
い
る
。
昭
和
六
十
二
年
、
冬

場
の
観
光
振
興
を
目
的
に
ア
イ
デ
ア
検
討

会
が
結
成
さ
れ
、

雪
合
戦
を
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
開
発
し
、
開
催
す
る
こ
と

が
決
定
。
翌
六
十
三
年
に
昭
和
新
山
国
際

雪

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
が
設

立
、
具
体
化
に
向
け
動
き
出
し
た
。

ル
ー
ル
も
定
め
て
平
成
元
年
、
第

一
回

大
会
を
開
い
た
。
参
加
チ

l
ム
は
七
十
だ

っ
た
が
年
々
チ

l
ム
数
、
来
場
者
数
も
増

え
第
十
三
回
大
会
に
は
百
九
十
チ

l
ム

(
う
ち
海
外
三
チ
l
ム
)
が
参
加
、
観
光

客
な
ど
二
万
六
千
人
が
昭
和
新
山
を
訪
れ

た
。
大
会
で
は
四
百
人
の
町
民
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
携
わ

っ

た
。
冬
は
寒
い
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー

ジ
を
打
ち
消
し
、

雪
合
戦
大
会
は
今
や
町

の

一
大
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
し
た
。

試
合
の
コ

l
ト
は
横
三
十
六
計
×
縦
十

針
。
一

チ
l
ム
七
人
で
フ
ォ
ワ
ー
ド
四
人
、

パ
ッ
ク
ス
三
人
。
一

セ
ッ
ト
三
分
間
で
三

セ
ッ
ト
制
。
各
チ
l
ム
が
使
用
す
る
雪
球

は

一
セ
ッ
ト
で
九
十
個
。
雪
球
に
当
た
る

と
ア
ウ
ト
。
相
手
を
全
員
ア
ウ
ト
に
す
る

か
相
手
の
旗
を
抜
き
取
る
と
勝
ち
。
セ
ッ

ト
終
了
時
に
残
り
人
数
を
計
算
し
、
多
い

チ
l
ム
の
勝
ち
と
な
る
。
一

試
合
に
五
百

四
十
個
も
の
雪
玉
を
使
用
す
る
の
で
、

一

度
に
大
量
に
効
率
よ
く
作
製
す
る
た
め
世

界
初
の
「
雪
球
製
造
器
」
を
開
発
し
た
。

製
造
器
は
た
こ
焼
き
器
を
大
き
く
し
た
も

の
で
、

一
回
に
四
十
五
個
作
る
こ
と
が
で

き
C
ヲ
h
v

。

優
勝
賞
品
に
は
リ
ン
ゴ
の
木
の
オ
ー
ナ

ー
権
利
を
提
供
し
、
翌
年
に
リ
ン
ゴ
狩
り

に
来
て
も
ら

っ
て
壮
瞥
町
へ
の
リ
ピ
ー
タ

ー
を
増
や
す
な
ど
マ
ン
ネ
リ
化
を
避
け
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

十
回
大
会
か
ら
は
参
加
チ
l
ム
の
賛
同

金
で
阪
神
淡
路
大
震
災
や
コ
ロ
ン
ビ
ア
、

台
湾
の
大
地
震
に
義
援
金
を
送

っ
た
。
昨

年
の
大
会
で
は
同
じ
よ
う
に
噴
火
で
町
ご

と
避
難
を
続
け
て
い
る
東
京
・

三
宅
島
の

町
民
を
招
待
し
た
。

ま
た
平
成
五
年
に
友
好
都
市
宣
言
の
調

印
を
行

っ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ケ
ミ
ヤ
ル

ピ
市
か
ら
は
毎
年
参
加
が
あ
る
。
七
年
に

は
同
市
で
国
外
で
は
初
の
雪
合
戦
大
会
が

開
か
れ
、
昭
和
新
山
実
行
委
員
会
か
ら
ス

タ
ッ
フ
を
派
遣
し
、
技
術
、
運
営
指
導
を

行

っ
た
。
さ
ら
に
町
民
が
講
師
と
な

っ
て

全
国
各
地
に
出
掛
け
雪
合
戦
の
普
及
に
努

め
て
い
る
。
町
は
大
会
運
営
費
の

一
部
を

助
成
し
て
い
る
。

-
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
の
交
流

一
方
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
の
交
流
は
雪

合
戦
を
通
し
て
よ
り

一
層
盛
ん
に
な

っ

た
。
中
学
生
の
国
際
理
解
と
国
際
感
覚
を

高
め
る
た
め
七
年
か
ら
同
国
へ
の
派
遣
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。
八
泊
九
日
の
研
修

の
う
ち
、
ケ
ミ
ヤ
ル
ピ
市
で
三
泊
四
日
の

ホ
l
ム
ス
テ
イ
を
体
験
す
る
。
参
加
者
の

感
想
は
「
ホ

l
ム
ス
テ
イ
で
は
言
葉
が
通

じ
な
か

っ
た
が
、
心
は
通
じ
て
思
い
出
に

な
っ
た
」
と
好
評
で
、
町
の

P
R
に
も
大

い
に
役
立

っ
て
お
り
、
今
後
も
事
業
を
継

続
し
て
い
く
方
針
だ
。

雪
合
戦
に
つ
い
て
近
い
将
来
、
国
際
的

な
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
す
る
こ
と
を

夢
み
て
、
ま
た
雪
合
戦
発
祥
の
地
と
し
て

全
世
界
に
普
及
さ
せ
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
種

目
に
採
用
さ
れ
れ
ば
と
願

っ
て
い
る
。

雪
合
戦
を
通
じ
た
国
際
交
流
の
促
進
や

中
学
生
派
遣
は
両
地
域
間
の
相
互
理
解
と

産
業
、
観
光
、
文
化
の
相
互
発
展
に
貢
献

す
る
だ
ろ
う
。
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白
-
界
に
聞
か
れ
た
ま
ち
〈
民
間
国
際
交
流
団
体
部
門
〉

北
海
道
滝
川
市
・
イ
リ
マ
ニ
の
会

(
平
成
六
年
四
月
z
一

ボ
リ
ビ
ア
で

保
育
活
動
や

職
業
技
術
指
導

-
青
年
協
力
隊
O
B
が
開
園

海
外
青
年
協
力
隊
で
保
育
士
と
し
て
南

米
ボ
リ
ビ
ア
に
派
遣
さ
れ
た
隊
員

O
B

が
、
現
地
の
保
育
事
情
は
地
域
経
済
状
況

も
含
め
て
課
題
が
多
く
、
組
織
を
つ
く
っ

て
の
支
援
活
動
が
最
良
の
方
法
と
し
て
平

成
六
年
に
設
立
し
た
。
イ
リ
マ

ニ
と
は
ボ

リ
ビ
ア
最
高
峰
の
山
の
名
。

活
動
は
、
現
地
で
は
保
育
園
の
支
援
と

地
域
住
民
へ
の
保
育
セ
ミ
ナ
ー
、
保
健
衛

生
指
導
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
拠

点
の
ス
ク
レ
市
に
は
保
育
園
が
な
く
、
単

保
育
園
で
の
お
や
つ
の
時
間
。
給
食
と
お
や
つ
を
四

回
支
給
。
栄
養
改
善
に
カ
を
入
れ
て
い
る

地域づくり総務大臣表彰

身
現
地
入
り
し
た
北
浦
久
美
子
代
表
が
民

家
の

一
室
を
借
り
て
八
年
前
開
園
し
た
。

最
初
の
園
は
現
地
の
ス
タ
ッ
フ
五
人
で
ス

タ
ー
ト
。
預
か
る
子
供
は
二
歳
か
ら
六
歳

ま
で
で
、
「
ミ
ス
キ
イ
ワ
シ
」
(
心
地
よ
い

家
)
と
名
付
け
た
。
ボ
リ
ビ
ア
に
は
保
母

の
養
成
機
関
が
な
く
、
ス
タ
ッ
フ
も
全
く

の
素
人
の
た
め
、
保
母
養
成
教
室
を
開
い

て
指
導
し
な
が
ら
の
運
営
だ
っ
た
。
今
で

は
園
児
は
四
カ
所
で
八
十
人
、
現
地
人
ス

タ
ッ
フ
は
十
九
人
に
ま
で
増
え
た
。
ま
た

近
く
の
村
に
住
む
女
性
の
ほ
と
ん
ど
が
読

み
書
き
が
で
き
な
い
た
め
巡
回
栄
養
指
導

を
行
っ
て
い
る
。
園
児
の
父
母
に
は
年
数

回
、
栄
養
士
に
よ
る
勉
強
会
を
開
い
た
り
、

編
み
物
技
術
や
パ
ン
づ
く
り
と
い
っ
た
職

業
技
術
指
導
も
行
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
活
動
で
園
児
の
優
秀
さ
(
発

想
や
思
考
力
)
は
小
学
校
の
教
師
の
間
で

注
目
の
的
に
な
っ
て
い
る
。

-
・
国
際
交
流
フ
工
ス
タ

一
方
、
滝
川
市
内
で
は
現
地
支
援
の
た

め
の
資
金
づ
く
り
と
会
の
支
援
者
拡
大
運

動
を
進
め
て
お
り
、
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
は
市
の
国
際
交
流
の

一
大
拠
点
に

な
っ
て
い
る
。
間
滝
川
国
際
交
流
協
会
や

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携
し
て
ボ
リ
ビ

ア
の
物
産
品
販
売
や
文
化
紹
介
で
地
域
の

国
際
化
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た
。

栃
木
県
足
利
市
・
足
利
市
国
際
交
流
協
会

(平成四年

英
語
だ
け
で

十
日
間
暮
ら
す

共
同
生
活

-
七
部
会
で
活
動
展
開

市
内
に
住
む
外
国
人
の
増
加
と
と
も
に

地
域
の
国
際
化
が
進
み
、
市
民
主
導
型
の

国
際
交
流
団
体
が
必
要
と
い
う
機
運
が
高

ま
り
、
市
民
と
行
政
が
協
力
し
て
平
成
四

年
に
設
立
さ
れ
た
。

友
好
交
流
、
ホ

l
ム
ス
テ
イ
な
ど
七
つ

の
部
会
を
設
け
、
会
員
自
ら
が
自
主
的
に

活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

青
少
年
と
地
域
在
住
外
国
人
と
の
交
流

を
深
め
る
た
め
二
泊
三
日
の
共
同
生
活
を

行
う
「
ジ
ュ

ニ
ア
・
サ
マ

l
・
キ
ャ
ン
プ
」

や
十
日
間
英
語
の
み
で
生
活
し
、
ア
メ
リ

カ
の
文
化
、
習
慣
を
学
ぶ
「
ア
メ
リ
カ

ン
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
は
多
く
の
青
少
年
や

父
兄
、
学
校
関
係
者
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
て
い
る
。

.

.
 エッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

ま
た
、
青
少
年
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

を
開
催
し
、
市
内
外
の
高
校
生
、
大
学
生
、

社
会
人
に
国
際
交
流
・
協
力
に
つ
い
て
提

言
し
て
も
ら
い
、
地
域
の
国
際
化
へ
の
関

心
を
高
め
て
い
る
。
青
年
海
外
協
力
隊
の

帰
国
報
告
で
は
、
開
発
途
上
国
の
現
状
と

発
展
に
貢
献
し
て
い
る
日
本
人
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
活
躍
の
様
子
を
市
民
に
提
供
し
て

い
る
。

昨
年
、
日
本
人
と
結
婚
し
て
い
る
市
内

在
住
の
外
国
人
女
性
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
が
協
会

内
に
結
成
さ
れ
、
外
国
人
同
士
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
つ
く
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の

文
化
、
習
慣
、
食
べ
物
な
ど
を
日
本
人
に

紹
介
す
る
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た

民
間
の
日
本
語
学
校
と
共
催
で
外
国
人
に

よ
る
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
、
日

31⑨I由峨づくり2002年4月号

本
人
に
ス
ペ
イ
ン
語
講
座
、
外
国
人
に
は

日
本
語
講
座
を
毎
年
開
催
。
家
族
ぐ
る
み

で
ク
リ
ス
マ
ス
を
祝
う
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ

ス
マ
ス
に
は
五
百
人
以
上
が
参
加
、
市
民

と
外
国
人
の
交
流
の
場
に
な
っ
て
い
る
。



愛
媛
県
小
田
岡
・

O
D
A
の
木
協
会

(平

緑
を
通
じ

積
極
的
に
タ
イ

と
国
際
交
流

-
中
学
生
み
ど
り
の
協
力
隊

町
名
と
政
府
開
発
援
助
の
ロ
ー
マ
字
表

記
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
目
を
付
け
、
平

成
九
年
、
町
民
有
志
で
設
立
し
た
。
町
の

主
要
産
業
で
あ
る
林
業
や
自
然
環
境
を
ベ

ー
ス
に
地
球
環
境
教
育
活
動
や
国
際
協
力

交
流
活
動
を
目
的
に
行
政
が
取
り
組
ん
で

い
た
「
O
D
A
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事
業

が
終
了
し
た
の
に
伴
い
、
こ
れ
ら
を
引
き

継
い
だ
。

国
際
化
、
環
境
教
育
、
ブ
ラ
ン
ド
の
三

セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
け
て
活
動
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
タ

イ
と
の
交
流
。

中
学
生
み
ど
り
の
国
際
協
力
は
、
乱
伐

に
よ
っ
て
森
林
が
激
減
し
た
タ
イ
北
部
の

市
に
中
学
生
ら
で
結
成
す
る
「
国
際
協
力

隊
」
を
派
遣
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が

ら
植
林
体
験
や
現
地
の
林
業
視
察
な
ど
を

通
じ
て
「
木
の
ま
ち
・
小
田
」
に
あ
る
森

林
資
源
の
価
値
を
再
認
識
し
、
環
境
問
題

へ
の
認
識
を
高
め
る
活
動
を
し
て
い
る
。

ま
た
中
学
生
が
訪
問
し
た
先
の
学
校
の
教

員
、
生
徒
を
招
き
、
日
本
文
化
や
習
慣
、

時
限力協のジ」み生学中るすを糸町キ，H

1檎で白山1τJ
 
現
日
本
語
な
ど
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
町
民

と
の
国
際
交
流
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

-
・
林
業
研
修
員
を
受
け
入
れ

国
際
協
力
事
業
団

(
J
I
C
A
)
と
も

協
力
し
、
タ
イ
の
林
業
研
修
員
を
町
で
受

け
入
れ
、
森
林
組
合
の
植
林
か
ら
搬
出
作

業
、
木
材
団
地
な
ど
の
視
察
や
体
験
実
習

も
実
施
し
て
い
る
。

さ
ら
に
外
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
出
会

い
、
触
れ
合
い
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
異
文
化
理
解
の
促
進
と
幅
広
い
視

野
、
豊
か
な
感
性
を
は
ぐ
く
も
う
と

O
D

A
の
木
交
流
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
フ

レ
ン
ド
シ
ッ
プ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
国
際

交
流
の
集
い
」
を
そ
れ
ぞ
れ
聞
き
、
留
学

生
、
町
民
と
の
間
で
海
外
料
理
体
験
実
習

や
ゲ

I
ム
、
踊
り
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

宮
崎
市
・
宮
崎
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

(

イ
ン
ド
の

子
供
た
ち
の

教
育
を
支
え
る

-
世
界
の

N
G
O
と
も
協
力

イ
ン
ド
の
最
貧
状
態
に
あ
る
児
童
に
教

育
機
会
を
与
え
、
社
会
参
加
へ
の
支
援
と

自
立
に
必
要
な
協
力
活
動
を
進
め
る
た
め

平
成
三
年
発
足
し
た
。
そ
れ
ま
で
あ
っ
た

イ
ン
ド
貧
民
の
教
育
を
支
え
る
会
の
十
年

間
の
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
た
。

イ
ン
ド
酉
ベ
ン
ガ
ル
州
カ
リ
ン
ポ
ン
に

あ
る
「
ド
ク
タ
ー

・
グ
ラ
ハ
ム
ズ

・
ホ
ー

ム
ズ
」
で
児
童
の
養
育
、
教
育
事
業
を
世

界
八
カ
国
の

N
G
O
と
共
同
で
実
施
し
て

い
る
。
現
地
の
子
供
が
貰
し
た
教
育
を

受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
ス
ラ
ム
社
会
か
ら

脱
却
し
て

一
社
会
人
と
し
て
自
立
し
て
い

る
。
毎
年
十
五
人
、

一
人
当
た
り
十
二
万

四
千
円
の
生
活
、
養
育
費
を
支
援
。

-
・
花
き
栽
培
を
指
導

ま
た
同
園
の
卒
業
者
自
立
の
た
め
設
置

さ
れ
た
園
芸
科
に
専
門
家
を
派
遣
、
職
業

教
育
の

一
環
と
し
て
技
術
指
導
し
て
い

る
。
花
栽
培
を
習
得
し
た
子
供
が
大
き
く

な
っ
て
花
の
産
業
を
興
し
、
自
立
す
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
に
併
せ
イ
ン
ド

の
施
設
職
員
を
招
き
、
県
内
の
大
学
で
人

材
育
成
を
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
カ
ル
カ
ッ
タ
に
あ
る
日
本
語
学

校
に
日
本
語
教
師
を
派
遣
す
る
と
と
も
に

宮
崎
の
専
門
学
校
の
協
力
を
得
て
日
本
語

学
校
卒
業
生
を
宮
崎
に
招
待
し
て
日
本
語

教
師
と
し
て
養
成
す
る
た
め
の
研
修
を
実

施
し
て
い
る
。

施設では衣 ・食 ・住・教育を保障

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員

や
県
民
を
対
象
に
情
報
誌
を
発
行
し
た
り

国
際
理
解
講
座
、
講
演
会
、
写
真
会
、
チ

ャ
リ
テ
ィ

l
バ
ザ
ー
を
通
じ
て
、
そ
の
活

動
を
広
く
県
民
や
支
援
者
に
知
ら
せ
て
い

る
。
こ
う
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
途
上
国
の

子
供
た
ち
の
実
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

住
民
の
関
心
も
高
ま
り
、
国
際
感
覚
も

年
々
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
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。
域
"
つ
く
り
団
体

、
山
形
県
三
川
町
・
三
川
卜
ピ
ア
創
造
委
員
会

(
昭
翌
八
十
一
八
一
主

大
き
な

反
響
呼
ぶ

全
国
方
言
大
会

-
設
立
の
経
緯

将
来
を
担
う
青
年
層
の
意
見
や
ア
イ
デ

ア
を
町
政
に
反
映
さ
せ
、
「
夢
の
あ
る
ま

ち
」
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
ま
ち
」
づ
く
り

を
目
指
し
、

三
川
町
の
支
援
も
あ

っ
て
三

十

一
人
の
町
内
若
手
が
集
ま

っ
て
発
足
し

た
。

-
・
主
な
活
動

「
三
川
町
に
は
何
も
な
い
。
あ
る
の
は
庄

内
弁
と
庄
内
米
だ
け
」
と
い
わ
れ
る
中
、

逆
転
の
発
想
か
ら
始
ま
っ
た
の
が
「
全
国

方
言
大
会
」
。
ふ
る
さ
と
志
向
の
時
流
と

地域づくり総務大臣表彰

は
別
に
、
地
域
文
化
の
見
直
し
と
伝
承
と

い
う
視
点
か
ら
方
言
を
そ
の
題
材
に
し

た
。
大
会
の
様
子
が
全
国
に
報
道
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
反
響
は
大
き
く
、
問
い
合
わ

せ
も
殺
到
し
た
。
す
で
に
十
五
回
を
数
え
、

各
地
の
方
言
だ
け
で
な
く
、
そ
の
歴
史
や

文
化
も
併
せ
て
紹
介
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
イ

ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
に
伴
い

標
準
語
で
の
会
話
が
普
通
と
な
り
、
若
い

人
の
間
で
は
祖
父
母
の
話
す
方
言
が
分
か

ら
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
町
に

残
る
庄
内
弁
を
す
劇
に
取
り
混
ぜ
て
紹
介

し
た
方
言
ビ
デ
オ
辞
典
を
製
作
。

逆転の発想から生まれた全国方言大会

-
・
・
成
果

昭
和
六
十
三
年
に
ま
と
め
た
提
言
は、

当
時
、
町
が
進
め
て
い
た
温
泉
開
発
に
活

か
さ
れ
、
菜
の
花
の
温
泉
「
田
田
」
の
誕

生
に
つ
な
が
っ
た
。
全
国
方
言
大
会
の
開

催
で
出
場
者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広

が
っ
た
ほ
か
、

J
A
が
「
宝
玄
米
」
を
販

売
し
た
り
、
お
菓
子
の
名
前
に
大
会
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
使
用
し
て
い
る
。
方
言
ビ
デ

オ
は
学
校
の
教
材
に
も
な
っ
て
い
る
。

.

.

.

.
 
今
後
の
展
開

当
初
の
目
的
で
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
へ

の
提
言
」
を
行
い
、
ビ
デ
オ
も
継
続
し
て

製
作
し
て
い
く
。

活ツグ11
動 lリ|塁
のリ l菌
柱ズン|き
ム |室
が !?

-
設
立
の
経
緯

町
の
活
力
低
下
を
心
配
し
た
農
畜
産

業
、
商
業
、
観
光
業
、
行
政
の
有
志
が

「
町
の
資
源
を
活
か
し
て
地
域
を
活
性
化

し
た
い
」
と
い
う
思
い
で
昭
和
六
十
二
年

結
成
。

当
初
は
手
づ
く
り
の
サ

ロ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
文
化
的
な
活
動
が
中
心
だ

っ
た

が
、
現
在
は
「
グ
リ
ー
ン
ツ

l
リ
ズ
ム
」

の
推
進
を
活
動
の
柱
に
し
て
い
る
。

-
・
主
な
活
動

「
食
と
芸
術
と
い
や
し
の
里
づ
く
り
」
と

い
う
目
標
に
向
け
、
榛
名
が
誇
る
五
つ
の

特
産
品
で
あ
る
牛
乳
、
シ
イ
タ
ケ
、
豚
、

梅
、
梨
を
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
し
て

い
る
。
と
く
に
豚
の
丸
焼
き
は
各
地
で
行

列
が
で
き
る
ほ
ど
人
気
が
あ
る
。
日
ご
ろ

山
林
に
接
す
る
こ
と
の
な
い
人
に
、
そ
の

大
切
さ
や
林
業
の
重
要
性
を
理
解
し
て
も

ら
う
「
農
林
自
然
学
校
加
は
る
な
」
、
親

子
で
自
然
の
大
切
さ
や
環
境
保
護
活
動
に

つ
い
て
学
ぶ
「
親
子
エ
コ
ロ
ジ
ー
キ
ャ
ン

プ
加
は
る
な
」
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
た
ボ
l
ト
で
川
を

下
る
「

E
ボ
l
ト
体
験
会
」
や
町
と
共
同

で
ふ
れ
あ
い
公
園
を
会
場
に
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
。
さ
ら
に
二
月
聞
か
れ
た
第

十
六
回
地
域
づ
く
り
団
体
全
国
研
修
交
流

会
群
馬
大
会
の
分
会
場
で
も
、
当
ネ
ッ
ト

が
中
心
と
な
っ
て
運
営
し
た
。

・
・
・
成
果

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
は
町
の
総
合
文
化

会
館
「
エ
コ

ー
ル
」
建
設
の
大
き
な
原
動

力
と
な
っ
た
。
特
産
品
の
販
売
が
き
っ
か

け
と
な
っ
て
ブ
ル

l
ベ
リ
ー
な
ど
新
た
な

品
目
の
生
産
が
始
ま
り
、
フ
ル
ー
ツ
団
地

の
分
譲
も
好
評
。

.

.

.

.
 今
後
の
展
開

世
代
間
交
流
を
意
識
し
た
事
業
に
力
を

入
れ
、
子
供
を
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
画
さ

せ
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。

林間遊牧豚の丸焼き
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東
京
都
練
馬
区
・
小
竹
の
森
音
楽
祭
実
行
委
員
会

(平

世
界
一

小
さ
な
音
楽
祭

を
開
催

-
設
立
の
経
緯

練
馬
区
小
竹
町
は
、
周
辺
に
武
蔵
野
音

大
や
日
大
芸
術
学
部
が
あ
り
、
多
く
の
芸

術
家
、
音
楽
愛
好
家
が
住
ん
で
い
る
地
区

で
あ
る
。
当
時
の
区
立
小
竹
小
の
校
長
、

佐
藤
公
泰
氏
が
「
地
域
が

一
体
と
な
っ
た

音
楽
祭
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
」
と
提
案

し
た
こ
と
か
ら
、
学
校
の
先
生
、

P
T
A

役
員
、
小
竹
町
会
役
員
を
中
心
に
結
成
さ

れ
た
。

-
・
主
な
活
動

平
成
五
年
に
第

一
回
小
竹
の
森
音
楽
祭

を
開
催
し
た
。
昨
年
十
月
、
九
回
目
を
迎

え
た
が
第

一
部
は
小
学
生
の
鼓
笛
隊
や
マ

マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
な
ど
ア
マ
チ
ュ
ア
の
演

奏
、
第
二
部
は
プ
ロ
の
演
奏
と
い
う
構
成

は
当
初
か
ら
同
じ
。

音
楽
祭
に
は
、
毎
回
、
地
域
に
ち
な
ん

だ
テ
l
マ
を
設
け
て
お
り
、
地
元
出
身
の

作
調
家
の
曲
を
取
り
上
げ
た
り
、
武
蔵
野

音
大
教
授
の
特
別
出
演
を
得
た
り
す
る
な

ど
企
画
面
で
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
る
。
コ

ン
サ
ー
ト
の
最
後
に
は
プ
ロ
と
ア
マ
全

員
、
約
二
百
五
十
人
が
出
演
す
る
グ
ラ
ン

ド
フ
ィ
ナ
ー
レ
(
小
竹
の
森
視
察
管
弦
楽

団
)
も
演
奏
さ
れ
、
会
場
は
感
動
に
包
ま

れ
る
。

実
行
委
員
会
は
出
演
交
渉
、
広
報
宣
伝
、

会
場
準
備
な
ど
を
担
当
す
る
。
な
お
、
音

楽
祭
当
日
に
は

P
T
A
、
町
会
、
商
庖
街

か
ら
百
八
十
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

会
場
設
営
、
受
付

・
案
内
、
交
通
整
理
に

協
力
し
て
い
る
。

小竹の森音楽祭フ ィナーレ

-
・
・
成
果
と
今
後
の
展
開

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
で

「世
界

一
小
さ
な
音

楽
祭
」
と
銘
打
つ
小
竹
の
森
音
楽
祭
だ
が
、

小
さ
い
が
ゆ
え
に
地
元
に
親
し
ま
れ
、
愛

さ
れ
る
催
し
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
に
な

っ
て

い
る
。

今
後
も
秋
に
音
楽
祭
を
継
続
し
て
実
施

し
て
い
く
。

岐
車
県
福
岡
町
・
福
岡
町
夢
倶
楽
部

(平成三年四月設立、

「
自
由
な
発
想
」

を
合
言
葉
に

ま
ち
づ
く
り

-
設
立
の
経
緯

夏
祭
り
の
開
催
に
向
け
た
商
工
会
青
年

部
の
集
ま
り
が
母
体
と
な
り
、
そ
の
後
、

農
業
、
商
庖
主
、
公
務
員
、
主
婦
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
職
業
に
携
わ
る
こ
十
代
か
ら
七

十
代
の
幅
広
い
年
齢
層
の
住
民
が
加
わ

り
、
地
域
づ
く
り
集
団
「
夢
倶
楽
部
」
と

し
て
設
立
し
た
。
毎
月

一
回
開
く
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
で
は
、
職
種
や
年
齢
を
問
わ
ず
、

自
由
な
発
想
で
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
行
っ
て
い
る
。

験体暗号品「.Lr 
キド「器土器土でき」脇田野

-
・
主
な
活
動

夢
倶
楽
部
が
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
が

「
い
き
い
き
福
岡
フ
ォ
ー
ラ
ム
白
」
。
こ
の

会
合
で
は
町
の
将
来
に
つ
い
て
夜
遅
く
ま

で
語
り
合
い
、
「
お
年
寄
り
の
知
恵
や
技

術
を
生
か
し
た
ま
ち
お
こ
し
」
「
裸
足
の

道
づ
く
り
」
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
の
提
言

を
町
に
提
出
し
た
。

農
村
芝
居
小
屋
「
常
盤
座
」
で
は
名
古

屋
交
響
楽
団
の
演
奏
家
を
招
い
て
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
聞
い
た
。

町
内
二
十
五
キロ
の
コ

l
ス
を
、
飲
ま
な

い
、
食
べ
な
い
、
走
ら
な
い
、
で
歩
き
通

す
「
か
ち
歩
き
大
会
」
に
は
子
供
か
ら
高

齢
者
ま
で
三
百
人
以
上
が
参
加
、
町
の

一

大
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
近
年
は
他
県
の
地
域
づ
く
り
団

体
と
の
交
流
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
お
互
い
に
、
ま
ち
お
こ
し
に
関
す

る
実
践
例
や
今
後
の
計
画
を
紹
介
し
合

っ

た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
開
発
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
特
産
品
を
交
換
、
会
員
の
庖
で
販
売

し
て
い
る
。

-
・
・
成
果
と
今
後
の
展
開

メ
ン
バ
ー
の
酒
屋
は
、
本
醸
造
生
原
酒

「夢
倶
楽
部
」
を
開
発
し
た
り
、
町
の
特

産
品
開
発
に
h
H
を
入
れ
て
い
る
。
今
後
は

人
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
広
げ
な
が

ら
町
の
活
性
化
に
貢
献
し
た
い
。
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奈
良
県
橿
原
市
・
今
井
田
町
並
み
保
存
会

(
昭
和
六
十
一
年
一
塁

歴
史
を

生
か
し
た

町
並
み
保
存

-
設
立
の
経
緯

今
井
町
に
は
江
戸
時
代
以
来
の
伝
統
的

な
町
家
建
物
が
数
多
く
残

っ
て
い
る
。

「
町
並
み
全
体
が
歴
史
的
に
重
要
で
あ
る
」

と
大
学
の
調
査
で
指
摘
さ
れ
た
こ
と
か
ら

今
井
町
自
治
会
が
中
心
と
な

っ
て
「
歴
史

を
活
か
す
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
す
住
民

組
織
を
設
立
し
た
。
町
内
に
は
町
並
み
保

存
に
消
極
的
な
団
体
が
あ
る
が
、
話
し
合

い
を
重
ね
平
成
五
年
に
国
の
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
指
定
に
こ
ぎ
着
け

た
。

-
・
主
な
活
動

年

一
回
、
地
区
内
の
重
要
文
化
財
や
県

指
定
文
化
財
、
修
理
が
完
了
し
た
町
家
を

所
有
者
の
理
解
を
得
て

一
般
公
開
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
際
、

二
十
人
程
度
の
来
訪

者
会
二
グ
ル
ー
プ
に
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
案
内
す
る
ガ
イ
ド
ウ
ォ

1
ク
を
実
施
。

各
ポ
イ
ン
ト
に
ク
イ
ズ
や
ス
タ
ン
プ
を
用

意
、
楽
し
み
な
が
ら
見
学
し
て
も
ら
え
る

よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

同
時
に
江
戸
時
代
、
月
に
六
回
の
奉
公

の
休
み
に
開
催
さ
れ
た
「
六
斎
市
」
に
ち

地域づくり総務大臣表彰

今
井
・
町
並
み
散
歩
「
ス
タ
ン
プ
・
ラ
リ
|
」

な
ん
で
フ
リ

l
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
実
施
し

て
、
あ
り
し
日
の
に
ぎ
わ
い
を
再
現
。
こ

の
他
空
き
家
に
な
っ
て
い
る
町
家
の
新
た

な
活
用
事
例
を
示
す
た
め
写
真
展
、
陶
芸

展
、
演
奏
会
を
開
い
た
り
、
子
供
た
ち
に

家
造
り
を
身
近
で
体
験
さ
せ
る
た
め
の
土

壁
塗
り
や
鬼
瓦
づ
く
り
の
体
験
学
習
会
も

実
施
し
て
い
る
。

.

.

.
 
成
果
と
今
後
の
展
開

保
存
会
が
運
営
し
て
い
る
町
家
「
今
井

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」
は
地
区
内
外
を

問
わ
ず
、
町
家
建
て
替
え
計
画
を
も
っ
て

い
る
人
の
参
考
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

町
家
保
存
の
運
動
を
進
め
て
い
る
全
国
の

団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進
し
、

来
年
、
県
内
で
全
国
町
並
み
ゼ
ミ
の
開
催

を
検
討
し
て
い
る
。

‘P 

大
阪
府
岸
和
田
市
・
岸
和
田
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
会

(
昭
和
五
十
三
年
三
月
日
一

実
行
力
の
伴
う

仕
掛
人
グ
ル
ー

プ
を
目
指
す

-
設
立
の
経
緯

岸
和
田
青
年
会
議
所
が
設
立
二
十
周
年

の
記
念
事
業
と
し
て
昭
和
五
十
三
年、

「
岸
和
田
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開

催
し
た
。
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
市
内
の
各
種
団

体
や
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
た
。
こ
れ
を
契

機
に
、
年
間
を
通
じ
て
「
ま
ち
づ
く
り
」

を
考
え
、
実
践
し
て
い
こ
う
と
し
て
考
え

る
会
が
誕
生
し
た
。

実
行
力
の
伴
う
仕
掛
人
を
基
本
理
念
に

講
師
と
と
も
に
郷
土
資
料
館
見
学

掲
げ
、

「
私
た
ち
の
ま
ち
は
、
私
た
ち
の

手
で
」
を
合
言
葉
に
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

で
き
る
事
業
を
開
催
し
て
い
る
。

-
・
主
な
活
動

「市
民
の
観
点
か
ら
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

つ
い
て
講
演
会
、
ま
ち
づ
く
り
ウ
ォ

ッ
チ

ン
グ
、
勉
強
会
な
ど
の
学
習
活
動
を
行

っ

て
い
る
。
柳
川
市
(
福
岡
県
)
、
近
江
八

幡
市
(
滋
賀
県
)
、
安
土
町
(
同
)
な
ど

の
ま
ち
づ
く
り
団
体
を
招
い
て
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
聞
き
、
住
民
の
意
識
啓
発
を
図
っ

て
い
る
ほ
か
、
行
政
へ
の
提
言
も
行
っ
て

い
る
。

ま
た
、
昭
和
六
十
三
年
の
岸
和
田
城
築

城
四
百
年
に
際
し
て
は
年
間
を
通
じ
て
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
ゃ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

た
。

.

.

.
 
成
果

市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
二
十
四
回
を

数
え
、
市
民
に
定
着
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
形
成
に
大
き
く
貢
献
。
築
城
イ
ベ

ン
ト
は
泉
州
国
際
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
と

し
て
継
続
、
発
展
し
広
域
的
な
広
が
り
を

見
せ
て
い
る
。

.

.

.

.
 
今
後
の
展
開

よ
り

一
層
の
行
政
へ
の
市
民
参
加
促

進
、
市
民
と
行
政
と
の
役
割
分
担
、
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
を
目
指
す
。
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島
根
県
津
和
野
間
・
ふ
る
さ
と
畑
迫

(昭和六

離
郷
者
と
の

交
流
を
推
進
、

ほ
た
る
祭
開
催

-
設
立
の
経
緯

高
齢
、
少
子
化
、
若
年
人
口
の
流
出
な

ど
典
型
的
な
過
疎
化
を
た
ど
っ
て
い
る
な

か
、
老
若
関
係
な
く

一
丸
と
な
っ
て
町
お

こ
し
に
取
り
組
も
う
と
青
年
団
が
畑
迫
地

区
の
住
民
に
呼
び
か
け
て
設
立
し
た
。

-
・
主
な
活
動

将
来

U
-
-タ
l
ン
に
つ
な
が
れ
ば
、

と
の
発
想
か
ら
、
地
域
出
身
者
(
離
郷
者
)

と
の
交
流
に
目
を
付
け
、
古
里
の
様
子
を

情
報
誌
に
し
て
定
期
的
に
送
付
し
た
り
地

元
の
懐
か
し
い
味
を
小
包
に
し
て
年
末
に

発
送
し
た
。
ふ
る
さ
と
小
包
は
、
行
政
が

行
っ
て
い
る
ケ
l
ス
は
多
い
が
、
当
団
体

の
よ
う
に
地
域
づ
く
り
団
体
が
自
主
的
、

主
体
的
に
実
施
し
て
い
る
の
は
珍
し
い
。

現
在
は
特
産
品
開
発
、
そ
ば
生
産
、
交

流
推
進
、
ホ
タ
ル
研
究
な
ど
七
つ
の
専
門

部
会
を
設
け
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
中
で
も
ホ
タ
ル
研
究
部
は
昔
か
ら

こ
の
地
に
生
息
し
て
い
る
源
氏
ボ
タ
ル
に

注
目
。
平
成
元
年
か
ら
「
ほ
た
る
祭
り
」

を
実
施
。
会
場
近
く
の
川
を
飛
び
交
う
ホ

タ
ル
の
鑑
賞
、
小
学
生
の
和
太
鼓
や
伝
統

ほ
た
る
研
究
部
会
に
よ
る
ほ
た
る
池
の
整
備

芸
能
を
披
露
す
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
特

産
品
の
展
示
販
売
を
行
う
ほ
か
六
月
十
日

か
ら
二
十
五
日
ま
で
「
ホ
タ
ル
パ
ス
」
も

運
行
す
る
。
全
国
か
ら
公
募
し
て
「
ほ
た

る
音
頭
」
も
つ
く
っ
た
。
回
を
重
ね
る
ご

と
に
企
画
、
内
容
も
充
実
し
、
今
や
町
を

代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
し
た
。

-
・
・
成
果
と
今
後
の
展
開

ホ
タ
ル
を
テ
l
マ
と
し
た
活
動
は
小
学

生
と
も
連
携
し
て
水
質
浄
化
や
飼
育
に
努

め
て
お
り
、
環
境
意
識
の
向
上
と
美
し
い

自
然
の
保
護
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

離
郷
者
と
い
う
交
流
を
さ
ら
に
進
め
る

と
と
も
に
、
畑
迫
の
花
「
あ
じ
さ
い
」
を

活
用
し
た
公
園
建
設
と
花
い
っ
ぱ
い
運
動

を
展
開
す
る
。

広
島
市
・
可
部
カ
ラ
ス
の
会

(
平
成
九
年
四
夏
、

ト
イ
レ
を
小
さ

な
美
術
館
に
、

町
並
み
保
存
も

-
設
立
の
経
緯

昔
か
ら
商
人
の
町
と
し
て
「
口
達
者
な

カ
ラ
ス
」
に
た
と
え
ら
れ
て
き
た
可
部
の

ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
を
逆
手
に
取
り
、
「
利

口
で
結
束
力
あ
る
カ
ラ
ス
」
「
可
部
の
ま

ち
を
も
っ
と
も
っ
と
素
晴
ら
し
い
ま
ち
に

し
て
い
き
た
い
」
と
の
発
想
で
有
志
が
集

ま

っ
て
設
立
し
た
。

-
・
主
な
活
動

可
部
は
城
下
町
で
、
そ
の
後
陸
連
、
舟
運

の
拠
点
と
し
て
栄
え
た
こ
と
か
ら
古
い
町

並
み
や
多
く
の
歴
史
文
化
資
源
が
あ
る
。

小中学校への文化・環境の出前塾

こ
れ
ら
を
貴
重
な
地
域
資
源
と
し
て
と
ら

え
、
環
境
、
文
化
、
ま
ち
づ
く
り
の
三
部

門
で
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

と
く
に
ま
ち
づ
く
り
部
門
で
は
、
「
ト

イ
レ
は
小
さ
な
美
術
館
」
と
位
置
付
け
し
、

公
園
ト
イ
レ
建
設
に
参
画
。
地
域
の
子
供

に
絵
タ
イ
ル
を
指
導
し
て
ト
イ
レ
外
壁
に

貼
っ
た
り
、
可
部
の
ま
ち
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
マ
ン
ホ
ー
ル
作
り
を
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
。

町
家
の
改
修
事
例
を

P
R
し
な
が
ら
町
並

み
保
存
活
動
、
廃
止
が
検
討
さ
れ
て
い
る

可
部
線
の
存
続
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。

環
境
対
策
と
し
て
は
、
可
部
を
流
れ
る

根
の
谷
川
の
清
掃
活
動
や
定
点
水
質
検
査

を
行
っ
て
い
る
。
地
域
の
小
学
生
も
環
境

学
習
の

一
環
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
ま

た
小
中
学
校
の
総
合
学
習
の
時
間
に
環
境

の
重
要
性
な
ど
を
教
え
よ
う
と
出
前
塾
も

実
施
し
て
い
る
。

文
化
面
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て

る
た
め
老
人
に
昭
和
初
期
の
に
ぎ
や
か
だ

っ
た
こ
ろ
の
町
並
み
を
地
図
に
描
い
て
も

ら
っ
て
町
並
み
再
現
活
動
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

.

.

.
 
成
果
と
今
後
の
展
開

ま
ち
づ
く
り
は
住
民
の
手
で
と
い
う
機

運
が
盛
り
上
が
り
、
地
域
と
の
連
携
が
活

発
に
な
っ
た
。
行
政
と
住
民
の
架
け
橋
的

存
在
に
な
る
活
動
を
続
け
て
い
く
。
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愛
媛
県
関
前
村
・
蝶
を
そ
だ
て
る
島
の
会

(平成二年二月設立、

珍
蝶
発
見
で

チ
ョ
ウ
の
島

づ
く
り

-
設
立
の
経
緯

島
の
子
供
に
自
然
科
学
を
学
べ
る
機
関

を
と
村
の
有
志
が
自
然
科
学
教
室
を
設

立
。
そ
の
後
、
絶
滅
す
前
の
珍
蝶
「
ク
ロ

ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
」
が
発
見
さ
れ
た
の
を
き

っ
か
け
に
「
ふ
る
さ
と
の
自
然
を
知
り
、

郷
土
愛
を
は
ぐ
く
も
う
」
と
自
然
科
学
教

室
の
メ
ン
バ
ー
を
母
体
に
発
足
し
た
。

-
・
主
な
活
動

「
チ
ョ
ウ
の
島
」
づ
く
り
を
目
指
し
、

「ク

ロ
ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
」
と
そ
の
食
草

「
ツ
メ
レ
ン
ゲ
」
の
保
護
繁
殖
の
研
究
か

ら
始
ま
り
、
年
間
二
百
日
の
生
態
観
察
と

図
鑑
著
者
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
二
年
か

け
て
習
得
。
一

方
で
メ
ン
バ
ー
自
作
に
よ

る
生
息
地
案
内
板
を
設
置
し
た
り
、
飼
育

ハ
ウ
ス
の
設
営
、
活
動
資
金
の
募
金
活
動

に
取
り
組
ん
だ
。
村
に
は
こ
れ
と
い
っ
た

土
産
品
が
な
い
こ
と
か
ら
、
チ
ョ
ウ
の
島

地域づくり総務大臣表彰

の
P
R
に

一
石
二
鳥
と

T
シ
ャ
ツ
、
ト
レ

ー
ナ
ー
、
飾
り
ち
ょ
う
ち
ん
、
絵
は
が
き
、

イ
ヤ
リ
ン
グ
な
ど
十
三
種
類
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
蝶
グ
ッ
ズ
を
製
作
販
売
。
村
の
イ
ベ
ン

ト
に
も
参
加
。
秋
の
産
業
文
化
祭
に
は

「
日
本
の
蝶
標
本
展
」
「
蝶
装
飾
展
」

「甲

虫
標
本
展
」
を
聞
い
た
。

ま
た
、
画
家
の
協
力
を
得
て
子
供
た
ち

と

一
緒
に
な
っ
て
学
校
に
チ
ョ
ウ
の
壁
画

を
完
成
さ
せ
、
昆
虫
を
通
じ
て
自
然
保
護

の
普
及
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

-
・
・
成
果
と
今
後
の
展
開

ク
ロ
ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
の
発
見
で
、
今
ま

で
チ
ョ
ウ
に
無
関
心
だ
っ
た
人
が
興
味
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
地
域
の
女
子
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
チ

l
ム
が
名
前
を
パ
ピ
ヨ
ン

(
仏
語
で
チ
ョ
ウ
)
と
し
た
り
、

一
般
家

庭
で
も
ツ
メ
レ
ン
ゲ
栽
培
に
取
り
組
む
よ

う
に
な
っ
た
。
村
営
フ
ェ
リ
ー
の
船
腹
に

チ
ョ
ウ
の
絵
入
れ
を
す
る
た
め
の
運
動
や

蝶
型
も
な
か
の
製
作
を
検
討
し
て
い
る
。

大
分
県
別
府
市
・
別
府
八
湯
竹
瓦
倶
楽
部

(
平
成
十
年
九
月
設
立
、
=

情
緒
あ
ふ
れ
る

ゆ
か
た

ω

ピ
ン
ポ
ン
大
会

-
設
立
の
経
緯

別
府
市
に
は
亀
川
、
鉄
輪
な
ど
八
つ
の

温
泉
地
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
竹
瓦
温
泉
の

保
存
や
温
泉
界
隈
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
設
立
し
た
。

-
・
主
な
活
動

別
府
は
戦
災
に
遭
っ
て
い
な
い
た
め
、

中
心
部
は
道
路
も
狭
く
、
古
い
建
築
物
が

密
集
し
て
い
る
地
区
が
多
い
。
こ
う
し
た

埋
も
れ
た
魅
力
を
発
掘
し
、
ま
ち
に
活
気

を
取
り
戻
す
た
め
、
第
二
、
第
四
日
曜
日

に
ウ
ォ

l
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
実
施
。
ま
た
、

昼
の
街
歩
き
と
は
違
っ
た
ネ
オ
ン
輝
く
夜

の
料
飲
街
の
路
地
を
探
索
、
こ
れ
も
第
二
、

第
四
金
曜
日
に
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
浴
衣
に
ぞ
う
り
と
い
う
温
泉
客

の
定
番
ウ
エ
ア
で
の
「
ゆ
か
た
白
ピ
ン
ポ

ン
大
会
」
を
商
庖
街
で
実
施
。
ユ
ニ
ー
ク

で
、
温
泉
情
緒
あ
ふ
れ
る
楽
し
い
催
し
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
迷
路
の
よ
う

な
路
地
を
舞
台
に
「
裏
が
表
の
十
日
間
路

地
裏
文
化
祭
」
を
平
成
十
二
年
十
月
二
十

日
か
ら
十
日
間
実
施
し
た
。
温
泉
討
論
会

や
隠
れ
た
食
を
紹
介
す
る
な
ど
企
画
も
り

~ 

だ
く
さ
ん
で
、
都
市
の

一
角
に
根
付
く
生

活
文
化
を
楽
し
ん
で
も
ら
っ
た
。
参
加
者

は
約
三
千
人
。

.

.

.
 
成
果
と
今
後
の
展
開

倶
楽
部
の
活
動
が
地
元
の
人
に
認
知
さ

れ
、
竹
瓦
界
隈
を
訪
れ
る
人
が
増
え
、
と

く
に
若
者
が
街
に
戻
る
よ
う
に
な
っ
た
。

新
た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
五
庖
舗
オ
ー
プ
ン

し
、
竹
瓦
温
泉
の
改
修
予
定
が
あ
る
。
こ

の
動
き
が
引
き
金
と
な
っ
て
竹
瓦
以
外
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
づ
く
り
活
動
が
広
が

り
、
別
府
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
る
。

ウ
ォ

l
キ
ン
グ
ツ
ア

l
、
ピ
ン
ポ
ン
大

会
に
加
え
、
別
府
八
湯
温
泉
道
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
や
竹
瓦
地
域
の
歴
史
、
文
学
、
人

な
ど
を
紹
介
し
た
雑
誌
の
出
版
を
計
画
。
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報
化
団
体

マ
ル
チ
メ
平
守
ア

セ
ン
タ
ー
を

整
備

-
概
要
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
デ
ジ
タ
ル
情
報
の
体

験
装
置
を
設
け
、
無
料
プ
ロ
パ
イ
ダ

1
サ

ー
ビ
ス
、
多
地
点
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
、

パ
ソ
コ
ン
研
修
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報

作
成
機
能
、

F
A
X
・
電
話
に
よ
る
情
報

提
供
サ
ー
ビ
ス
な
ど
地
域
情
報
化
の
中
核

施
設
と
し
た
。

ま
た
、
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
は
市
役
所
と

五
カ
所
の
施
設
を
結
び
、
出
先
機
関
に
対

す
る
情
報
提
供
を
充
実
さ
せ
た
。

'々ンセアイ-7 
，メチ・νマ-つわきで民市

.

.

 
成
果

市
役
所
の
す
べ
て
の
課
で
ホ
l
ム
ペ
ー

ジ
を
作
成
し
た
ほ
か
、
文
書
・
情
報
の
共

有
化
を
進
め
、
紙
文
書
を
大
幅
に
削
減
し

て
事
務
処
理
の
改
善
を
図
っ
た
。
図
書
情

報
の
提
供
に
よ
っ
て
図
書
の
貸
し
出
し
数

が
増
加
(
十
二
年
度
で
対
前
年
度
比

一

五
%
)
し
た
。

.

.

.
 
優
れ
て
い
る
点

市
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内
に
映

像
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
な
ど
の
情
報
を
蓄
積
す

る
こ
と
が
で
き
、
小
中
学
校
で
の
閲
覧
や

学
校
聞
の
情
報
交
換
な
ど
学
習
、
教
育
分

野
の
情
報
化
の
推
進
を
図
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
地
域
イ

ン
ト
ラ
ネ

ッ
ト
を
組
織
的
に
融
合
し
、
経

済
的
に
も
効
率
の
よ
い
シ
ス
テ
ム
を
構
築

で
き
た
。
ま
た
同
セ
ン
タ
ー
と
市
内
各
学

校
聞
の
光
フ

ァ
イ
バ
ー
で
の
接
続
や
電
子

自
治
体
に
対
応
し
た
新
た
な
総
合
行
政
シ

ス
を
構
築
で
き
る
。

F
A
X
や
電
話
で
も
市
ホ

l
ム
ベ

i
ジ

上
の
情
報
の
入
手
が
可
能
と
な

っ
た
。

人
材
育
成
の
必
要
性
に
着
目
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
研
修
会
を
早
い
段
階
か
ら
実
施
し

て
い
る
。

ハ
ー
ド
の
整
備
だ
け
で
な
く
、

市
民
生
活
向
上
に
役
立
つ
使
い
方
に
配
慮

し
た
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
行

っ
た
。

教
育
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

M
E
N
E
T
 

-
概
要
児
童
生
徒
が
気
軽
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
学
習
し

情
報
活
用
能
力
を
身
に
着
け
ら
れ
る
よ
う

「
教
育
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(
M
E
N
E

T
)
」
を
構
築
し
た
。
市
内
の
学
校
や
教

育
施
設
計
六
十
二
カ
所
を
無
線
に
よ
る
高

速
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
常
時
接
続
。
研
究
図

書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
ビ
デ
オ
配
信
に
よ
る

教
育
情
報
の
提
供
、
研
修
会
や
ヘ
ル
プ
デ

ス
ク
に
よ
る
利
用
や
障
害
対
応
を
実
施
し

て
い
る
。

教
職
員
や
児
童
生
徒
に
メ

l
ル
ア
ド
レ

ス
を
発
行
し
た
こ
と
で
児
童
生
徒
問
、
教

師
と
父
兄
の
聞
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
活
発
に
な
っ
て
い
る
。

-
・
成
果

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
い
る
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は

一
校
あ
た
り
五
十

一
台

で
計
千
五
百
二
十
七
台
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

接
続
の
教
室
は
同
十
四
教
室
で
計
四
百
二

十
二
教
室
。
一

カ
月
平
均
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
利
用
時
間
は
同
百
五
十
六
時
間
で
計

四
千
六
百
五
十
六
時
間
に
上
っ
て
い
る
。

教
職
員
に
発
行
し
た
メ

l
ル
ア
ド
レ
ス

は
八
百
五
十
四
人
、
児
童
生
徒
は
五
千
八

百
十
八
人
。

.

.

.
 
優
れ
て
い
る
点

全
学
校
を
無
線
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
す
る
こ
と
で
、
高
速

・
常
時
接

続
が
実
現
、
通
信
費
の
か
か
ら
な
い
教
育

W
A
N
を
構
築
し
た
。
全
校
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
集
中
管
理
す

る
こ
と
に
よ
り
、

学
校
の
担
当
者
の
負
担

を
軽
減
し
、
保
守
費
用
も
節
減
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

教
員
研
修
や
利
用
支
援
を
充
実
す
る
こ

と
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
利
用
し
て
授
業

が
で
き
る
教
員
が
半
数
以
上
に
な

っ
た
。

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
協
力
を
得
て
H

自
前
H

で
実
施
し
た
。
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大
阪
府
豊
能
地
区
市
長
町
長
連
絡
会
議

広
域
通
信
ネ
ッ
ト
・

大
阪
と
よ
の

-
概
要
大
阪
府
北
部
に
位
置
す
る
豊
能
地
域
の

三
市
二
町
(
豊
中
市
、
池
田
市
、
箕
面
市
、

豊
能
町
、
能
勢
町
)
は
広
域
連
携
の

一
環

と
し
て
「
大
阪
と
よ
の
ネ

ッ
ト
」
と
呼
ば

れ
る
広
域
的
地
域
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
共
同
で
構
築
し
、
平
成
十
二
年
四
月

か
ら
運
用
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
市
街
地
活
性
化
対
策
の
観
点

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

i
モ
1
ド
な
ど

を
通
じ
て
行
政
の
お
知
ら
せ
や
観
光
ガ
イ

ド
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
庖
舗
の
紹
介
な
ど
、

地
域
に
密
着
し
た
情
報
を
豊
能
地
域
の
住

民
や
地
域
外
か
ら
訪
れ
た
人
た
ち
に
提
供

す
る
も
の
で
あ
る
。

.

.

 
成
果

十
四
年

一
月
末
現
在
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
約
八
万
八
千
件
、

i
モ
l
ド
で
約
二

十
七
万
件
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
各
自
治
体
内
で
の
個
別
の
情
報

を
豊
能
地
域
全
体
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ

せ
、
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
広
域
的
な

住
民
サ
ー
ビ
ス
が
実
現
さ
れ
て
い
る
。

.

.

.
 
優
れ
て
い
る
点

地域づくり総務大臣表彰

従
来
の
市
や
町
単
独
の
シ
ス
テ
ム
で
は

な
く
複
数
団
体
に
よ
る
広
域
的
情
報
提
供

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
機
能
し
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
や

i
モ
1
ド、

L
モ
l
ド
、
街

頭
端
末
を
利
用
し
、
い
つ
で
も
ど
こ
か
ら

で
も
生
活
情
報
や
地
図
入
り
の
地
域
情
報

が
入
手
で
き
る
。

十
二
年
十
二
月
に

i
モ
l
ド
、
十
四
年

一一
月
に

L
モ
l
ド
の
公
式
行
政
サ
イ
ト
と

し
て
登
録
さ
れ
、
よ
り
ア
ク
セ
ス
し
や
す

い
環
境
を
実
現
さ
せ
て
い
る
。
現
在
は
電

話
を
使
っ
た
音
声
に
よ
る
検
索
サ
イ
ト
シ

ス
テ
ム
の
実
験
を
実
施
中
。

鐘謹F
艶蜜盤強

置勾:1，1，'t副ι位.
金鍾皇室鍾艶
..申市@鍵野町

金割重

兵
庫
県
西
宮
市

w
e
bを

活
用
し

行
政
情
報
提
供

-
概
要
全
国
の
自
治
体
の
中
で
最
も
早
い
時
期

に
情
報
化
に
着
手
。
情
報
シ
ス
テ
ム
は
行

政
、
地
域
に
大
別
さ
れ
る
。

こ
の
う
ち
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
住

民
、
税
務
、
福
祉
、
教
育
お
よ
び
阪
神
・

淡
路
大
震
災
を
機
に
つ
く
っ
た
震
災
業
務

支
援
、
人
事
、
給
与
、
財
務
会
計
な
ど
を

構
築
し
て
い
る
。
地
域
情
報
シ
ス
テ
ム
は

パ
ソ
コ
ン
通
信
「
情
報
倉
庫
に
し
の
み
や
」

の
開
局
を
皮
切
り
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た
地
図
案
内
サ
ー
ビ
ス
、
選
挙
開

票
管
理
シ
ス
テ
ム
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
の
運

営
な
ど
地
域
情
報
を
発
信
、
提
供
し
て
い

る
。

-
・
成
果

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
高
度
利
用
に
伴
う

行
政
事
務
の
高
度
化
、
拡
大
化
の
増
強
や

地
域
公
共
活
動
に
大
い
に
寄
与
し
て
い

る
。
選
挙
開
票
事
務
は

O
A
化
に
よ
っ
て

集
計
時
間
を
短
縮
し
た
り
、
関
係
書
類
作

成
の
省
力
化
と
正
確
さ
の
点
で
も
大
い
に

貢
献
し
て
い
る
。

介
護
情
報
に
関
し
て
は
、

地
図
を
見
な

が
ら
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
探

し
た
り
、
名
簿
の
必
要
な
人
に
ニ

l
ズ
に

応
じ
た
情
報
を
提
供
で
き
る
。
ま
た
今
後

主
流
と
な
る

W
e
b
技
術
や

G
I
Sを
駆

使
し
た
次
世
代
シ
ス
テ
ム
で
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
飛
躍
的
な
向
上
が
期
待
で
き
る
。

.

.

.
 
優
れ
て
い
る
点

会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
、
例
規
集
検
索

シ
ス
テ
ム
、
地
図
案
内
サ
ー
ビ
ス
、
高
齢

者
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
西
宮
な
ど
の
各
種
オ

ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
を
自
己
開
発
し
、
ホ

ー
ム
ベ

l
ジ
で
広
く
公
開
し
て
い
る
。
庁

内
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
や
二
般
的
グ
ル
ー

プ
ウ
ェ
ア
の
基
本
機
能
と
と
も
に
同

一

w

e
b
の
メ
ニ
ュ
ー
上
で

一
本
化
し
た
。
開

発
経
費
も
少
な
く
、
効
果
が
大
き
い
。
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優
良
信

報
化
団
体

奈
良
県
川
西
町

制
問
問

サ
ー
ビ
ス

可
能
な
ネ
ッ
ト

-
概
要
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
各
家
庭

の
パ
ソ
コ
ン
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
情
報
や
地

域
生
活
に
お
け
る
各
種
質
問
、
相
談
、
要

望
、
意
見
な
ど
を
住
民
と
役
場
、
住
民
間

で
相
互
に
や
り
取
り
で
き
る
環
境
を
構
築

し
た
。
ま
た
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
運
用
の
た

町
か
ら
発
信
す
る
情
報
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
は
、
各
課
が
行
え
る
よ
う
に
し
て
情
報

鮮
度
の
維
持
向
上
と
じ
ん
速
な
対
応
に
配

慮
し
て
い
る
。

-
・
成
果

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
常
時
接
続
環
境
を

「
N
T
T
'
O
C
N
エ
コ
ノ
ミ
イ
」
で
整

備
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
住
民
は
二
十
四

時
間
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
。
ホ
ー
ム

ペ
l
ジ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
情
報
を
発
信
す

る
原
課
が
担
当
す
る
た
め
、
従
来
更
新
作

業
を
行
っ
て
い
た
広
報
、
情
報
シ
ス
テ
ム

部
門
で
の
軽
減
が
図
れ
る
。

開
設
中
の
ホ

l
ム
ベ

l
ジ

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
川
西
町
の
知
名

度
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
期

待
で
き
る
。
と
く
に
能
楽
ボ

l
タ
ル
は
「
能
楽
発
祥
の
地
」

と
し
て
、
学
術
的
見
地
か
ら

も
寄
与
す
る
。

末端開公民+土るてれ々C置
ん

Z場役め
役
場
本
庁
舎
と
全
九
カ
所
の
出
先
機
関

を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
回
棋
で
接
続
し
、
ス
ム

ー
ズ
な
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
自
宅

に
パ
ソ
コ
ン
を
持
た
な
い
人
や
お
年
寄

り
、
子
供
の
た
め
、
役
場
ロ
ビ

l
と
図
書

館
に
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
方
式
の
住
民
開
放
端

末
を
設
置
し
た
。

.

.

.
 
優
れ
て
い
る
点

N
T
T

ワ
イ
ド

L
A
N
に
よ
る
本
庁

と
出
先
機
関
聞
の
接
続
は
、
今
後
の
サ
ー

ビ
ス
の
基
盤
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
来
る

べ
き
総
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も
併
用
で
き

る
。
教
育
教
材
の
共
有
化
や
町
在
住
の
児

童
生
徒
に
も

E
メ
l
ル
ア
ド
レ
ス
を
配
布

し
て

I
T
化
を
推
進
す
る
。

岡
山
県
旭
町

町
が
ブ
ロ
バ
イ
ダ
I

業
務
を
展
開

-
概
要
コ
ス
ト
と
採
算
面
か
ら
旭
町
に
プ
ロ
パ

イ
ダ
ー
が
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
町
が

主
体
と
な
っ
て
同
業
務
を
展
開
し
た
。
行

政
主
導
は
全
国
的
に
も
珍
し
く
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
お
よ
び
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
た
双
方
向
の
図
書
館
業
務
、
教

育
支
援
、

I
T
講
習
支
援
の
各
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
た
。

こ
の
う
ち
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
導
入
促
進

事
業
で
は
施
設
の
予
約
受
付
、
各
種
証
明

書
の
申
請
、
生
涯
学
習
講
座
で
の
情
報
な

ど
を
町
内
の
各
施
設
に
設
け
ら
れ
た
端
末

で
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
た
。

.

.
 
成
果

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
に
図
書
館
や

小
中
学
校
の
蔵
書
を
管
理
す
る
サ
ー
バ
ー

を
設
置
し
、
お
互
い
の
蔵
書
を
容
易
に
検

索
、
貸
し
出
し
、
返
却
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
。

町立図書館に設置されている住民開放端末

ま
た
、
過
疎
地
域
の
た
め
児
童
・
生
徒

数
が
減
少
し
て
お
り
、
平
成
四
年
に
は
町

内
に
五
校
あ
っ
た
小
学
校
が
旭
小
学
校
に

統
合
さ
れ
た
。
こ
れ
で
子
供
た
ち
が
ク
ラ

ス
や
学
校
の
中
だ
け
の
自
分
た
ち
の
世
界

に
閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま
う
の
を
懸
念
し
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
、
近
隣
の
学
校

か
ら
世
界
中
の
子
供
た
ち
に
ま
で
つ
な
が

る
環
境
を
提
供
し
た
。

.

.

.
 
優
れ
て
い
る
点

町
は
プ
ロ
パ
イ
ダ

l
業
務
を
実
施
す
る

に
あ
た
っ
て

一
般
第
二
種
電
気
通
信
事
業

者
の
免
許
を
取
得
し
た
。
こ
の
結
果
、
町

民
は
市
内
通
話
料
だ
け
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
二

百
世
帯
(
全
世
帯
数
千
百
九
十
五
)
が
こ

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、

旭
町
か
ら
民
話
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
て
世
界
に
発
信
す
る
「
ア
ジ
ア
電
子

民
話
館
構
想
」
を
練
っ
て
い
る
。
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地

方

行

財

政

関

連

施

策

解

説

園

総

務

省

自

治

行

政

局

ー

T
講
習
推
進
室

， 

住
民
へ
の
l
T
機
会
の
提
供
等
の
あ
り
方
に

関
す
る
検
討
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

政
府
は
昨
年
、
官
民
が
取
り
組
む
べ
き
国
家
戦
略

「
e
l
J
a
p
a
n
戦
略
」
お
よ
び
具
体
的
な
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
で
あ
る
「

e
l
J
a
p
a
n
重
点
計
画
」

を
策
定
、
五
年
以
内
に
世
界
最
先
端
の

I
T
国
家
を
目

指
し
、
豊
か
な
国
民
生
活
と
国
際
競
争
力
の
強
化
を
実

現
す
る
た
め
、
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

わ
が
国
が
目
指
す
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社

会
の
実
現
の
た
め
、
す
べ
て
の
国
民
の
情
報
リ
テ
ラ
シ

l
の
向
上
を
図
る
の
に
必
要
な
環
境
を
整
備
し
、
国
民

が

I
T
を
積
極
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
な
活
力
の
あ
る

黒羽亮輔
総務省情報通信政策局情報通信利用促進課長

笹井宏益
国立教育政策研究所生涯学習政策研究部総括研究官

佐昧祐介
経済産業省商務情報政策局サービス産業課長

清水康敬(委員長)
国立教育政策研究所教育研究情報センター長

早瀬公夫
掛川市総務部情報システム課情報管理係長

原田正司
総務省自治行政局自治政策課長

贋川聡美
横須賀市企画調整部情報政策課長

福島健郎
文部科学省生涯学習政策局社会教育課長

藤井良一
神奈川県企画部情報システム課長

藤田清太郎
岐阜県知事公室情報政策課長

山内馨
札幌市企画調整局情報化推進部情報調整課長

山下秋則
京都府町村会情報化推進室室長補佐

地方行財政関連施策解説

I
T
社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
に
し
て
い
る
。
ま
た
、

す
べ
て
の
国
民
が

I
T
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の

高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
、
多
様
な
情

報
・
知
識
を
世
界
的
規
模
で
入
手
・
共
有
・
発
信
で
き

る
能
力
を
身
に
着
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
取
り
組
み
と
し
て
総
務
省
は
、

I
T
の
基
礎
技

能
(
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、
文
書
の
作
成
、
イ
ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
の
利
用
お
よ
び
電
子
メ

l
ル
の
送
受
信
)
を

身
に
着
け
る
講
習
(
十
二
時
間
程
度
)
を
平
成
十
三
年

度
末
ま
で
に
全
国
で
約
五
百
五
十
万
人
の
成
人
を
対
象

に
広
く
提
供
し
て
き
た
。

今
後
も
、
国
民
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
に
立

っ
た

I
T
学
習
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国

民
の
情
報
リ
テ
ラ
シ

l
の
向
上
を
継
続
的
に
支
援
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

学
識
経
験
者
、
地
方
公
共
団

体
、
関
係
省
庁
の
委
員
か
ら
な
る
「
住
民
へ
の

I
T
機

会
の
提
供
等
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
を
発

足
さ
せ
た
。
本
委
員
会
で
は
、

I
T
学
習
機
会
の
提
供

に
係
る
住
民
の
ニ

l
ズ
を
踏
ま
え
、

I
T
全
般
に
対
し
、

基
礎
レ
ベ
ル
以
上
の
ス
キ
ル
を
有
す
る
公
平
か
つ
適
切

な
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
指
導
者
と
し
て
の

「
地
域

I
T
リ
ー
ダ
ー
」
に
焦
点
を
当
て
、
地
域

I
T

リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
役
割
、
能
力
、
地
域

I
T
リ

ー
ダ
ー
候
補
者
の
研
修
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
を

行
っ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
十
四
年

一

月
に
「
住
民
へ
の

I
T
機
会
の
提
供
等
の
あ
り
方
に
関

す
る
検
討
委
員
会
報
告
」
を
取
り
ま
と
め
た
。

以
下
、
本
報
告
書
の
各
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。

-平成13年度第3・四半期 (平成13年10月~
12月)の実績

①開設講座数 (47都道府県)

76，721講座
②応募者数 (44都道府県)

1，561，538人(平均倍率 1.09信)
③受講者数 (47都道府県)

1，205，433人
・平成13年度第3・四半期まで (平成13年1

月-12月)の実績

①開設講座数

237，845講座
②応募者数

5，471，763人(平均倍率 1.22倍)
③受講者数

3，865，749人
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叩
・
歯
学
習
機
会
の
提
供
に
係
る

官

A
住
民

=
l
ズ

こ
こ
で
は
、
地
域
住
民
の
ニ

l
ズ
、
地
域

I
T
リ
ー

ダ
ー
の
設
置
の
必
要
性
お
よ
び
求
め
ら
れ
る
役
割
に
つ

い
て
ま
と
め
て
い
る
。

-
地
域
住
民
の
二

l
ズ

国
民
の
情
報
リ
テ
ラ
シ

l
向
上
の
た
め
実
施
さ
れ
た

I
T
基
礎
技
能
講
習
が
好
評
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
地
域

住
民
は

I
T
の
実
践
を
望
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
継
続

的
な
学
習
の
場
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、

住
民
は

I
T
実
践
の
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
。
①
困

っ
た
と
き
聞
き
た
い
と
き
に
す
ぐ
教
え
て
ほ
し
い
な

ど
、
自
宅
や
勤
務
先
で
パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て
知
り
た
い

と
思
っ
た
と
き
に
す
ぐ
に
聞
く
こ
と
が
で
き
る
ヘ
ル
プ

デ
ス
ク
が
ほ
し
い
と
い
っ
た
「

I
T
の
継
続
的
利
用
に

対
す
る
ニ

l
ズ」

②

I
T
講
習
な
ど
で
基
礎
技
能
を
学

ん
だ
の
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
て
応
用
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
い
と
い
っ
た
「

I
T
の
発
展
的
活

用
に
対
す
る
ニ

l
ズ」

③
各
種
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
関
す
る
情
報
な
ど

I
T
全
般
の
情
報
提
供
に
関
す
る

「
I
T
の
基
礎
的
情
報
提
供
に
対
す
る
ニ

l
ズ
」
④
時

間
が
な
く

I
T
講
習
を
受
講
で
き
な
か
っ
た
な
ど
、
情

報
リ
テ
ラ
シ

l
を
身
に
着
け
る
チ
ャ
ン
ス
が
な
か
っ
た

地
域
住
民
の
「

I
T
講
習
に
対
す
る
ニ

l
ズ」

⑤
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
環
境
の
向
上
に
着
手
す
る
各
種
公
共
機
関
な

ど
に
お
け
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
対
す
る
ニ

l
ズ」

⑥
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
に
配
慮
し
た
講
習
内
容
の
柔

軟
な
対
応
ー
と
い
っ
た
よ
う
な
ニ

i
ズ
が
存
在
す
る
。

-
地
域
l
T
リ
ー
ダ
ー
設
置
の
必
要
性

地
域
住
民
は
、

I
T
全
般
に
対
し
基
礎
レ
ベ
ル
以
上

の
ス
キ
ル
を
有
し
、
公
平
か
つ
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
く
れ
る
リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在
を
求
め
て
お
り
、
こ
の

よ
う
な
地
域
住
民
の

I
T
実
践
へ
の
ニ

l
ズ
を
満
た
す

た
め
に
は
、
幅
広
く
地
域
住
民
と
交
流
を
も
つ
よ
う
な

地
域

I
T
リ
ー
ダ
ー
を
継
続
的
に
設
置
し
、
国
民
の
情

報
リ
テ
ラ
シ

l
向
上
を
促
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

-
地
域
l

T
リ
ー
ダ
ー
に
求
め

5
れ
る
役
割

[ 丙基礎財E住民サポートセンター(仮称~

IT講習等の実施ヘルプデスク機能

公民館・図書館等社会

教育施設、郵便局、庁

舎などを活用

-地域住民の IT実践において生じた
「ヘルプ」に対するサポート
-個々の地域住民が習得したリテラ

シーを活用するための相談窓口

等
地
域

I
T
リ
ー
ダ
ー
は
、

I
T
活
用
の
諸
局
面
に
お

い
て
地
域
住
民
の
質
問
や
ヘ
ル
プ
に
適
切
に
対
処
す
る

ほ
か
、

I
T
に
関
す
る
基
礎
的
な
情
報
を
提
供
し
、
か

つ
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
。
ま
た
、

I
T
講
習
な
ど
の
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
知
識
と
ス
キ
ル
を
有
し
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
と
ス
キ
ル
も

有
し
て
い
る
な
ど
、
地
域
住
民
に
対
し
て
情
報
リ
テ
ラ

シ
l
の
基
礎
を
教
え
る
素
養
を
備
え
た
者
で
あ
り
、
地

域
住
民
の

I
T
利
用
に
お
け
る
基
礎
的
ニ

l
ズ
に
こ
た

ボランティア等の協力

保に必要な支援

ップを図るような

等

I白紙づくり2002年4月号⑨42



こ
こ
で
は
、
地
域
I
T
リ
ー
ダ
ー
研
修
の
目
的
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
例
、
地
域
I
T
リ
ー
ダ
ー
の
能
力
担
保
に

つ
い
て
ま
と
め
た
。

-
地
域
l

T
リ
ー
ダ
ー
研
修
の
目
的

地
域
I
T
リ
ー
ダ
ー
研
修
は
、
所
定
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
よ
る
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
地
域
I
T

リ
ー
ダ
ー
候
補
者
に

I
T
指
導
者
と
し
て
の
能
力
を
習

得
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
。

-
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

地
域
I
T
リ
ー
ダ
ー
研
修
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
例
と
し

え
る
た
め
の
活
動
を
行
う
。

地
鳩
目
前
許
杭
能
力

こ
こ
で
は
、
地
域
I
T
リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
能

力
と
し
て
、
技
術
的
能
力
と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し

て
の
能
力
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

地
域
I
T
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
う
た
め
に

は
、
地
域
住
民
か
ら
の
ニ

l
ズ
に
こ
た
え
る
こ
と
が
で

き
る
レ
ベ
ル
の
①
パ
ソ
コ
ン
②
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
③
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ー
な
ど
の
技
術
的
能
力
が
必
要
で
あ

り
、
地
域
住
民
と
現
場
で
ふ
れ
あ
う
実
践
に
お
い
て
は
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
テ
ク
ニ

ッ
ク
な
ど
の
技
術
的
能

力
と
は

一
線
を
画
す
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
の
能

力
が
必
要
で
あ
る
。

地
域
町
リ
ー
ダ
ー
研
修

地方行財政関連施策解説

[IT基礎技能習得等住民サポート事業(イメージ図u

インターネット等の利用において、
Oトラブルが生じたときの対応が
分からない場合
. I T講習を受けたが、自宅のパソコンの操
作方法が異なっていた
・ソフトの新パージョンを組み込んだ5、作
動しなくなった
・突然画面が動かなくなって、電源を入れ直
しでも復旧しなかった 等

0アプリケーション等の情報が欲しい
等、住民の基礎的ニーズ

て
、
三
日
×
六
時
間
の
研
修
内
容
を
例
示
。

実
習

二
日
目

一
講
義

三
日
目

一
実
技
・
講
義

な
お
、
実
技
に
お
い
て
は
、
地
域
住
民
か
ら
あ
が
っ

て
く
る
実
際
の
相
談
内
容
を
事
例
と
し
て
行
う
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

-
能
力
担
保

地
域
I
T
リ
ー
ダ
ー
研
修
を
終
了
し
た
地
域
I
T
リ

ー
ダ
ー
候
補
者
は
、
地
域
I
T
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
必
要

な
技
術
的
能
力
お
よ
び
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
の

能
力
を
満
た
し
て
い
る
か
を
、
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ

住民

一
日
目

e 

-地域 ITリーダーの育成・確
・楽しみながSITのスキルア
コンテンツの開発

国

り
判
定
す
る
。一

定
の
ス
キ
ル
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た

者
は
、
地
域
I
T
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
認
定
さ
れ
、
地
域

I
T
リ
ー
ダ
ー
登
録
証
を
交
付
し
登
録
す
る
こ
と
に
し

て
い
る
。
ま
た
、
登
録
後
の
地
域
I
T
リ
ー
ダ
ー
が
自

己
評
価
に
よ
っ
て
指
導
ス
キ
ル
な
ど
の
能
力
を
向
上
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
チ
ェ

ッ
ク
シ
l
ト
を
配
布
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

以
上
、
各
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
本
報
告
を
参

考
に
、
地
域
住
民
へ
の

I
T
機
会
の
提
供
な
ど
に
係
る

諸
施
策
を
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

-本報告書lま総務省HPに掲載されております。www.soumu.go.jp
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恥

，

大
会
の
テ
l
マ
は
「
認
め
あ
う
力
、

4
2
J
響
き
あ
う
心
」
。
世
界
が
激
し
く

揺
れ
動
き
、
地
域
社
会
も
大
き
く
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
る
。
そ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
の
存

在
や
価
値
を
認
め
あ

っ
て
い
き
た
い
・
:
。

そ
ん
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
地
域

づ
く
り
に
携
わ
る
者
同
士
が
互
い
に
認
め

合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が

ら
新
た
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
地

域
づ
く
り
の
広
が
り
に
つ
な
が
る
よ
う
参

加
者
全
員
で
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
も

の
。

分
科
会
問
力
所
で

初
日
は
、
高
崎
市
、
桐
生
市
、
伊
勢
崎

市
、
榛
名
町
の
四
つ
の
分
会
場
で
、
合
計

十
三
の
分
科
会
が
開
催
さ
れ
た
。
会
場
に

よ
っ
て
は
開
会
式
な
ど
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が

行
わ
れ
、

音
楽
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

で
参
加
者
を
歓
迎
し
た
。
各
分
科
会
は
、

そ
の
地
域
で
活
躍
す
る
地
域
づ
く
り
団
体

が
主
体
と
な
っ
て
企
画
、
運
営
し
、
参
加
者

と
と
も
に
楽
し
く
学
習
、
交
流
で
き
る
よ

う
な
工
夫
が
随
所
に
織
り
込
ま
れ
て
い
た
。

高
崎
分
会
で
は
、
地
域
づ
く
り
を
実
践

し
て
い
る
全
国
の
仲
間
と
、
元
気
に
つ
い

て
語
り
合
お
う
と
「
喝
!
活
!
勝
!

1
お
持
ち
帰
り
は
元
気

1
」
を
テ
l
マ
に

掲
げ
、

「
い
の
ち
を
育
む
l
芸
術
と
子
ど

も
の
未
来
」
(
妙
義
)
、

「
ほ
っ
と
人
い
き

、認めあうカ
響きあうお
を地域づくりに
小寺群馬県知事のあいさつ

被
害
者
支
援
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
に
向
け

て
」
(
浅
間
)
の

三
つ
の
分
科
会
を

開
催
し
た
。
こ
の

う
ち
赤
城
分
科
会

ま
ち
づ
く
り
」

(
赤
城
)
、

「
ド
メ

It!l戚づくり2002年4月号⑨44

ス
テ
ィ

ッ
ク
・
パ

イ

オ

レ

ン

ス

!

全国各地で地域づくりに取り組む約

850人が、一堂に会し「第16団地域づ

くり団体全国研修交流会群馬大会jが2

月15、16の両日開催された。

主催は、地域づくり団体全国協議会、

群馬県地域づくり協議会、群馬県、高

崎市、桐生市、伊勢崎市、榛名町、地

域づくり団体全国研修交流会群馬大会

実行委員会。また、共催として群馬県

内で活躍する多くの地域づくり団体が

参画した。

は
「
カ
カ
ア
で
ん

か
」
「
か
ら

っ
風」

の
二
コ
l
ス
に
分

け
て
行
わ
れ
た
。

桐
生
分
会
で
は
、

自
ら
の
住
む
ま
ち

を
心
か
ら
愛
す
る

「
生
粋
」
の

「
桐

生
」
人
た
ち
が

一

つ
に
な

っ
て
、
参

加
者
と
と
も
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
」

「
人
生
」
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
、

「き
り

ゅ
う

『生
」
道
楽
」
を
テ
l
マ
に

「あ
ん

た
が
主

(
酒
)
役
」「
生
き
が
い
あ
る
長

寿
社
会
に
向
け
て
ー
で
あ
い
、
ふ
れ
あ
い
、

た
す
け
あ
い

1
」
「
い
い
町
に
は
い
い
女

ー
か
か
あ
天
下
の
フ

ァ
ッ

シ
ョ
ン
パ
ワ

l
」
「
大
川
美
術
館
と
歩
ん
だ
十
四
年
」

の
四
つ
の
分
科
会
を
開
催
し
た
。

伊
勢
崎
分
会
で
取
り
上
げ
た
テ
l
マ
は



「
む
か
し
の
こ
ど
も
た
ち
か
ら

の
オ
ト
ナ
た
ち
へ
」
。
「
街
は
み
ん
な
の
ギ

ャ
ラ
リ
ー
だ
!
ー
中
心
市
街
地
の
楽
し

み
方
1
」
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
進
め

る
環
境
ま
ち
づ
く
り
」
「
遊
ぶ
!
食
べ

る

!

楽

し

む

!

1

『遊
び
の
価
値
』
に

つ
い
て
考
え
る
1
」
の
三
つ
の
分
科
会
を

開
催
し
た
。

榛
名
分
会
で
は
、
官

・
民
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
で
地
域
づ
く
り
の
実
践
を
目

指
そ
う
と
「
よ
そ
者
、
若
者
、
ば
か
者
が

い
や

い
っ
し
ょ
に
な
っ
て

「食
と
芸
術
と
癒
し

の
里
づ
く
り
」
を
す
べ
え
!
」
を
テ
l
マ

に
議
論
。
「
地
域
資
源
を
活
か
し

『都
市

と
鹿
山
村
交
流
」
で
支
え
合
っ
て
仲
良
く

す
べ
え
!
」
「
先
人
の
伝
統
文
化
を
継
承

し
て
、
健
康
で
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
送
る

た
め
に
み
ん
な
で
考
え
、
共
に
活
動
す
べ

え
!
」
「
『
み
ど
り
と
水

・
環
境
保
全
と
景

観
づ
く
り
」
で
ふ
る
さ
と
を
愛
お
し
む
心

を
育
て
べ
え
!
」
の
三
つ
の
分
科
会
を
開

催
し
た
。

み
ら
い

趣
向
凝
ら
し
た
交
流
会

地域づくり団体全国研修交流会

分
科
会
終
了
後
は
、
分
会
ご
と
に
交
流

会
が
行
わ
れ
た
。桐
生
で
は
桐
生
八
木
節
、

伊
勢
崎
で
は
だ
ん
べ
え
踊
り
、
榛
名
で
は

豚
の
丸
焼
き
と
、
会
場
ご
と
に
趣
向
を
凝

ら
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
お
い
し
い
地

元
料
理
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
参
加
者
は
た
い

へ
ん
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
。
交
流
会

終
了
後
は
各
宿
泊
先
で
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
、
地
域
自
慢
、
情
報
交
換
な
ど
夜
な
べ

談
義
に
花
を
咲
か
せ
た
。

大
会
二
日
目
は
、
会
場
を
前
橋
市
の
群

馬
会
館
に
移
し
、
全
員
参
加
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
開
催
さ
れ
た
。

っ
。
小
寺
弘
之
群
馬
県
知
事
が
歓
迎
の
あ

い
さ
つ
、
新
原
芳
明
総
務
省
大
臣
官
房
審

議
官
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

各
分
会
の
報
告
並
び
に
フ
ォ
ー
ラ
ム

は、

N
P
O
ぐ
ん
ま
の
熊
倉
浩
靖
氏
が
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

l
を
務
め
た
。
各
分
科
会

の
代
表
者
や
参
加
者
が
、
話
し
合
わ
れ
た

内
容
や
今
後
の
課
題
な
ど
を
分
科
会
の
報

告
と
し
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
そ
れ
に
基
づ

き
会
場
全
体
で
活
発
に
意
見
を
交
換
し

た
。
「
自
分
た
ち
の
熱
い
思
い
が
自
分
た

開
会
セ
レ
モ
ニ

ー
で
は
、
群
馬
県
内
の

地
域
づ
く
り
団
体
を
代
表
し
て
、
「
な
が

め
黒
子
の
会
」
隠
密
頭
の
椎
名
祐
司
氏
が
、

群
馬
県
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ゆ

ふ
ん

う
ま
ち
ゃ
ん
に
扮
し
て
開
会
の
あ
い
さ

i員

ち
の
ま
ち
を
つ
く
る
」
「
地
域
づ
く
り
に

大
切
な
の
は
個
人
の
自
立
だ
」
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
次
回
開
催
地

宮
城
県
の
参
加
者
が
全
国
大
会
に
向
け
た

熱
い
思
い
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

最
後
に
、
伊
藤
善
市
地
域
づ
く
り
団
体

全
国
協
議
会
会
長
が
、
大
会
全
般
を
通
し

て
の
感
想
も
含
め
て
の
講
評
を
行
い
、
大

会
を
締
め
く
く
っ
た
。

参
加
者
の
熱
い
思
い

大
会
終
了
後
、
自
由
参
加
に
よ
る
全
体

交
流
会
が
、
場
所
を
群
馬
県
庁
三
十
二
階

展
望
ホ
1
ル
に
移
し
て
、
福
島
昇
群
馬
県

企
画
部
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
柳

原
瑛
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
常

務
理
事
の
乾
杯
で
聞
か
れ
た
。参
加
者
は
、

二
日
間
に
わ
た
る
大
会
で
得
た
仲
間
と
、

大
会
の
思
い
出
や
、
今
後
の
地
域
づ
く
り

に
か
け
る
意
気
込
み
を
語
り
合
い
、
再
会

を
約
束
し
あ
っ
た
。

上
州
名
物
「
か
ら
っ
風
」
。
ど
ん
な
に

冷
た
く
強
い
風
が
吹
い
て
も
、
地
域
づ
く

り
に
対
す
る
参
加
者
の
熱
い
思
い
は
変
わ

ら
な
い
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
、
地
域
づ

く
り
の
現
場
に
お
け
る
、
今
後
の
ま
す
ま

す
の
活
躍
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
な
元
気
あ

ふ
れ
る
大
会
で
あ
っ
た
。

45⑨畑繊づくり2002年4月号

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
研
修
交
流
課

副
参
事
荒
矢
大
輔



民むmう
平
成
日
年
度
地
域
づ
く
り
誌

ぐ
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
晶
決
ま
る

地
域
づ
く
り
団
体
全
国
協
議
会

は、

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
地
域
づ

く
り
団
体
な
ど
の
発
行
す
る
「
地

域
づ
く
り
誌
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
、

こ
の
ほ
ど
審
査
会
を
行
っ
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
各
地
域
づ
く

り
の
現
場
で
情
報
発
信
の
中
心
的

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
「
地
域

づ
く
り
誌
(
紙
)
」
の
質
の
向
上
を

支
援
す
る
も
の
で
、
同
協
議
会
が

主
催
し
側
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー

と
側
日
本
宝
く
じ
協
会
が
後
援
し

て
い
る
。

コ
ン
テ
ス
ト
は
「
地
域
づ
く
り

団
体
の
部
」
と
「
都
道
府
県
協
議

会
の
部
」
の

二
部
門
で
行
わ
れ
、

応
募
総
数
三
十

点

(
地
域
づ
く
り

部
門
二
十
三
点
、
都
道
府
県
協
議

会
部
門
七
点
)
の
中
か
ら
、
次
の

七
点
が
受
賞
し
た
。

-
地
域
"つ
く
り
団
体
の
部

〈
優
秀
賞
〉

.
特
定
非
営
利
活
動
法
人
カ

ル
チ

ャ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
(
福
島
県
)

「
ぶ
ら
ぶ
ら
」

久
留
米
市
ふ
る
さ
と
文
化
創
生

市
民
協
会
(
福
岡
県
)

「
カ
ル
キ
ャ
ッ
チ
く
る
め
通
信
」

-
と
き
め
き
・
ら
ん
ど
は
な
み

ず
き
(
鹿
児
島
県
)

「
マ
イ
タ
ウ
ン
よ
し
の」

〈
特
別
賞
〉

-
パ
ハ

ヤ
チ
ニ
カ
編
集
委
員
会

「
パ
ハ

ヤ
チ
ニ
カ
」

-
都
道
府
県
協
議
会
の
部

〈
優
秀
賞
〉

-
群
馬
県
地
域
づ
く
り
団
体
協
議
会

「
ひ
ゅ
う
ま
に
あ
通
信
」

eチ
ャ
レ
ン
ジ
徳
島
推
進
協
議
会

「
チ
ャ

レ
ン
ジ
徳
島
通
信
」

〈
奨
励
賞
〉

.
地
域
づ
く
り
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
も

り
お
か

「ク
レ
ヨ

ン
通
信
」

表
彰
式
は
三
月
十
三
日
(
水
)
、

東
京
都
内
で
行
わ
れ
、

地
域
づ
く

り
団
体
全
国
協
議
会
の
伊
藤
善
市

会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。

詳
し
い
内
容
は
、
同
協
議
会
発

行
の
情
報
誌
「
わ
い
わ
い
わ
い
ど
」

第
十
九
号
(
七
月
発
行
予
定
)
に

お
い
て
紹
介
さ
れ
る
。

h
r

『ま
ち
づ
く
り
テ

l
マ
集

ぐ
2
0
0
2
』
を
発
行

側
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー
で
は

全
国
各
地
で
地
域
の
特
性
や
資
源

を
生
か
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る

ま
ち
づ
く
り
の
テ
l
マ
や
事
業
の

概
要
を
収
集

・
整
理
し
た
地
域
活

性
化

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

『ま
ち
づ
く

り
テ
l
マ
集

2
0
0
2
」
を
発
行

し
た
。

こ
の
テ
l
マ
集
で
は
全
国
の
四

百
七
事
例
を
自
然
、
歴
史
、
文
化

な
ど
八
分
野
に
分
類
し
て
冊
子
に

ま
と
め
る
と
と
も
に
、

地
域
や
キ

ー
ワ
ー
ド
に
よ
り
簡
易
に
検
索
が

で
き
る

C
D
'
R
O
M
も
作
成
し

た
。
ま
た
、
代
表
的
な
九
事
例
に

つ
い
て
は
現
地
取
材
の
う
え
、
詳

細
を
「
特
集
編
」
と
し
て
紹
介
し

て
い
る
。
地
域
振
興
に
携
わ
る

方
々
の
ま
ち
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
と

し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
セ
ン
タ

ー
の
会
員
に
は
既
に
配
布
し
て
い

ま
す
が
、
ご
希
望
の
方
に
は

一
部

二
千

円

(
冊
子
と

C
D
O
R
O
M

の
セ
ッ
ト
)
で
販
売
し
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ
先

情
報
サ
ー
ビ

ス
課

E
O
一ニー
ー五
二
O
二
1

六

二
五

-
首
長
来
訪

V
山
梨
県
櫛
形
町

(
2
月
4
日
)

V
福
岡
県
八
女
市

長

(
2
月
初
日
)

石
川
豊
町
長

野
田
国
義
市

笑
顔
が
い
ち
ば
ん
f

室
予
定

-4月
7
日

熊
本
県
阿
蘇
町
、
小
田
町

阿
蘇
千
年
高
原
と
自
然
学
校

-4月
同
日

※
特
別
番
組
の
た
め
放
送
休
み

-4月
引
日

山
形
県
櫛
引
町
、
酒
田
市

伝
統
を
受
け
継
ぐ

-4月
お
日

沖
縄
県
東
村
、
国
頭
村

沖
縄
北
部
の
魅
力
発
見
!

T
B
S系
、
毎
週
日
曜
日

午
前
7
時
1
午
前
7
時
却
分

※
一
部
で
放
送
日
時
が
異
な
る
地
域
が
あ
り
ま
す
九

三
月
号
の
首
長
来
訪
の
中
の
北
海
道
福
島

町
の
町
長
名
は
薮
内
裕
氏
の
誤
り
で
し
た
。

こ
こ
に
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な

ど
の
紹
介
・
斡
旋
情

報
が
充
実
し
ま
す

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の
紹
介
情
報

の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

昨
年
九
月
に
実
施
し
た

「委
託
調
査

事
業
等
の
実
態
調
査
」
の
結
果
を
も

と
に
、
三
百
四
十
一
市
町
村
の
協
力

を
得
て
、
八
十
七
社
の
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
や
シ
ン
ク
タ
ン
ク
へ
の
委
託
業

務
に
対
す
る
満
足
度
を
中
心
に
デ
ー

タ
化
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
各
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
得
意
と
思
わ
れ
る
分

野
・
業
務
の
傾
向
な
ど
の
特
徴
を
お

伝
え
で
き
ま
す
の
で
、
調
査
・
計
画

策
定
業
務
の
委
託
先
選
定
に
お
役
立

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
デ
ー
タ
を
使
つ
て
の

情
報
提
供
は
、
会
員
で
あ
る
都
道
府

県
・
市
町
村
の
皆
さ
ま
が
電
話
な
ど

で
個
別
に
ご
相
談
を
い
た
だ
い
た
と

き
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま

た
、
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
自

治
体
名
、
事
業
名
は
、
い
か
な
る
場

合
で
も
公
表
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
承

知
お
き
く
だ
さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ
先

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
謀

8
0三
l
五
二

O
二
l
六
一
三
八
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手延べ、そうめん昧の芸術品

富
岡
田
市
戸
の
海
に
浮
か
ぶ
小
豆

aa島
は
、
日
照
時
聞
が
長

く
、
乾
燥
度
が
高
い
た
め
、
日
本

で
も
主
要
な
小
麦
産
地
で
す
。
清

ら
か
な
軟
水
が
豊
富
で
、
そ
う
め

ん
"つ
く
り
に
適
し
た
風
土
の
も

と
、
古
く
か
ら
風
味
こ
ま
や
か
な

手
延
べ
そ
う
め
ん
が
つ
く
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
小
豆
島
で
手
延
べ
そ

う
め
ん
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
の

は
、
四
百
年
ほ
ど
昔
。
池
田
町
の

人
が
お
伊
勢
参
り
の
際
、
覚
え
て

小
豆
島
ふ
る
さ
と
村

持
ち
帰
り
、
島
に
広
め
た
の
が
き

つ
原か

禁け
と
はい
わ

麺fれ
にて
コお
シり
をま
出す
す

作
用
の
あ
る
グ
ル
テ
ン
を
ほ
ど
よ

く
含
ん
だ
良
質
の
小
麦
粉
と
高
品

質
の
ご
ま
油
。
そ
れ
を
昔
な
が
ら

i自滅づくり2002年4月号⑨48

の
き
び
し
い
手
仕
事
で
、
じ
っ
く

り
三
十
五
時
間
を
か
け
て
つ
く
ら

れ
る
の
で
す
。

と
り
わ
け
、
寒
製
品
の
「
島
の

実
演
コ
ー
ナ
ー

光
」
は
、
銘
品
と
し
て
全
国
に
そ

の
名
を
は
せ
て
い
ま
す
。

な
お
、
リ
ゾ
ー
ト
施
設
「
小
豆

島
ふ
る
さ
と
村
」
に
は
、
実
演
コ

ー
ナ
ー
が
あ
り
‘
小
豆
阜
芋
延
べ

そ
う
め
ん
の
お
い
し
さ
の
極
意

を
、
麺
匠
が
見
事
な
手
さ
ば
き
で

H

解
明
u

し
て
く
れ
ま
す
。

ち
な
み
に
数
年
前
、
皇
太
子
殿

下
が
ご
来
島
の
折
、
こ
の
コ
ー
ナ

ー
で
楽
し
く
実
技
に
挑
戦
さ
れ
た

も
の
で
す
。

J.， 
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園
2
月
実
施
イ
ベ
ン
ト

*
日
本
橋
フ
ラ
ザ
ビ
ル

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

2
月
羽
田
l
引
日

八
女
市
(福
岡
県
)

八
女
地
区
物
産
フ
ェ
ア
@

2
月
羽
田
i
m日

仙
南
村
(秋
田
県
)

秋
田
県
仙
南
村
観
光
と
物
産
フ

ェア
@

*
ふ
る
さ
と
情
報
プ
ラ
ザ

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

勺

L
同
月

A
『
ロ
ハ
円

f
}
Q
u
口凶

五
傑
市
(奈
良
県
)

大
和
五
候
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
・
五
保
市
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
入
賞
作
品
展
示
会
@

2
月
ロ
日
i
旬
日

物
産
観
光
連
絡
協
議
会
(福
井

県
な
ど
げ
県
)

物
産
観
光
連
絡
協
議
会
観
光
ポ

ス
タ
ー
展

2
月
旬
日

足
利
市
(栃
木
県
)

足
利
市
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

2
月
目
白

1
2
日

千
葉
県

千
葉
県
「
花
・
温
泉
」
観
光
強

化
週
間
。

2
月
呂
田
1
3
月
1
日

鳥
取
県

中
国
五
県
観
光
展

-
編
集
後
記

省
庁
再
編
に
伴
い
、
名
称
を
変
え
た
総
務
大

臣
表
彰
が
行
わ
れ
、
特
集
と
し
て
取
り
上
げ
た
。

前
年
と
同
じ
く
四
十
三
団
体
が
業
績
を
高
く
評

価
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
に
祝
意
を
表
し

た
い
。
「
こ
ん
な
立
派
な
貨
を
も
ら
っ

て
い
い

の
。
ほ
か
に
も

っ
と
ふ
さ
わ
し
い
と
こ
ろ
が
あ

る
の
で
は
」
と
あ
る
受
賞
者
は
語
っ

て
い
た
が
、

日
ご
ろ
の
地
道
な
努
刈
が
実
っ

た
結
果
で
あ

り
、
今
後
の
励
み
に
し
て
ほ
し
い
。

V
当
誌
の
編
集
委
員
と
し
て
企
画
立
案
、
誌
面

づ
く
り
に
携
わ
っ
た
日
下
押

(仙
台
市
)
、
飯
田

真

一
(千
葉
県
銚
千
市
)
、
樋
口
肇
(
神
奈
川
県

小
山
原
市
)
、
畑
尻
広
ハ

(岐
阜
県
高
山
市
)
、

五
味
ひ
と
み
(静
岡
県
)
、
嘉
村
隆
治
(佐
賀
県
)

の
各
氏
は
三
月
末
で
そ
れ
ぞ
れ
帰
任
す
る
。
新

し
い
職
場
で
の
活
躍
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。

V
前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
が
、

今
月
号
か
ら
活

字
を
ひ
と
回
り
大
き
く
し
、
読
み
や
す
く
し
た
。

小
誌
は
地
万
自
治
体
の
皆
さ
ま
の

「仲
間
の
情

報
誌
」
「
円
分
の
雑
誌
」
と
の
考
え
で
編
集
し

て
お
り
、
こ
れ
を
機
に
ど
ん
ど
ん
利
用
し
、
企

両
両
な
ど
で
ご
意
見
、
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
れ
ば

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

V
今
月
は
大
臣
表
彰
の
た
め
、
コ
ラ
ム
、
団
体

探
訪
、
女
性
パ
ワ
l
、
地
域
だ
よ
り
は
休
載
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

(ゃ
な
ぎ
)

匡
医
院
恒

特
集
H
空
き
・
跡
地
を
活
か
す
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意〈じ跡、'と衝づくりで
健'かな'らしを
応援します。

受げて刊行しています。

この遊具[宝くじ遊園・くだものオーケストラ]

(静岡県浜松市フルーツHーク内)1み
宝くじの普及宣伝事業として設置されたもので百九
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